


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ





聖剣士VSブラック企業

聖剣士VSブラック編集部

聖剣士VSブラックワンオペ

聖剣士VSブラックトラック

あとがき









[image: 聖剣士VSブラック企業 ～ラノベ作家、社畜エルフを救う!?～]







[image: 聖剣士VSブラック企業]







　１日17時間。

　これが、どこにでもいる普通のエルフ、森もり下したカレナリエルの平均労働時間である。

「うぅっ、今日きようも疲れました……」

　午前０時過ぎ、最終列車の吊つり革かわに体重を預けながら、カレナは今にも死にそうな声で呟つぶやいた。体重といっても、折り畳たたんだ背の羽は根ねを使えば空を飛べるくらいの軽さなのだが、消しよう耗もうしきった彼女の身体からだには背はい筋きんを張って自じ重じゆうを支える元気もない。

　カレナは平へい凡ぼんなエルフの少女だ。肉体能力や魔ま法ほう技術は可もなく不可もなく、他のエルフたちと同じように普通科高校へ通い、卒業と同時に就しゆう職しよくした。

　それから決して多くの年月を重ねた訳わけではないが、スーツを着た今のカレナには、この前まで制服を着た女子高生だったとは思えない、どんよりとした雰ふん囲い気きが漂っていた。

　辛しん気き臭くさい雰囲気を纏まとっているのは、何も彼女だけではない。スーツに身を包んだエルフの男性たちは、一いち様ように死んだ魚のような眼めをしている。幸せそうな顔をしているのは、酔よい潰つぶれて眠ねむっている者だけ。全員が葬そう式しき帰りなのでは、と思わせるような辛気臭さだ。

　そんな車内の空気に、カレナは半分くらい溶け込んでいたが、かろうじて、華やかな可愛かわいらしさを失わずに保っていた。

「美容院とか、行きたいなぁ」

　そんなことを呟くと、目の前の席で眠っていた男性が薄うす目めを開け、自分よりも一回り年下であろうカレナの姿を捉とらえる。

「……天使か？」

　などと口走って、またすぐに夢の中へ戻もどっていった。このまま二度と目を覚さまさない方が、彼にとって幸せなのかもしれない。

　こうして、自覚のないまま一名ほど天国へ連れて行ったカレナだが、その表情はどうも浮うかない。

「でも、毎日お仕事なのに、いつ予約を取ればいいんでしょう……」

　ストレスと睡すい眠みん不足で傷いたんできた毛先を人差し指に絡からめる。目の下には、大きな隈くま。

　入社以来、カレナに休日は一度もない。月火水木金土日、週７日勤務がずっと続いている。加えて、帰宅する時間も遅い。ついでに朝も早い。大体午前７時頃ごろには出勤して、日付が変わるまで働かされる日々だ。

　こんな生活では、髪かみを切るどころか、髪を洗う時間も満足に取れないのだ。

　もちろん、勤きん怠たい管理表などの書しよ類るい上に、そのような実態は表れない。カレナは毎週２日休んでいて、毎日定時で帰ったことになっている。したがって、残業代も出ない。

「やっぱり、ウチの会社って……」

　過か酷こく。

　劣れつ悪あく。

　危険。

　そんな労働環境を従業員に強しいる会社は、エルフたちから、こう呼ばれていた。

「ブラック企業、なんでしょうか……」




　ブラック企業。

　近年、エルフたちの間に定着してきた、インターネット発はつ祥しようの新しいヤーパンランド語だ。

　東洋の島国ヤーパンランドは、人口およそ１億人。そのほとんどがエルフ種族である。

　今から７００年ほど前、精せい霊れい暦れき１９４５８年。ヤーパンランドは戦争に敗れ、国土が一面の焼け野原となった。しかし、そこから驚きよう異い的てきな高度経済成長を遂とげ、見事に先進国の仲間入りを果たした、という歴史を持つ。

　魔ま鉱こう石せきなどの地下資源を持たないヤーパンランドが、僅わずかな期間のうちに世界有数の経済大国まで成長した要因は、エルフという種族の国民性だと言われている。

　勤きん勉べん。

　温厚。

　誠実。

　そんな性格の労働者たちが、チームワークを重視する和の精神で、コツコツ真ま面じ目めに働いてきた。だからこそ、高品質で低価格な工業製品を大量かつ迅じん速そくに生産・流通し、《ものづくり大国》の地位を確立することができたのだ。

　しかし、そのようなエルフの国民性につけ込んで、不当な働き方をさせる企業が現れた。

　それがブラック企業である。

　きっかけは、不動産バブルの崩ほう壊かいだった。これによってヤーパンランドの経済成長は止まり、《失われた２００年》と呼ばれる底なしの不景気に突入する。有名な大企業が次々と倒産するなか、生き残りを図る一部の企業が、労働者を安あん価かに使い捨てることで利り益えきを上げる、という手法を編あみ出したのだ。

　エルフ以外の種族、たとえば西洋諸しよ国こくに住むオークならば、理り不ふ尽じんな条件を黙だまって受け入れる労働者は少ないだろう。だが、極きよく端たんなまでに平和を愛するエルフたちは、ほとんど会社と争議を起こさない。およそ正気の沙さ汰たと思えない仕事量でも、どう考えたって割に合わない報ほう酬しゆうでも、大人おとなしく受け入れてしまう。

　こうして、ヤーパンランドには多くのブラック企業が誕たん生じようした。その数は年々増え続けていて、もはやブラックでない会社を探す方が難むずかしい。何とも世せ知ち辛がらい話である。




　最終列車は、ほぼ満員。乗客の大半は、この時間まで働かされていたのだろう。

「これが、当たり前なんですよね」

　カレナはそう自分に言い聞かせた。右を見ても、左を見ても、これから自殺しそうな表情のエルフばかりだ。

「私だけが大変なんじゃなくて、みんな大変な思いをして働いてるんです。この時代に、高卒で正社員になれただけでも、きっと私は恵まれてるんですよね」

　うんうん、と頷うなずいてから、

「私も、もっと頑がん張ばらなきゃ……」

　魔ま力りよく回復アイテムを使ったときみたいに、カレナの瞳ひとみは微かすかな輝かがやきを取り戻もどす。もっとも、体力は回復していないから、目の下の隈くまは消えていないのだが。

「そうです、もっと頑張ります！」

　拳こぶしをぐっと握りしめて、決意表明。

　少し声が大きくなってしまったのだが、周囲の乗客は誰だれも気に留とめなかった。すぐ隣となりにいるスーツ姿の男性も、カレナの方に意識を向けることなく、虚うつろな目でじっとスマートフォンの画面を見つめている。

「あっ」

　男性が無意識に声を出した。彼の同どう僚りようらしき別の男性が反応する。

「どうかしたのか？」

「真ま黒くろ商事の社長が倒されたって」

　そう言って、彼はニュースサイトの記事を同僚に見せた。

「真黒商事っていえば、３００連勤で過労死した社員がいた会社だな。会社側が労災を認めなくて、裁さい判ばんになってたような」

「そこの本社が襲しゆう撃げきされて、社長以下、役員がみんな斬きられたそうだ」

「……また、あの男が現れたのか」

「……どうやら、そうみたいだ」

　神しん妙みような面おも持もちで、同じタイミングで、２人はその名を口にする。




「「破は邪じやの聖せい剣けん士し」」




　知らない言葉が聞こえてきて、カレナはエルフ特有の長い耳をピクリと動かした。

「破邪の……、聖剣士……？」

　その響ひびきが、何だかとても気になる。会話の内容から察するに、時事ネタか何かだろうか。そういえば近ちか頃ごろ、忙いそがしすぎて、ニュースも全然チェックしていない。

「これで何社目だ？」

「警けい察さつ発表によると９社目だそうだ。今月に入ってから、もう３件目」

「快かい進しん撃げき、って感じだな。そのうちウチの会社にも来てくれたら」

「……そうだな」

　男性は深く頷うなずいて同意しつつ、

「だが、発言には気を付けろよ。俺おれたち社しや畜ちくにとってはヒーローでも、マスコミや警けい察さつからすればテロリストだ。公共の場で、そういうことは、迂う闊かつに口走らないことだ」

　と、同どう僚りように忠告した。

　２人の会話が気になって仕方ないカレナは、じっと耳をそばだてていた。

「ヒーロー……？　テロリスト……？」

　断片的な情報だけでは、今ひとつ全容が把は握あくしきれない。１日の疲れによってほとんど動かない頭の中で、あれこれと考えを巡めぐらせているうちに、

『間もなくチャイバ、終点です。この列車は、ＹＲソーブ線チャイバ行、最終列車です。本日も、ＹＲソーブ線をご利用頂きまして、ありがとうございました』

　いつの間にやら、残ざん酷こくな運命を告げる車しや掌しようのアナウンスが聞こえてきた。

「え、あぁっ！」

　思わず、カレナは両りよう頰ほほに手を当てる。哀かなしそうに口元を歪ゆがませて、一言。

「一駅、乗り過ごしちゃいました……」




　　　☆　☆　☆




「た、だ、いま……」

　西チャイバ駅付近の自宅まで、終点のチャイバ駅から徒歩で約30分。一人暮らしの家にカレナが辿たどり着いたのは、そろそろ午前２時になろうか、という夜よ更ふけだった。

　玄げん関かんを開けて、靴くつを脱いで、布ふ団とんにダイブ。僅わずか４秒間の早はや業わざである。

「あっ、まずい、これはまずいです。仕事着のまま寝ちゃいます。せめて、パジャマに……」

　理性が必死に抵てい抗こうを試みるものの、本能的な三大欲求の一つ、睡すい魔まという強敵は、無む慈じ悲ひに理性のブレーキを剝はがしていく。

「まずいです、ダメです、こんなの……」

　とろりとした眼めで、だらしなく開いた口元から涎よだれをこぼして、少女は快楽の海へと溺おぼれていく。

「あぁ、でも、気持ちいい……」

　堕おちていく。

　夢の中へ。

　そして。

　そう。

　朝。

「はっ！」

　毎日午前５時に自動設定してあるアラーム音で、カレナは眠ねむりから目め覚ざめた。寝ね相ぞうが悪く、下着が丸見えの格かつ好こうとなっている。ちなみに白だ。

「やっぱり、お布ふ団とんには勝てなかったよ……」

　切せつない表情でそう呟つぶやくと、今度は急に興こう奮ふんした様よう子すで、

「うわあぁん！　絶対こんなお布団に負けたりしない、っていつも思ってるのに！　悔くやしい、でも、寝ちゃう！」

　などと意味不明なことを叫さけぶ。寝起きからフルスロットルで情じよう緒ちよ不安定な様子だ。

「はぁ、はぁ……。えっと、そうですね、テレビでも付けましょうか」

　しばらく経たって、ようやく落ち着いてきたカレナは、いつもの朝と少しだけ違う行動をしてみた。

『破は邪じやの聖せい剣けん士しだなんて、まったく、ふざけた名前ですよ。けしからん』

「はぇ？」

　どこかで聞いたような言葉が聞こえて、カレナは洗面所からテレビの前に戻もどってきた。どうやら早朝のニュース番組が放送中らしく、コメンテーターが眉み間けんにしわを寄せて憤いきどおっている。

『犯行に使われた長剣が、およそ５０００年前の伝説に残る《破邪の聖剣》ではないか、という噂うわさから自然発生した呼び名ですが』

『そんなの噓うそじゃないですか。古こ文もん書じよに記されていただけで、誰だれも現物を見たことのない聖剣を、どうして犯人が持っているんですか』

『確かに、事実関係は調ちよう査さ中です』

『気を付けた方がいいですよ。その噂自体、テロリストが意図的に流したもの、という可か能のう性せいも考えなくちゃいけない』

「テロリスト……？」

　カレナの寝ぼけた頭が、ゆっくりと、昨夜ゆうべの記き憶おくをたぐり寄せていく。歯ブラシを持つ手は先程から止まったままだ。

『インターネット上では、この男を伝説の勇者になぞらえてヒーロー扱あつかいする言説もあるそうですけど、それこそ犯人の思う壺つぼです』

「ヒーロー……！」

　目が覚めてきた。カレナは微かすかな興奮を覚えて、頰ほおをうっすらと紅こう潮ちようさせる。思わず半開きになった口元から、白く泡あわ立だったドロドロの液体（歯は磨みがき粉こ）が顎あごの方まで零こぼれ落ちて、

「わわっ、タオルタオル！」

　などと一人で騒さわいでいる間に、画面上では司会者がフリップボードを取り出していた。

『有名企業の経営陣じんばかりを狙ねらった連続テロ事件。この一いち覧らんにありますように、昨日きのうの真ま黒くろ商事が９社目の標的となってしまいました』

「そ、そんな事件が起きてたんですか……」

　世間で大変な事件が起きていたこと、それを今まで自分が知らなかったこと、その両方にカレナはショックを受けていた。

『犯人とされるのが、この男です』

　画面に映し出されたのは、聖せい剣けん士しだった。

　どこからどう見ても、字じ幕まくスーパーなど付けなくても、彼のことは聖剣士としか形容できなかった。

　白銀の鎧よろいを身にまとい。

　光り輝かがやく長剣を振ふりかざし。

　神こう々ごうしい仮面で素顔を隠かくし。

　逞たくましくも美しいペガサスに跨またがり。

「この人が、破は邪じやの聖剣士……」

『この男が、自称、破邪の聖剣士ですね』

　コメンテーターは、自称、という部分を強調した。

『あくまで仮説ですが、まともな会社員になれなかった劣れつ等とう感かんを、卑ひ劣れつなテロ行こう為いで憂うさ晴らししているんじゃないかと思いますよ、私は』

『社会的な地位の低い人物、ということでしょうか』

『犯行がすべて平日昼間に行われていることを考えると、少なくとも、会社員である可か能のう性せいは低いでしょう』

『なるほど』

「なるほど」

　司会者とカレナが同時に頷うなずいた。

『立派に社会生活を送っている会社員にコンプレックスを抱かかえて、逆さか恨うらみしてしまう。最低な生き方です』

「もし、それが動機だとしたら、確かに最低ですけど……」

　他人の言うことを鵜う吞のみにしやすいカレナは、だんだんコメンテーターに同調しつつあった。

『そういう犯人像が、標的の選び方からも読み取れますね。この一いち覧らんを見てください。不景気でもしっかり利り益えきを出している、素す晴ばらしい会社ばかりじゃないですか』

　だが、そんなカレナでさえ、その一覧を見て違い和わ感かんを覚えずにはいられない。

「あれっ、でも、ここに並んでいる会社……」

　聖剣士の標的となった９社には、もっと顕けん著ちよな共通点があったのだ。

「全部、有名なブラック企業です……」




　　　☆　☆　☆




　同刻。

　機能性とデザイン性に優すぐれた高こう価かなオフィスチェアに腰こし掛かけながら、ほとんど少年と呼んでいいくらいの若いエルフが、そのニュース番組をぼんやりと視し聴ちようしていた。

「おーおー、好き放題ボロクソに言ってくれやがって」

　呆あきれたような口調で感想を述べる。怒っている訳わけではない。怒っているのは、むしろ傍かたわらの少女の方だ。

「主あるじ殿どの。このネガティブキャンペーン、流石さすがに酷ひどすぎるのではないか？」

　強い口調で憤いきどおりを顕あらわにする。とはいえ、ゆるふわガーリーなパジャマ姿では、どうも間の抜けた印象が拭ぬぐえない。

「公共の電波でこれだけ侮ぶ辱じよくされては、私もそろそろ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうだ」

「あんまりカッカするな。こいつはテレビ局の手先だから、スポンサーの立場でコメントするしかない。んで、スポンサーの大半はブラック企業だ」

　少年は気けだるそうな声で語る。

「あいつらが一番恐おそれているのは、社しや畜ちくの洗せん脳のうが解とけることだ。これくらいのレッテルが貼はられることは、想定の範はん囲い内ないだろう」

「それはわかっているが、しかし」

　全身をブルルッと震ふるわせ、少女は鼻息を荒くした。

「奴やつらの罵ば詈り雑ぞう言ごんを、マゴル殿は、また笑って見過ごすつもりなのか」

「少しは落ち着けよ、はくろ」

　マゴルと呼ばれた少年は、はくろと呼んだ少女の頭を軽く叩たたいた。

「ひゃうっ」

　そのまま、パーの形に開いた右手で、綺き麗れいに整った金色の髪かみをグシャグシャにかき回す。

「あうぅーっ」

　先程までの凛りんとした態度が崩くずれ、甲かん高だかく、可愛かわいらしい声が飛び出した。

「や、やめてくれ。そんなに乱されてしまったら、もう、私は！」

「……何だよ？」

「……我が慢まんできなくなってしまう、では、ないか」

　はくろは潤うるんだ目でマゴルを見つめる。その表情は、明らかに何かを欲していた。

　言げん外がいの要求に応えるような形で、

「ほい、これでいいか？」

　マゴルははくろに人にん参じんを手渡す。

　太さも長さも申し分のない、立りつ派ぱな人参だ。

「……また、このような代しろ物もので、自分を慰なぐさめろというのか。主殿は、本当に意地が悪い」

　恨うらみがましい視線を送りながら、はくろはごく自然な動作で人参に頰ほおずりをした。

「いや、変なことに使うなよ？」

　そう冷たく突つき放して、ふあぁ、とマゴルは大きな欠伸あくびをする。

「まったく、眠ねむくて仕方ないんだから騒さわがないでくれよ。俺おれはそろそろ寝るぞ」

「……仕事は終わったのか？」

「あぁ。結局徹てつ夜やになっちまったが、さっき完成したデータを送ったところだ」

「そうか、それは良かった！」

　はくろが声を弾はずませる。マゴルはテレビのリモコンに手を伸ばし、引き続きネガティブキャンペーンに精を出しているコメンテーターを、画面から一いつ瞬しゆんで排はい除じよした。

『ですから、無職のエルフたちは強制的にでも働かせるべきなんです。そうしないと、暇ひまを持て余して、このように愚おろかな蛮ばん行こうを』プツン。

「……やれやれ」

　電源の落とされたテレビに向かって、マゴルは寝る前の捨て台詞ぜりふを吐はいた。

「破は邪じやの聖せい剣けん士しマゴルヒアは、無職なんかじゃなくて、ちゃんと働いてますよ、っつーの」




　　　☆　☆　☆




　ブラック企業の朝は早い。

　カレナの勤つとめる株式会社極ごく楽らく真ま綿わたの場合、始業時刻は午前９時となっているが、その１時間前に全体朝礼が行われる。これは社長以下、全従業員が『自主的に』参加しているもので、欠席する者は皆かい無むだ。全員『自主的に』参加している訳わけだから、当然、早く出社した分の手当てなど発生しない。

　時刻は間もなく午前８時、室内には極楽真綿の全従業員およそ２００人が集まっていた。スペースの関係上、役員以外は椅い子すに座ることもできず、ラッシュアワーの通勤列車みたいな有あり様さまだ。

「それではっ！　これよりっ！　全体朝礼を行いますっ！」

　司会を務つとめる営業部長が声を張り上げた。スポーツ経験の豊富そうな、がっしりとした体格をしている。

「おはようございますっ！」

　怒ど鳴なり散らすような声で、司会が叫さけぶ。

　その１秒後、

「「「「「おはようございますっっっ[image: ！！！]」」」」」

　２００人分の絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。戦場で突とつ撃げきする兵士たちのようだが、この表現はほとんど比ひ喩ゆになっていない。彼らにとって、ここは、まさしく生死を賭かけた戦場なのだ。




　極ごく楽らく真ま綿わたは、高級羽う毛もう布ぶ団とんの製造・販売を手掛ける会社だ。とはいえ、製造部門に携たずさわる従業員はそれほど多くない。ここにいる大半は、個人客を対象とする販売部門に従事している。

　住宅街や団地を１軒ずつ訪問し、お客様と対面しながら商品の良さを理解して頂く。この販売スタイルが、極楽真綿の大きな特とく徴ちようだ。

　しかし、この会社で取り扱あつかう高級羽毛布団は１セット約50万イェーン。高卒で就しゆう職しよくしたカレナの初任給が約17万イェーンだから、かなりの高こう額がく商品である。

　そんなものを突とつ然ぜん訪問してきた販売員から買ってくれる客が、そんなに沢たく山さんいるだろうか。普通に考えれば、ほとんど売れないような気もするが。

　新入社員が必ず抱いだく疑問だが、会社側の答えは極きわめてシンプル。

　売れるか売れないか、ではない。

　売るのだ。

　もし売れなかったら、って？

　生きてる価か値ちないから、死ねば？




　バババババババ、という盛大な拍手の音が、会議室を埋うめ尽つくす。全体朝礼は滞とどこおりなく進行し、昨日きのう８件の契けい約やくを成立させた社員が褒ほめ称たたえられていた。

「素す晴ばらしい！　この調子で、今日きようもガンガン契約を取ってきてくれよ！」

　社長が檄げきを飛ばした。そろそろだらしない体型になってもおかしくない年とし頃ごろだが、まだまだ若い者には負けんぞガハハ、とでも言わんばかりに、鋼はがねのような肉体を保っている。

「みんなも彼を見習って、しっかり頑がん張ばれ！」

「「「「「はいっっ!!」」」」」

「頑張れば成果は出るんだ、諦あきらめるなよ！」

「「「「「はいっっ!!」」」」」

　何とも体育会系のコール＆レスポンス。カレナも腹ふつ筋きんにぐっと力を入れて、必死に声を張り上げる。声が小さいと、何をされるかわからないのだ。

（今日きようは、これ、何往復するんでしょうか！）

　色々と言いたいこともあるが、今は『はい』しか言えない。多い日はこれを20回くらい繰くり返すのだが、５往復くらいしたところで、

「その一方で、だ」

　社長は急に声のトーンを落とした。

　その意味を悟さとった社員たちの間に、震ふるえ上がるような緊きん張ちよう感かんが走る。

「みんなが頑張っているのに、１人だけ頑張らないで、もう５日間も契約を取っていない者がいるようだな？」

　口調は静かだが、決して穏おだやかではない。雑ざ魚こモンスターを狩かるために弓ゆみを引き絞しぼるような眼がん光こうで、２００人の中から、ただ１人のエルフを睨にらみつける。

「は、はいっ、申し訳わけありませんっ！」

　プレッシャーに耐たえかねたのか、ガリガリに瘦やせ細った男が社長のもとに駆かけ寄り、必死の形ぎよう相そうで土ど下げ座ざした。全身をガタガタ震わせて頭を地面に擦こすり付ける、その光景は実に哀あわれだ。

「契けい約やくが０件でも、きちんと頑張っていれば、まだ納なつ得とくできたかもしれない。しかし、お前は昨日きのう、何時に帰った？」

「……夜の、９時、です」

「契約も取れていないくせに、何な故ぜそんなに早く帰ったんだ？」

「……それは」

「答えんか」

　声のトーンが一段と下がる。

「……小学生の、息子が、誕たん生じよう日びで」

　男は泣きながら返答した。

「これまで、ひぐっ、父親らしいこと、全然してやれなかったので、せめて誕生日くらいは、ひぐっ、祝いわってやりたくて」

　必死の訴えが、静せい寂じやくに包まれた会議室に響ひびき渡る。

（そうだったんですか……。それは、仕方ないというか、許してあげてほしいような……）

　土下座したまま動かない男に、カレナは同情を禁じ得ない。

　仁に王おう立ちの社長は、男の後頭部あたりを見下ろしながら、ふぅっ、と息を吐はいて、




「ふざけるなぁっっ!!」




　攻こう撃げき魔ま法ほうを発動した。

　ドオオォォン、という爆ばく発はつ音おんとともに、男の身体からだが黒い雷光に焼かれていく。

「がはぁっ！」

「甘いっ、甘すぎるっ！　仕事より家族が大事なら、会社なんか辞やめちまえっ！」

　憤いきどおりをぶちまけながら、凶きよう悪あくな呪じゆ文もんを簡かん略りやく詠えい唱しようし、次々に攻撃魔法を発動させる。その威い力りよくは、一つだけでも雑ざ魚こモンスターが即死するレベルだ。

　ブラック企業で出世するエルフは、体力と魔ま力りよく、すなわち戦せん闘とう能力が際きわ立だって高い。そうでなければ生き残れない、あまりにも厳きびしい世界だから。

「うわっ！　下がれ、下がれっ！」

　最前列に並んでいた社員たちは、巻き添ぞえを喰くらわないように後退する。元々狭せまい会議室でそんなことをすれば、カレナのように小こ柄がらな者は押し潰つぶされてしまいそうだ。

「ひいいっっ!?」

　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの従業員たちを横目に、社長は追つい撃げきを止めようともしない。

「お前が金を稼かせがなかったら、家族揃そろって死ぬしかないんだぞっ！　それが嫌いやなら、甘えたことばっかり抜かしてないで、夜も眠ねむらず、飯めしも食わず、もっと死ぬ気で働かんかっ！」

　それは壮そう絶ぜつなリンチ、いや、パワーハラスメントだった。

　上司から部下に向けた、行き過ぎた指導。抵てい抗こうできない部下は、上司の攻こう撃げきをすべて正面から喰くらい、

　……やがて、心しん肺ぱい機能を停止した。

「……死んだか」

　まだ怒りの収まらない様よう子すで社長が呟つぶやいた。眼がん前ぜんには、先程まで部下のエルフだった、黒くろ焦こげの塊かたまりが転がっている。

「誰だれか、この男を蘇そ生せいしておけ。蘇生アイテムの管理番号を確認して、費用を給料から天引きする処理も忘れんように。会社の備品は大切な資産だからな」

「わ、わかりましたっ！」

　総務部門の担当者が１人、この場から逃げ出すように倉庫へと走っていった。

　会議室は嫌いやな静せい寂じやくに包まれている。２００人が息をひそめて、誰もいない空間のようだ。

　その中の１人、森もり下したカレナリエルもまた、

（やっぱり、この会社、ブラック企業のような気がしてきました……）

[image: ]

　今いま更さらすぎる疑ぎ惑わくを抱いだきつつ、絶望的な気分で、じっと俯うつむいていることしかできなかった。




　　　☆　☆　☆




　ピンポーン。

　チャイムの音が、家の中に鳴りわたる。

「……んっ」

　ベッドの上で、マゴルが薄うす目めを開けた。時計を確認すると、午前11時半を過ぎたところだ。

「……誰だれだよ」

　やや不ふ機き嫌げんそうに身体からだを起こす。カーテンを開けると、明るい日光が差し込んできた。すっかり昼間である。

　ピーーーンポーーーン

　もう一度鳴らされてしまった。今度は押し方を工く夫ふうして、ゆっくりと。

「……ゆっくり鳴らしたところで、俺おれの安あん眠みんを妨ぼう害がいした罪は変わらないぞ、ったく」

　玄げん関かんの向こうに届かないくらいの声で呟つぶやいてから、マゴルは壁かべに埋うめ込まれた端たん末まつを操そう作さした。カメラ付きインターホンと繫つながっているドアモニターが、見知らぬ少女を映し出す。

　スーツを着ているので大人おとなっぽい印象もあるが、顔立ちはまだ幼い。

「はい、どちら様ですか？」

　訝いぶかしげにマゴルが尋たずねると、インターホンの向こう側で、少女がやや上うわ擦ずった声を出した。

『こ、こんにちは！　極ごく楽らく真ま綿わた、お布ふ団とんコンシェルジュの森もり下したカレナリエルと申します！』

「……はぁ」

『実はですね、このエリア限定で、お布団の無料クリーニングサービスを実施していまして！』

「……はぁ」

『今だけ特別に、普段お使いのお布団を、無料点検も致します！　代金は一いつ切さい頂きません！』

「……そうですか」

　怪あやしい。

　無料だのサービスだの感かん謝しやだの、色々と御ご託たくを並べているが、要するに訪問販売だろう。

　少女の営業スマイルや営業トークは妙みようにぎこちなく不慣れな印象で、それがまた余計に不ふ審しんさを増ぞう幅ふくさせている。はっきり言って論ろん外がいだ。

　だから、本来なら、丁てい重ちようにお断りしてお帰り頂く場面だ。

　しかし、一点だけ、気になる固有名詞が含ふくまれていた。

「……極楽真綿、ですか」

『えっ？　は、はい！　極楽真綿の者です！』

　短いやり取りの後、数秒間の沈ちん黙もく。スーツ姿の少女は、当とう惑わくした表情へと変わっていく。

『えっと、あの』

「わかりました」

　ドアモニターを見つめ、しばらく考え込んでいたマゴルが、意を決したように口を開いた。

「鍵かぎを開けるので、どうぞ入ってください」




　カレナはカメラの前で一礼して、安あん堵どの息を吐はいた。

「今日きよう、初めて中に入れてもらえました……」

　訪問販売員は、その日の活動エリアを決め、大体２００軒けんから３００軒ほど、次々にインターホンを鳴らしていく。もちろん、歓かん迎げいされることなど滅めつ多たにない。大たい抵ていの家では門前払いされてしまうのだが、そこを粘ねばって、何とか玄げん関かんを開けてもらうことが重要となる。

　という訳わけで、第一関門、クリア。

「しかも、こんな立りつ派ぱな家！」

　達成すべき目的は、神々と精せい霊れいの名の元に、高級羽う毛もう布ぶ団とんの売買および分割ローンの契けい約やくを交わすこと。当然、客の経済状じよう況きようは契約成立に関わる重要なポイントだ。

　見たところ、この家は実に広々としている。豪ごう邸ていと呼ぶほどではないが、ドアや窓のサイズが随ずい分ぶんと大きい。住人が巨きよ体たいのオークでも、あるいは大型の魔ま獣じゆうをペットにしていても、きっと快適に生活できるだろう。

　狭せまいヤーパンランドでこんな居きよ城じようを構えているのは、果たしてどんな富ふ豪ごう様か。

　やはり、恰かつ幅ぷくが良くて、髭ひげを生はやしていて、エビス顔なのだろうか。

「このチャンス、逃しませんよ！」

　気合を入れるカレナだったが、

「はいはい、どうも」

「はりゃ？」

　現れたのは、上下とも安物のスウェットを着て、中ちゆう途と半はん端ぱな長さの黒くろ髪かみを寝ね癖ぐせで爆ばく発はつさせた、だらしない格かつ好こうの少年だった。

　富豪様の、息子様だろうか。

「あの、ご家族の方は……」

「ここに住んでるのは、えーと、俺おれだけです」

「ほぁっ！」

　変な声が出てしまった。

「じゃあ、ここ、あなたの家なんですか！」

「……まぁ、そりゃ、ここに住んでますから」

　それはそうなのだが、そういう話ではない。彼の年ねん齢れいは、おそらく、高校を卒業して間もないカレナと同じくらいだろう。そんな少年が、

「買ったんですか、この家！」

「……いきなり訊ききますか、それ」

「へっ、わっ、すみません失礼なことを！」

　慌あわてて頭を下げる。確かにちょっとマナー違い反はんだった。

「あー、いやいや。そんなに謝あやまらなくても」

　そう言って、少年はヘラヘラと笑う。

「それで、布ふ団とんを無料でクリーニングしてくれるんでしたっけ？」

「あ、そ、そうです！　今だけ特別に無料で」

「じゃあ早さつ速そくお願いします」

　カレナのセールストークを最後まで聞くことなく、少年は踵きびすを返した。

「ベッドがある部へ屋やは、こっちです」

「はぇっ？　で、では、お邪じや魔まします……」

　慌あわてて靴くつを脱ぎ、少年の背を追う。その正体について思案を巡めぐらす余よ裕ゆうなど、今のところ、まったくなかった。




　　　☆　☆　☆




「改めまして、極ごく楽らく真ま綿わたの森もり下したカレナリエルと申します。お布団コンシェルジュとして、お客様の快適な睡すい眠みんをトータルコーディネートさせて頂きます！」

　寝室へと案内されたカレナは、口上を述べてから名刺を差し出した。自己紹しよう介かいは先手を打つのが、営業の基本である。

「これはこれは、ご丁てい寧ねいにどうも」

「では、お客様のお名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

「あー、はい。篠しの崎ざきマゴルヒアです」

「篠崎マゴルヒア様ですね」

　暗記のために復ふく唱しようしながら、ごく普通の名前だな、とカレナは思った。自分自身もそうなのだが、エルフとしては一般的な、何かの拍ひよう子しに同どう姓せい同どう名めいのエルフと出会っても驚おどろかないような名前だ。

「篠崎様は、今日、お家うちでお休みだったんですか？」

「えっ、どうして？」

「いえ、その、学校とか、会社とか」

「……あー、なるほど。いや、そういうのは行ってないですね。特別な用事がなければ、まず家から出ないんで」

「家から、出ない……」

　パチクリと、何度か瞬まばたきをする。

（えっ、つまり、引きこもり生活ってことですか？）

　その辺りを掘ほり下げていいものかどうか、カレナは躊躇ためらった。またマナー違い反はんになりかねない話題だ。

　マゴルという少年は、そんな反応を予想していたかのように苦笑する。

「どうかしました？」

「あっ、いや、んと」

　少々慌あわてたせいか、カレナの口からぽろりと本音が漏もれる。

「羨うらやましいですね！」

「羨ましい、と？」

「はい！　私も、休日は、ずっと家で過ごしたい人なので！」

　カレナは笑顔でそんなことを言いながら、

（まぁ、入社してから休日なんて一度もないんですけどね……）

　改めて自分の境きよう遇ぐうを思い出し、強い虚きよ無む感かんに襲おそわれた。完全に自じ爆ばくである。

「こんな素す敵てきな家に住んでいたら、私も外に出たくなくなっちゃいそうです！」

　それも、お世せ辞じではなく本心だ。

　外観だけでも広々とした印象を受けたが、中に入ってみると本当に広い。一人暮らしとは思えない物件だ。部へ屋やが余っていれば住み着かせてほしいし、そうなったら自分も引きこもる自信がある。

（というか、この人は一体、何者なんでしょう……？）

　学校にも会社にも行かず。

　おそらくは金にも困らず。

　大きな家にたった一人で。

　マゴルという少年の生活がどのように成立しているのか、さっぱり想像できなくて、カレナは首を傾かしげた。

　と、そこへ。

　不意に、背後でドアの開く音がした。

（あれっ？　一人暮らしって言ってたけど、他にも誰だれかいるんでしょうか？）

　一いつ瞬しゆんだけ、カレナはそんなことを考える。

　一瞬だけだった。

　振ふり返った次の瞬しゆん間かんには、そんな疑問など、どうでもよくなってしまったから。




「ふああぁぁ。主あるじ殿どの、もう起きていたのか。ならば朝食の干ほし草を出して頂きたいのだが」




　眠ねむそうな声を出しながら部へ屋やに入ってきたのは、馬だった。

　純白の皮ひ膚ふ、純白のたてがみ、純白の翼つばさ、という真っ白な馬だった。

　ただの馬ではない。

　背に羽は根ねを持つ、天馬。

　絵画の中から飛び出してきたような、美しい姿がカレナの目に焼き付く。

　それは、まさしく聖せい獣じゆうペガサスだった。

「……あっ」

　ペガサスがカレナの存在に気付き、しまった、という表情をしている。何とも人間味に溢あふれる馬だ。

「…………」

「…………」

　突とつ然ぜんやって来た聖せい獣じゆうと、その少し前にやって来た訪問販売員は、互たがいに無言のまま見つめ合っていた。

　何も言えないどころか、何も考えられない。

　カレナは口をパクパクさせながら、フリーズした頭脳をゆっくり再起動させようとする。

「えっと、森もり下したさんでしたっけ!!」

　急にマゴルが大声を出した。カレナは驚おどろいて跳とびはねるように振ふり向く。

「は、はいっ！」

「どうかしたんですか、黙だまり込んじゃって!!」

　引きつった笑顔を浮かべ、わざとらしく声を張り上げ、同時に、マゴルはもう１人？　の人物？　に向けてジェスチャーを送った。

（部屋から出ろ、今すぐ！）

（わ、わかった、申し訳わけない！）

　ペガサスは首を縦たてに何度も振って、蹄ひづめの音を立てないようにソロリソロリと後退していき、静かにドアを閉めた。

「え、と、今、馬が」

「馬？　馬がどうしました？」

　マゴルは老ろう紳しん士しのように微笑ほほえむ。１００％作り物の笑顔だ。

「いやいやいや、だって、そこに白い馬がいたじゃないですか！」

　カレナはもう一度振り返った。

　しかし、そこには誰だれもいない。

「あれっ……」

「はははっ、面おも白しろいことをおっしゃいますね。馬が家の中を歩いていたり、ヤーパンランド語を喋しやべったりする訳がないじゃないですか。面白いお嬢じようさんだ」

　老ろう紳しん士しモードの優やさしい口調で諭さとされるうちに、カレナの興こう奮ふんはだんだん収まっていく。

「でも、確かに、この目で……」

「白はく昼ちゆう夢むというものですかね。疲れが溜たまっていると、あり得ない幻げん覚かくを見ることもあるそうですよ」

「疲れ……、幻覚……」

　カレナは少しだけ考えて、

「そう、かもしれません……。何だか、そんな気がしてきました……」

　それ以上考えることを放ほう棄きした。他人の言うことを鵜う吞のみにしやすい、実に素直な性格だ。




　　　☆　☆　☆




「うわー、大変ですー。お布ふ団とんに見えないカビが沢たく山さんですー。クリーニングでは駆く除じよしきれないかもしれませんー」

「……見えないカビなのに、見ただけでわかるんですか」

　一いつ切さいの思考を停止したカレナは、丸暗記した営業トークマニュアルの内容を読み上げるだけのロボットと化していた。

「これはもう、買い換かえた方がいいですよー。実は、そんなお客様にピッタリの商品がありましてー。売り切れ続出の大人気商品で、ちょうど最後の一つなんですがー」

「……そりゃまた素す晴ばらしい偶ぐう然ぜんですね」

　完全に白しらけている客を置き去りにしたまま、布団売りの少女は奮ふん闘とうを続ける。

「商品の良さを実際に確かめて頂きたいので、ちょっと失礼しますー」

　カレナがポケットから小さなボールを取り出し、圧あつ縮しゆく魔ま法ほうを解かい除じよする。ぽふん、という音とともに、羽う毛もう布団が復元された。

「……なるほど、柔やわらかい」

　マゴルが手て触ざわりを確かめてみると、予想していた以上にフカフカだった。

（あっ、やりました、反応良好です！）

　カレナの瞳ひとみに輝かがやきが戻もどってくる。

（よぉし、ここでもう一押し！）

　必然、テンションも上がってくる。

「手で触るだけじゃなくて、実際に寝転がってみたら、もっと気持ちいいですよ！」

「……えっ？」

「遠えん慮りよなさらず、ささっ、どうぞ！」

「いや、別にそこまでは」

（あれっ、反応が鈍にぶくなりました……）

　マゴルが引き気味となったことで、カレナは焦あせり始めた。

（でも、きっとここが最大のチャンス……。何とかして、お布ふ団とんに寝て頂かないと……）

　商品の寝ね心ごこ地ちを体感してもらうと、成約率はぐっと上じよう昇しようする。……ような気がする。

　勝負を仕掛けるなら、今。

　そう確信したカレナは、静かに立ち上がり、

「えいっ！」

　ぽふっ。

　羽う毛もう布団の上にダイブした。

「……はっ？」

　まったく想定していなかった展開に、今度はマゴルの方が焦る。

「えっ、何してるの!?」

「手で弄いじるだけより、こっちの方が、何倍も気持ちいいんですよ!!」

　カレナは、仰あお向むけに寝た体勢から、左右にゴロゴロと転がり始めた。

「これ、本当に凄すごいんですから！　上も下も全部気持ちよくなっちゃって、頭がふわーっと何も考えられない状態で、これがないと生きていけない身体からだにされちゃいます！」

　少しずつ頰ほおを赤らめていくカレナ。興こう奮ふんのせいか、体温が上じよう昇しようしているようだ。

「ほら、どうですか？　自分も寝てみたくなったんじゃありませんか？」

「……えーっと」

「さぁ、このお布団で寝てみましょう！」

「わかりました、わかりましたから！」

　視線を逸そらしながら、マゴルが小さな声でカレナに伝える。

「なので、とりあえず、脚あしを閉じて頂けると」

「はぇ？」

　少しだけ、間があった。

　それからすぐ、

「わ、わーっ！」

　カレナは跳はね起きて、スカートの裾すそを引っ張り下げた。自分がどういう体勢だったか思い出し、おそるおそる尋たずねてみる。

「見えてました……？」

「見えてません」

　マゴルは即答したが、それは噓うそだった。

　本当は縞しま模も様ようだった。




（さっきは変なテンションになっちゃいました……。お客さまの家で、しかも同い年くらいの男の人の前で、お布ふ団とんに寝転がるなんて、とんでもないことを……。あぁ、うぅ……）

　素すに戻った途と端たん、恥はずかしさの波が押し寄せてきて、カレナは悶もん絶ぜつしそうだった。

　一方、マゴルは約やく束そく通り布団の上に寝転がっていた。全身で味わう感かん触しよくは確かに柔やわらかく、そして、ちょっと良い匂いがした。

「確かに、今使ってる布団よりは良いものみたいだ」

「そ、そうですよね、えへへ……」

　今すぐ逃げ出したい気持ちを抑おさえつつ、カレナはセールストークを再開する。

「何と言っても、羽う毛もう１００％ですから……」

「羽毛１００％ねぇ、素す敵てきな響ひびきだ」

　マゴルは上半身を起こし、

「……ただ、羽毛だったら、俺おれの背中にも生えてるんだよなぁ」

　肩けん甲こう骨こつの辺りを動かして、スウェットの内部に折り畳たたんでいた羽は根ねを広げる。左右に展開された翼つばさは、それぞれ背せ丈たけほどの大きさがあり、見るからに柔らかそうだ。

　マゴルが特別という訳わけではない。

　エルフという種族は、空を飛ぶための羽根を持つものだ。そのため、寝転がって上半身を包み込むだけで、簡かん単たんに、お手軽に、フカフカの感かん触しよくを堪たん能のうできてしまう。

　だから、ヤーパンランドで羽毛布団を売るのは大変だ。翼を持たないオークなどが住む国では人気商品だが、エルフばかりが住むこの国では需じゆ要ようなど皆かい無むに等しいから。

「これ、値段いくらでしたっけ？」

「え、と、毎月１万イェーンで……」

「ローン前提か。何回払い？」

「その、大体、４年ちょっと……」

「んー、総そう額がく50万は超こえそうだなぁ。こんな商品を売り歩いても、買ってくれるエルフなんて滅めつ多たにいないでしょう？」

　この展開は、非常に良くない。契けい約やくが成立しない流れだ。

「い、いえっ！　鳥モンスターの中でも特に柔らかい、キラーグースの羽根を１００％使用していますから、肌はだ触ざわりが全然違いますよ！」

「……正直、そこまでの違いは感じないけど」

「一ひと晩ばん、このお布団で眠ってみてください！　ぐっすり熟じゆく睡すいできて疲れも吹き飛ぶ、そんな効果が実感できますから！」

「実感、ねぇ」

「本当ですよ！　沢たく山さんのお客様が良さを実感していますし、何より私自身が愛用していますから、自信を持ってお薦すすめできるんです！」

「……んっ？」

　その言葉に、マゴルが食いついた。

「この布ふ団とん、自分でも使ってるんですか」

「えっ？　は、はい、もちろんですよ！」

「あー、もしかして、社員だと無む償しようで支給されるとか」

「いえ、そういう訳わけでは……」

「じゃあ買ったんですね」

「ま、まぁ……」

　落ち着いて対応する隙すきを与えないような間の取り方で、マゴルは一気に斬きり込んでいく。

「というか、買わされた」

「えっ」

「別の言い方をすれば、買うしかなかった」

「な、何を」

　カレナの表情をじっと観察しながら、マゴルは確信を持って断言する。




「いわゆる、自じ爆ばく営業だ」




　カレナは目を見開いた。

　その指し摘てきが、まったくの図星だったから。

　自爆営業とは、ブラック企業にはびこる悪習の一つである。営業ノルマが未達の場合に、自じ腹ばらで商品を購こう入にゆうさせ、実じつ績せきに下げ駄たを履はかせるのだ。これによって、金を稼かせぐために働いているのに、働けば働くほど金が減っていく、という恐おそろしい逆転現象が起きることもある。

「１セット50万イェーンとして、給料３ヶ月分くらいか。一度自爆すれば、３ヶ月、給料なしで働くのと同じだ」

　マゴルは淡たん々たんと語る。静かな口調に、ほんの少しだけ、憤いきどおりの感情を滲にじませながら。

「自爆が一度きりとは限らない。無理にノルマを達成したところで、もっと高いノルマが設定されるから、二度三度と自爆を繰くり返す可か能のう性せいが高い」

　ふぅ、と息を吐はいてから、マゴルはカレナに問いかける。

「どうして、そこまでして、働かなきゃいけないんだ」

　答えは、すぐには返ってこない。

　カレナは何も言わず、沈ちん黙もくが時を支配する。その表情は、何かとても大切なことを発見したように明るく咲さきかけて、

「だって……」

　しかし、どうしようもないことを再確認したように暗く萎しおれて、

「働かなきゃ、生きていけませんから」

　最終的に、ニッコリと笑った。

　弱々しい笑顔から放たれる言葉は、そこはかとなく哀あい愁しゆうを帯びている。

「自分の力でお金を稼かせぐこと、それが、立りつ派ぱなエルフになるための最低条件じゃないですか。だから、ちょっぴり仕事が大変でも、お布ふ団とんを自分で８セット買うことになっても、私は頑がん張ばって働くんです」

「ちょっと待て、８セット!?」

　予想以上の自じ爆ばくぶりに、さすがのマゴルも驚おどろきを隠かくせない。

「はい。おかげで毎まい晩ばんぐっすり快かい眠みん、お布団の魅み惑わくに負けっぱなしです」

「いや、だって、総そう額がくいくらだよ!?」

「毎月のお給料からローンの８万イェーンが天引きされて、９万イェーンしか振ふり込まれませんけど、半分は残ってますから……」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　しかし、これが、ブラック企業の社しや畜ちくになるということだ。

　マゴルは頭を抱かかえるように髪かみを搔かき上げて、それから、カレナに尋たずねてみた。




「そんな生き方で、本当に満足なのか？」




「えっ？」

　意外な言葉を受けて、カレナの表情は素すに戻った。

「……たとえば、だな」

　マゴルは一いつ瞬しゆんだけ言葉を選ぶような仕草を見せてから、語り始める。

「知り合い、そう、知り合いの話だ。俺おれの元同級生の弟の彼女の彼氏の兄貴の元クラスメイトで、ライトノベル作家をしている奴やつがいる」

「ライト、ノベル……？」

　突とつ然ぜんすぎる話題に、カレナは戸と惑まどいの色を隠せない。

「あぁ、失礼。ライトノベルっていうのは」

「あ、いえ、わかります。中学や高校の頃ころは、雷らい撃げき文庫の本とか、よく読んでましたから」

　逆に言えば、カレナが就しゆう職しよくしてからは１冊さつも読んでいない。仕事と食事と睡すい眠みん以外の時間がまったく存在しないからだ。

「……それなら、どこかで聞いたことのある話かもしれないけど」

　少しばかり気まずそうな表情で、マゴルが続ける。

「とあるライトノベル作家は、ブラック企業を心の底から憎にくんでいた。両親をブラック企業に殺されたからだ」

「えっ……」

「驚おどろくことはないだろう。ヤーパンランドではありがちな、よくある話だ」

　カレナの脳のう裏りに、社員が１人殺された全体朝礼の光景がフラッシュバックする。あの程度の労働災害なら、確かに日常茶さ飯はん事じだ。

　そして、もう一つ、蘇よみがえる記き憶おく。

　雷らい撃げき文庫マガジンのインタビューで見かけた、あのエピソード。

「それ、もしかして『とらチキ』の」

「……やっぱり知ってたか」

　マゴルは溜ため息を吐はく。

「そう、曙あけぼの橋ばしタカヒロという作家だ」

　曙橋タカヒロ。

　雷撃文庫を代表するライトノベル作家。

　彼の代表作『とらチキ』は、雷撃文庫から発売されている人気作品で、アニメ化もゲーム化も実写ドラマ化もされている。

　また、彼自身のペンネームも話題となった。カレナリエルのような平へい凡ぼん極きわまりない名前に比べて、タカヒロという名前は異世界情じよう緒ちよたっぷりで、少年少女たちの憧どう憬けいを集めたのだ。

「曙橋先生のご両親って、確か、ブラック企業で過労死されたんですよね……」

　カレナはインタビュー記事の内容を思い出していた。

　誌面に顔が写らないよう、変な仮面を付けていたこと。

　雑ざつ談だんのような雰ふん囲い気きで、本題から逸それまくり、デビュー前の苦労話になったこと。

　そこで明かされた、ヤーパンランドではありがちな、よくある話についても。

「両親を亡なくして、他に身寄りもいないから、自分で金を稼かせがないと飢うえ死にする。だが、就しゆう職しよくした会社がブラック企業だったら、両親と同じように殺される」

「どっちに転んでも死ぬしかない、ってことですね……」

「悩なやみ抜いた末すえ、曙橋タカヒロは、一つの生き方を見つけた。それが、ライトノベル作家になることだったんだ」

　まるで昔を懐なつかしむように、マゴルは苦笑いを浮かべた。

「まぁ、これは極きよく端たんな例かもしれない。運良くヒット作に恵まれなかったら、また別の生き方を探す必要もあった訳わけだし。ただ、そういう選択肢しが存在するってことを、頭の片かた隅すみに置いてほしくて」

　ひとまず言いたいことを言い切って、マゴルはカレナの顔を覗のぞき込む。

「それは、確かに、素す敵てきですが……」

　カレナは困こん惑わくしていた。

「私、読むのは好きですけど、書いたことなんて一度も……」

「いやいや、それはあくまでも一例であって」

「小説だけじゃなくて。絵も、スポーツも、魔ま法ほうも。私には、何の才能も……」

　微笑ほほえみながら自じ嘲ちようする。夢とか、希望とか、そういう言葉の対極にある空気だ。

「だから、目の前の仕事を精せい一いつ杯ぱいやるしかないんです。今日きようも頑がん張ばって契けい約やくを取る、明日あしたも頑張って契約を取る。それしかないんです」

「その契約を取れなかったら、自じ腹ばらで買うことになるんだぞ？」

「あ、うぅ……」

　しばらく言葉に詰つまり、

「じゃあ、お布ふ団とん、買ってください！」

　もはや営業トークでも何でもない、ただの懇こん願がんをする。

「今の私が救われる方法は、１セットでも多くお布団を買ってもらうことだけ。私には、それしかないんです……」

　そう言って俯うつむくカレナを前に、マゴルはそれ以上、何も言えなかった。




　　　☆　☆　☆




「……客人は帰ったようだな」

　マゴルの寝室に、金色の長い髪かみをした少女が入って来た。既すでにパジャマから外出用の服に着き替がえている。清せい楚そで可愛かわいらしい服に似合わず、表情と口調はやや険けわしい。

「……その布団は？」

「キラーグース１００％の高級羽う毛もう布団だそうだ。柔やわらかくて気持ちいいぞ」

「……主あるじ殿どの、詳くわしく説明して頂きたい」

「ちょっと無む駄だ遣づかいしたくらいで、そんな怖こわい顔するなよ、はくろ」

「そこではない。主殿が見ず知らずの者を招まねき入れるとは、随ずい分ぶん珍めずらしいではないか」

　マゴルは無言で、カレナから貰もらった名刺を差し出した。

「……極ごく楽らく真ま綿わた、か」

　その社名を見た瞬しゆん間かん、はくろは大体の事情を察する。

「説得してみようと思ったんだ。ブラック企業に洗せん脳のうされた社しや畜ちくに、もっと別の生き方があること、気付いてもらえないかって」

「それで、その顚てん末まつは？」

「失敗した」

　マゴルは飄ひよう々ひようと答えた。

「全然ダメだったよ。途中、ペガサスが乱入するハプニングもあったし」

「仕方ないだろう、客人がいるとは思わなかったのだから！」

　はくろは自分に責任がないことを強きよう弁べんする。

「朝食のときは私が変身を解とくこと、わかっていた筈はずだと思うが」

「わかってるよ、悪いのは俺おれだ。やっぱりノープランって良くないな。結局、説得もうまくいかなかったし」

「まったくだ」

　はくろは頷うなずいた後、不意に、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「しかし、話し合うだけで簡かん単たんに説得できてしまうなら、主あるじ殿どのも私もこれほど苦労していないのではないか？」

「あぁ、確かに」

　そう言って、マゴルは静かに立ち上がった。

　敷しき布ぶ団とんと掛かけ布団をベッドの上から動かして、スライド板を外す。収納スペースから姿を見せたのは、彼が慎しん重ちようかつ大だい胆たんに隠かくし持っていた、伝説の武器。

《破は邪じやの聖せい剣けん》

　およそ５０００年前、魔ま王おうとの壮そう絶ぜつな死し闘とうを繰くり広げた勇者が、光の精せい霊れいから授さずかった剣。その所在を知る者は誰だれもいない。

　それが、どういう訳わけか、こんなところに収納されていたのだ。

「言葉だけじゃ、伝わらないものがある」

　マゴルは聖剣を手に取った。自動的に魔ま法ほうが発動し、まばゆい光が彼を包み込む。

　次の瞬しゆん間かん。そこには、白銀の鎧よろいを着た剣士が立っていた。

　破邪の聖剣士。

　数々のブラック企業を襲しゆう撃げきし、テレビ局などから執しつ拗ようなネガティブキャンペーンを受け、しかしながら、多くの社しや畜ちくに希望をもたらす者。

　仮面の下に隠された、その素顔こそが、篠しの崎ざきマゴルヒアという少年だった。

「社畜を救うためには、やっぱり、悪を斬きるしかない。社会的なんかじゃなく、物理的に、ブラック企業を潰つぶすしかない」

「ふふっ。実に主殿らしい言葉ではないか、頼たのもしい限りだ」

　はくろは満足そうに呟つぶやき、

「……それに、その凛り々りしい姿。見み惚とれてしまいそうだ」

　そう言って顔を赤らめた。

「はいはい、どうも。じゃあ、はくろも準備してくれるか？」

「おっと、そうだな。では」

　直後。

　ボフッ、という音とともに煙けむりが巻き上がり、彼女は真の姿へと戻る。

　四足歩行で、真っ白で。

　背中に翼つばさが生はえていて。

　そこにいたのは、空を翔かける天馬、ペガサスだった。

「……やはり、この姿の方が落ち着くな。人型のまま何時間も過ごしていると、身体からだが火ほ照てるような、むず痒がゆい心ここ地ちがしてくるのだ」

「……そうなのか、不ふ思し議ぎだな」

　何も知らない体ていを装って、マゴルはさらりと受け流す。

（変身魔ま法ほうの副作用で発情しちゃってることは、まだ気付いてないみたいだな）

「……主あるじ殿どの、どうかしたのか？」

「いやいや、何でもない！」

　咳せき払ばらいをしてから、マゴルは改めて気合いを入れた。

「今日きようも頼たのむぞ、はくろ」

「もちろんだ、マゴル殿」

「よし。じゃあ、出発しようか」

　大きな窓を開け、ペガサスに跨またがった聖せい剣けん士しが大空へと飛び立つ。




　……筈はずだった。

　ピロリーン。

「……あっ、この着信音は」

　見み計はからったようなタイミングで届いた、担当編集からのメールを見るまでは。

『曙あけぼの橋ばし先生

　お世話になっております、雷らい撃げき文庫の三み木きです。今け朝さ早く、とらチキの原げん稿こうを送って頂きまして、ありがとうございました。

　出社してから早さつ速そく確認いたしまして、いくつか気になった点がありましたので、いつものように箇か条じよう書きで送らせて頂きます』

「……うおぉ、マジかよ」

　マゴルは頭を抱かかえる。

　次の行から、６点ほど、時系列の矛む盾じゆんなどを指し摘てきする項こう目もくが並び、最後にこのような文もん言ごんが綴つづられていたのだ。

『ご承しよう知ちの通り、こちら印刷のスケジュールがギリギリでして、できれば明あ日すの朝までにお戻もどし頂けると幸いです』

「……はくろ、すまない」

　マゴルは魔ま法ほうを解かい除じよし、スウェット姿に戻った。聖剣は再びベッド下の空間に収納される。

「出しゆつ撃げきは延期だ」

「……またか」

　呆あきれきった様よう子すで、はくろが溜ため息を吐はく。

「人気ライトノベル作家も大変だな、曙あけぼの橋ばしタカヒロ殿どの」

　それは、篠しの崎ざきマゴルヒアという少年が持つ、もう一つの名前。

　ブラック企業の社しや畜ちくとなる道を拒こばみ、やがて辿たどり着いた生き様ざまだった。

「……聖せい剣けん士しと作家の両立って、やっぱり大変だなぁ」

「自分で選んだ道ではないか。一昨日おとといも、まだ原げん稿こうが完成していないのに、真ま黒くろ商事など相手にして」

「仕方ないだろう。あそこの役員一同が雁がん首くびを揃そろえるチャンスなんて、滅めつ多たにないんだから」

　はくろと軽口を叩たたき合いながら、マゴルは先程のメールをプリントアウトして、３色のボールペンでメモを書き込み始める。

「とにかく、今は『とらチキ』が優ゆう先せんだ。なるべく急ぎで終わらせるから、悪いけど待っててくれ」

　そう告げる彼の横顔は、完全にライトノベル作家モードへと切り替かわっていた。




　　　☆　☆　☆




「ただいま、戻もどりましたぁ……」

　午後11時。極ごく楽らく真ま綿わたのオフィスに、疲れ果てたカレナの声が響ひびく。

「あれっ、誰だれもいませんかぁ……」

　珍めずらしいことに、今日きようはもう全員帰ってしまったようだ。いつもなら、平均して10人くらい、青白い顔で事務作業中の者がいるような時間帯なのだが。

「とりあえず、今夜は怒られずに済んだみたいですねぇ……」

　緊きん張ちようの糸が切れたように、カレナは安あん堵どの息を吐はいた。

　この時間まで必死に歩き回ったが、今日の契けい約やくは午前中の１件のみ。営業ノルマの達成率を考えると厳きびしい数字であり、上司からの罵ば声せいと暴力を覚かく悟ごしていたのだ。

「でも、明あ日すの朝には、結局怒られるんでしょうか……」

　自分の運命が大して変わらないことを、カレナはすぐに悟さとり、弱々しく自じ嘲ちよう気味な笑顔を浮うかべた。問題を先送りにしただけで、問題が解決する訳わけではないのだ。

『そんな生き方で、本当に満足なのか？』

　不意に、そんな言葉を思い出してしまった。午前中に契約してくれた、篠しの崎ざきマゴルヒアという少年の言葉を。

「だって、仕方ないんです……」

　諦てい観かんに満ちた表情で、カレナは足元に視線を落とす。

　早朝から深夜まで終わらない長時間労働。

　攻こう撃げき魔ま法ほうによるパワーハラスメント。

　既すでに８セットを数えた自じ爆ばく営業。

　こんな生き方に満足している筈はずがない。正直に言えば、何もかも放り投げて、今すぐ逃げ出してしまいたい。

　だが、逃げ出した先には、きっと何もない。そうなったらもう死ぬしかない。

「何の才能もない私には、こんな生き方しか、できませんから……」

　ずん、と沈み込んだ姿勢のまま、しばらく動きを止める。それから数十秒。

「とりあえず、今日きようの分の事務処理を……」

　さっさと家に帰りたい。自爆営業で購こう入にゆうした羽う毛もう布ぶ団とんに飛び込んで、泥どろのように眠ねむりたい。

　切せつ実じつな本能的欲求に動かされて、カレナはゆっくりと顔を上げる。視点がオフィスの床ゆかから自分のデスクへと移動したところで、

「ほぁ？」

　手書きのメモを発見した。




『森もり下したさん

　営業部全体の当月実じつ績せきをまとめて、グラフ化しておいてください。

　明あ日すの全体朝礼で社長に報告します。

　君ならできる、できないとは言わせない！

　部長より』




「えっ……」

　カレナの顔から血の気けが引いていく。

　当月実績のグラフ化は、過去にも何度か担当させられたが、非常に面めん倒どうな作業だ。細こま々ごまとしたデータ処しよ理りが必要となり、１人で全部やると６時間くらいかかってしまう。

　改めて、現在時刻を確認する。

　午後11時。

　すると、作業完了予定時刻は？

　午前５時。

「なぁんだ、今すぐ始めれば全体朝礼の３時間前には終わりますねぇ……。って徹てつ夜やしないと無理じゃないですかぁ！」

　深夜のオフィスに炸さく裂れつする、雑ざつなノリツッコミ。笑ってくれる者もいなければ、手伝ってくれる者もいなかった。




　……夢を、見ていた。

　辛つらくて、苦しくて、毎日泣いていた自分を、白馬の王子様が迎むかえに来てくれる。

　そんな、幸せな夢を。

「ふへへっ……」

　午前６時半。

　デスクに突つっ伏ぷした姿勢で、作業途中の画面を開いたまま、カレナは完全に眠ねむっていた。

「…………た」

　不意に、低い声が聞こえてきた。

「……りした」

　深しん層そう心理に刷すり込まれた恐きよう怖ふを、呼び覚さますような声が。

「起きろ、森もり下したァ！」

「ひゃぁいっ！」

　カレナは反射的に飛び起きた。この声は、間ま違ちがいない、営業部長だ。

「こんなところで寝るんじゃない！　まるで、家に帰って寝る暇ひまもないくらい働かされてるみたいに見えるじゃないか！」

「は、はいっ、ひゅみまひぇん！」

　脳が動き出した訳わけではなく、脊せき髄ずいが反射しているだけ、といった様よう子すでカレナは謝しや罪ざいした。極ごく楽らく真ま綿わたにおける上司と部下のコミュニケーションは、上司が怒ど鳴なる、部下が謝あやまる、これで大体完結してしまうのだ。

「それで、当月実じつ績せきのまとめは終わっているんだろうな？」

「はい？　えっと……」

　ぼんやりとした頭で、何が起こったのか、少しずつ理解していく。

「あれっ、私、寝てました？」

「誰だれがどう見ても寝ていたぞ。当然、作業をすべて終わらせたうえで、仮か眠みんしていたんだろうな？」

「あれっ、あれっ、あれっ……」

　カレナの全身を、悪お寒かんが走り抜ける。ただでさえ低い寝起きの血圧が、さらに急きゆう降こう下かして、もう血流が止まってしまいそうな感覚だ。

　作業中の画面は、ほとんど真っ白。

　全体朝礼の開始まで、90分もない。

　今からどれだけ頑がん張ばったところで、どうにかなる状じよう況きようではなかった。




　　　☆　☆　☆




「それではっ！　これよりっ！　全体朝礼を行いますっ！」

　営業部長が声を張り上げる。

「おはようございますっ！」

「「「「「おはようございますっっっ[image: ！！！]」」」」」

　昨日きのうと同じ、いや、毎日変わることのない、極ごく楽らく真ま綿わたの日常風景。大会議室に詰つめ込まれた２００人のうち、１人くらいは誰だれかしら死の恐きよう怖ふに怯おびえていることも、ここでは決して珍めずらしい話ではない。

　今日きよう、殺されるのは、きっとカレナだ。

　蘇そ生せいアイテムがあるから殺されても安心、という訳わけではない。最低１０００万イェーン以上という、莫ばく大だいな費用が発生するのだ。蘇生アイテムは健康保険の対象外なので、全ぜん額がく自じ己こ負ふ担たんとなり、つまり、社会的に死ぬ。

　そもそも、死んだ後のことは自分で決められない。万が一、生き返らせる価か値ちがないと判断され、誰も適切な処置をしてくれなかったら、そのまま、物理的に死ぬ。

　結局、殺されたら、死ぬのである。

（ど、ど、ど、どうしましょう……）

　カレナは涙なみだ目めで全体朝礼に参加していた。

　生き延びるための方法を、文字通り、必死になってカレナは考える。しかし、妙みよう案あんなど簡かん単たんには浮うかばないものだ。

「私は、責任感のない社員が大だい嫌きらいだ」

　２００人の社員を前に、社長は毎朝恒こう例れいの精神論を語っていた。

「与えられた仕事を、定められた期限までに、きっちりと終わらせる。これが、責任感のある社員だ」

　その口調は静かだが、明らかに憤ふん怒ぬを内包している。大会議室の緊きん張ちよう感かんは、正気を保っているだけで精せい一いつ杯ぱい、というレベルだ。

「今日、本当は、当月実じつ績せきの話をするつもりだった。昨日の夕方に思いついて、資料をまとめるように指示をしたのだが、まだ出来上がっていないというじゃないか」

「申し訳ありませんっ！」

　突とつ然ぜん、営業部長が背中の羽は根ねを使って天てん井じようまで飛び上がり、そうかと思えば今度は急きゆう降こう下かして、地面に頭を擦こすり付けた。ジャンピング土ど下げ座ざならぬ、フライング土下座。ヤーパンランド文化の神しん髄ずいともいえる、高度な謝しや罪ざい技術である。

「私から森もり下したに指示をしたのですが、どういう訳か、森下が仕事をしていなかったのです！」

「あわわ、わわわっ……」

　営業部長が保身に走ったことで、カレナの立場はますます悪化した。

「ひゃっ！」

　誰かに背中を押された。気が付けば、他の社員たちは全員、カレナと営業部長から一定の距きよ離りを取っている。攻こう撃げき魔ま法ほうの巻き添ぞえを恐おそれているのだ。

「もちろん、管理職の私にも責任があります。悪いのは責任感のない森もり下したですが、このような結果を招まねいてしまったこと、私は、とても心苦しく思っています！　私は、責任感がありますから！」

　これが、ブラック企業で営業部長にまで出世したエルフの保身術だ。体力や魔ま力りよくといった基き礎そステータスに加えて、これくらいの図太さがなければ、ここでは生き残れない。

「ちょっ、ちょっと……」

　一方、経験の足りないカレナは、戸と惑まどうばかりで何もできなかった。とはいえ、状じよう況きようが最悪だということは理解できる。これを打だ破はするためには、とにかく、行動しなければいけない。

「だって、それは……」

　完全に悪者扱あつかいされてしまったが、そこまで責められる筋合いはない、などと主張しそうになって、カレナは慌あわてて言葉を引っ込めた。この場面で、そのような発言をしても、逆効果にしかならない。いくら自分の正当性や営業部長の落ち度を指し摘てきしたところで、聞き入れてもらえる筈はずがないのだ。

「もっ……」

　まずは、言い訳わけでなく、謝しや罪ざいを。

「申し訳ありま」

「遅いっっ!!」

　カレナの言葉が終わるよりも先に、社長の攻こう撃げき魔ま法ほうが発動していた。

　ドオオォォン!!

「きゃあぁぁっ!!」

　爆ばく発はつ音おんと悲ひ鳴めいが、ほぼ同時。

　カレナは咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ体たい勢せいを取り、そのおかげで一命は取り留とめたが、服がビリビリに破けて肌はだが露ろ出しゆつしてしまった。

　もっとも、カレナには、そんなことを気にしている余よ裕ゆうなどある筈もない。

（あっ、私、死にます……）

　直感的に、そう悟さとってしまう。知覚が異常に研ぎ澄すまされ、周りの風景がスローモーションで見えていたから。

「どうしてすぐに謝あやまれないっ！　そういうところに、責任感のなさが表れるんだっ！　命を懸かけて仕事ができないなら、今ここで死んでしまえっ！」

　社長は怒ど鳴なり散らしながら、既すでに次の魔法を発動させている。あれが直ちよく撃げきすれば、いよいよ自分は息の根が止まるだろう。

「社長の仰おつしやる通りでございます！　ちなみに私は、いつも命懸けで仕事をしています！」

　営業部長は土ど下げ座ざの体勢をキープしている。部下を守ろうという気き概がいなど、最初から持っていないのだろう。

　他の社員たちは、恐きよう怖ふに支配された表情で、殺さつ戮りくショーを眺めている。

　窓の外には雲一つない青空が広がり、遠くの方から、白いペガサスが接近している。

（ペガサス……？）

　見み間ま違ちがえかと思ったが、確かにペガサスだ。

　その距きよ離りはあっという間に縮ちぢまり、そして、




　ガシャアァン！




　そのまま窓ガラスを破って突とつ入にゆうしてきた。

「むぅっ!?」

　社長の意識がそちらへ向かう。カレナへの攻こう撃げきは、止まった。

「ブラック企業っていうのは、本当に、社しや畜ちくの命を粗そ末まつにするところだな」

　白銀の鎧よろいを身にまとい。

　光り輝かがやく長剣を振ふりかざし。

　神こう々ごうしい仮面で素顔を隠かくし。

　逞たくましくも美しいペガサスに跨またがり。

「……お前は、まさか」

「一応は初対面になる訳わけだが、ニュース番組をチェックしていれば、どうせ俺おれのことは知っているだろう？」

　苦々しい表情で、社長がその名を呼ぶ。

「……破は邪じやの聖せい剣けん士し、か」

「あぁ、そうだ」

　聖剣士はペガサスから飛び降おりて、真っ先にカレナの元へ駆かけ寄った。膝ひざをついて、仮面のまま顔を近付ける。

「……良かった。まだ生きているな」

「あなた、は？」

「無理して喋しやべるな、休んでろ」

　その優やさしい言葉が、カレナの胸にじんわりと染しみ渡る。

（破邪の、聖剣士……。この人が……）

　肩を摑つかむ甲かつ冑ちゆうの小手はひんやりと冷たいが、何な故ぜか温かさを感じて、思わず涙なみだがこぼれそうになった。

[image: ]

　聖剣士はカレナをそっと寝かせ、それから、破邪の聖剣を社長へと向けた。

「お前たちの噂うわさはかねがね聞いている。もちろん、社長がお前だということも知っている。わざわざ自じ己こ紹しよう介かいなんてしなくていいし、今いま更さら何を言ったところで情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はない」

　ジリジリと、剣先が社長に近付いていく。間合いが徐じよ々じよに縮ちぢまるものの、社長は決して後ろに退ひこうとしない。踏ふみ込めば届くほどの距きよ離りまで来たところで、聖せい剣けん士しは歩みを止めた。

「……何か、言いたいことがありそうだな」

「破は邪じやの聖剣士、お前の目的は何だ？」

　落ち着いた様よう子すで、社長は聖剣士に尋たずねた。ブラック企業のトップに君くん臨りんするだけあって、肝きもの据すわり方が尋じん常じようではない。

「……悪を斬きる。それだけだ」

　極きわめてシンプルな答えが返ってきて、社長は不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめる。

「なるほど、気に入らない」

「気に入らない？」

「貴様、会社に勤つとめた経験がないだろう？」

「……答える必要のない質問だな」

「……私は、責任感の強い社しや畜ちくは大好きだが」

　社長は、爪つま先さきにほんの少しだけ力を入れる。

「正義感の強い無職など、大だい嫌きらいだっ！」

　バックステップ。社長は後方に跳ちよう躍やくして聖剣士との間合いを離はなし、同時に、複数の攻こう撃げき魔ま法ほうを発動させた。一つでも直ちよく撃げきすれば大ダメージ必ひつ至しの、凶きよう悪あくな魔法ばかりだ。

　しかし、聖せい剣けん士しには。

「……効かないぞ」

「な、にっ？」

　社長は目を疑った。発動した魔ま法ほうが、すべて搔かき消されてしまったのだ。

「ば、馬ば鹿かな、どういうことだ！」

　社長が漏もらした言葉を、聖剣士はもう取り合わない。問もん答どう無む用よう、という訳わけだ。

「今度はこっちの番だ、覚かく悟ごはいいか」

「ひっ！」

　思わず、社長は情けない声を漏もらしてしまった。仮面の下に隠かくされた素顔は見えないが、それでもなお伝わるほどの威い圧あつ感かんだ。

　聖剣士は、破は邪じやの聖剣を高々と掲かかげる。ブラック企業に漂う邪じや悪あくに反応したのか、破邪の聖剣はまばゆい光を放っていた。

「この剣は、光の精せい霊れいに与えられた力で、邪悪なる者を魂たましいまで斬きり捨てる」

　再び、聖剣士は一歩ずつ間合いを詰つめていった。社長は既すでに壁かべ際ぎわまで追い込まれている。もう逃げられない。

「ブラック企業の経営で、お前の魂は、邪悪に染そまりきってしまったようだ」

　光はどんどん強くなり、もう誰だれも目を開けていられない。超新星の爆ばく発はつを思わせる輝かがやきを剣先に宿して、

　斬ざん撃げきを、

　振ふり下ろす。




「虐しいたげられた社しや畜ちくの痛みを、その身で知れええぇぇっっ!!」




　ゾシュウゥッ。

　邪悪な魂の浄じよう化かされる禍まが々まがしい音が、大会議室に響ひびき渡る。

　一いち撃げきだった。

　一いつ瞬しゆんで、すべてが終わった。

　辺りを包み込んでいた白い光が消える頃ころ、社長の身体からだは、床ゆかに倒れて動かなくなっていた。

　それから少しだけ遅れて、

　ゴゴゴゴゴォ。

　地じ鳴なりのような轟ごう音おんが、辺りを包み込む。

「な、何だ！」

「ビルが崩くずれてるぞ！」

　極ごく楽らく真ま綿わたの社屋が、聖剣士の一ひと太た刀ちによって崩ほう落らくを始めていたのだ。

「慌あわてないでゆっくり避ひ難なんしろ！　俺おれの計算だと、この会議室が崩くずれ落ちるまで、５分くらいかかる筈はずだ！」

　聖せい剣けん士しは２００人の社員たちに的確な指示を出す。これまでも何度か同様の事態を引き起こしてきたので、すっかり慣れてしまった。

「押さない、駆かけない、喋しやべらない、戻もどらない！　小学校で習っただろう！」

「は、はい……」

　社員たちは困こん惑わくしながらも聖剣士に従い、押さず、駆けず、喋らず、整列して避難する。彼らがここに戻ってくることは、もう二度とないだろう。

「安全な場所に出たら、各自速すみやかに帰宅するように！　お前たちは十分すぎるほど働いた、のんびり家で休んでくれ！」

　結局、２００人が社屋の外に出るまで、３分もかからなかった。

　会議室に残っているのは、聖剣士と、ペガサスと、自力で立ち上がれないカレナだけ。社長の身体からだは誰だれかが運んでいったようだし、営業部長もドサクサに紛まぎれて逃げ出したようだ。

「……こんな、ボロボロになっちまって」

　横たわるカレナの身体を、ひょい、と聖剣士が抱き上げる。

「あっ……」

　自分が床ゆかから持ち上げられたことに気付き、カレナは小さく声を漏もらす。

「もう少し早く到着していれば、こんなことにはならなかった。すまない」

「まったくだ。主あるじ殿どのは、もっと筆を速くする努力をしなければ」

「……うるさい」

（何の話をしているんでしょう……？）

　カレナの意識は朦もう朧ろうとしており、先程から何が起きているのか、事態もほとんど把は握あくできていなかった。

　ただ一つだけ、理解したのは。

　聖剣士が、自分の命を助けてくれた、ということだ。

「あの……」

「ん、どうした？」

「ありがとうございます……」

「礼には及およばない。せっかく拾った命だ、今度はもっとマシな生き方を探せよ」

（生き方を、探す……）

　同じ言葉を、つい最近、誰かが使っていたような気がする。その詳しよう細さいを思い出そうとしている間に、どういう訳わけか、全然関係のない事実に気付いてしまった。

　着ていたスーツが、ビリビリに破けている。

「あの……」

「今度は何だ？」

「見えてます……？」

「見えてない」

　聖せい剣けん士しは即答したが、それは噓うそだった。

　本当は水玉模も様ようだった。

「……そろそろ崩ほう落らくする。急ごう」

　聖剣士はペガサスの背に跨またがり、右手でカレナの身体からだを抱き締しめ、左手で天馬の手た綱づなを握り締しめた。

「落ちないように、しっかり摑つかまってろよ。俺おれも支えてるから、たぶん大だい丈じよう夫ぶだけど！」

「は、はい！」

　ペガサスは前足をぐっと踏ふみ出す。

　瓦が解かいしていくブラック企業から、果てしなく広がる大空へ、カレナたちは飛ひ翔しようしていった。




　　　☆　☆　☆




　こうして、極ごく楽らく真ま綿わたは物理的に潰つぶれた。

　心しん肺ぱい停てい止し状態となった社長の肉体は、会社備品の蘇そ生せいアイテムによって復活したが、息を吹き返した社長は別人のように豹ひよう変へんしていた。

「私は間ま違ちがっていました。みんなを無理やり働かせて、お客様が必要としていないものを無理やり売ってくるなんて」

　憑つき物が取れたような顔で、謝しや罪ざい会見に臨のぞむ社長。かつてのような禍まが々まがしい体育会系の雰ふん囲い気きは一いつ切さい感じられない。邪じや悪あくな魂たましいが、破は邪じやの聖せい剣けんによって浄じよう化かされたのだ。

　会見の席では、極楽真綿に無期限の営業停止命令が出たことも発表された。また一つ、ブラック企業が終しゆう焉えんを迎むかえたことになる。表立って喝かつ采さいを送ることはできないが、このニュースで密ひそかに喜んだ社しや畜ちくエルフの数は、決して少なくなかった。




　それから数日後。

「これから、どうしましょう……」

　カレナは羽う毛もう布ぶ団とんの上に寝転がって、ぼーっと自室の天てん井じようを眺めていた。極楽真綿が事実上倒産したため、職を失ってしまったのだ。

　改心した社長の計らいで、自じ爆ばく分のローンを払う必要がなくなったため、金きん銭せん的てきには多少の余よ裕ゆうが生まれた。しかし、いつまでも働かず、ダラダラ過ごしている訳わけにはいかない。

「やっぱり、働かなきゃいけませんよね……」

　頭では理解している。

　だが、何となく気が進まない。

　思えば就しゆう職しよく以来、上司の命令に従うだけで、自分で何かを決めたことなど一度もない。極ごく楽らく真ま綿わた以外の職場で働いている自分の姿が想像できなくて、カレナは途と方ほうに暮れていた。

「ふみゅぅ……」

　悩なやましげな声を漏もらしたところで、ふと、聖せい剣けん士しの言葉を思い出す。

　もっとマシな生き方を探せ、と彼は言った。

　それはきっと、他の誰だれかが用意してくれるものではない。

「そう、ですね」

　カレナはむくりと身体からだを起こした。

「自分の生き方は自分で探さなきゃ、ってことですね！」

　フルフルと首を振ふって、カレナはとりあえず前を向く。まずは求人情報誌を読むところから始めてみるのだ。

　という訳わけで、適当にページをめくってみる。

「明るくアットホームな雰ふん囲い気きで、休みの日も自然とみんなが集まる職場……。ベテラン社員がほとんどいなくて、若手社員が責任ある職務に就つける……」

　この会社はブラック企業です、と言わんばかりの文もん言ごんが並んでいるが、他人の言うことを鵜う吞のみにしやすいカレナは、次し第だいにキラキラと目を輝かがやかせていく。

「世の中には、素す敵てきな会社がたくさんあるんですね！」

　目が眩くらむような笑顔だった。

　明るい未来を信じて疑わない、とても純じゆん粋すいな笑顔だった。

　初心者歓かん迎げいのＩＴ企業、すぐ店長になれるアパレルショップ、等々。魅み力りよく的てきな会社が、誌面いっぱいに並んでいる。まるでケーキのカタログを読んでいるかのような、ちょっと楽しい気分になってきたところで、

「へぇ、こんな仕事もあるんですか……」

　ある求人広告が、カレナの目に留とまった。




　さらに数日後。

「あなたが新しいバイトさん？」

「はい！　一次選考のお仕事をさせて頂く、森もり下したカレナリエルと申します！」

　短期のアルバイトをするため、カレナは雷らい撃げき文庫編集部を訪れていた。雷撃小説大賞に応おう募ぼされた作品に目を通して感想と評価を付ける、下読みと呼ばれる仕事だ。

　元々ライトノベルが好きだったこともあり、募ぼ集しゆう要よう項こうを見た瞬しゆん間かん、カレナは反射的に電話をかけてしまった。その翌よく日じつには採用決定の連絡が来たので、

（アルバイトとはいえ、こんなにトントン拍びよう子しで話が進むなんて、人手不足が深刻なんでしょうか……）

　と、一いち抹まつの不安を覚えたものの、

（でも、ブラック企業が大だい嫌きらいな、あの曙あけぼの橋ばし先生のレーベルですから。まさか編集部がブラックだなんて、そんなこと、絶対に、ある訳わけないです！）

　と、自分に言い聞かせて、新天地での初日を迎むかえていた。

　カレナが最初に通されたのは会議室のような部へ屋やで、机と椅い子す以外は何もない。カレナの他にも数名のアルバイトらしきエルフが座っており、配られた資料に目を落としている。

「えーっと、じゃあ早さつ速そくだけど、仕事の流れについて説明を」

　編集部員が口を開いた、その刹せつ那な。

　ドオォォン！

　突とつ然ぜんの、轟ごう音おん。

「ほぁっ……？」

　何が起きたのかカレナが把は握あくするまで、数秒かかった。

　会議室のドアが、爆ばく発はつして吹っ飛んだのだ。




「ごるあぁぁっ、貴様あぁっ!!」




　怒ど鳴なり声とともに、瘦やせ細ったエルフの男が凄すさまじい剣けん幕まくでズカズカと入ってくる。先程の爆発は、この男が放った攻こう撃げき魔ま法ほうのようだ。

「なぁぁにを勝手にこの部屋使ってんだよボケナスがあぁっ！」

「えっ、いや、ちゃんと一昨日おとといから予約してありますけど」

　困こん惑わくした様よう子すで編集部員が反論すると、

「そんなの関係あるかあぁっ！　俺おれは、雷らい撃げき文庫編集長、三み木きグワズミア様だぞぉっ？　俺が使うって言ったら、貴様の予約なんかよりも、優ゆう先せんされるに決まってんだろうがあぁっ！」

　そう喚わめきながら、次の攻撃魔法を発動しようとする。

「わ、す、すみません！　今すぐ移動します、殺さないでください！」

「そうだ、さっさと立ち去れぇっ！」

「は、はい！　皆みなさん、一いつ旦たんこの部屋から出てください！」

　今日きよう初めて編集部を訪れたアルバイトのエルフたちは、促うながされるがまま、大急ぎで退室していった。半ば放心状態のカレナは、一連のやり取りに既き視し感かんを覚えて戦せん慄りつする。

（もしかして、ここも、ブラック企業なんですか……？）

　それは、疑念ではなく、確信。

　見る見るうちにカレナの表情は曇くもり、絶望の色に染そまっていく。

　そんな折、

「……三み木きさん、何してるんですか？」

　どこかで聞いたような声がして、カレナは俯うつむいた顔を上げた。

「あーっ、曙あけぼの橋ばし先生、もう着いてましたか！」

「まぁ、俺おれが早めに来るなんて珍めずらしいかもしれませんけど。それより、なんか凄すごい音がしましたよね？」

「いやー、打ち合わせ場所を確保しなきゃいけなくて、あっはっは」

　部下への態度から一変し、編集長はニヤニヤと笑う。そこに立っていたのはラフな格かつ好こうをした少年で、会話の内容から察するに『とらチキ』を書いた曙橋タカヒロなのだろうが、

「はぇっ？」

　少年の顔を一目見た途と端たん、カレナは間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「……んっ？」

　少年もカレナの存在に気付き、不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねる。

「……お前、なんで編集部にいるんだ？」

　だが、それを訊ききたいのは、むしろカレナの方だった。
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　その中ちゆう堅けんＩＴ企業では、創そう業ぎよう以来、何人もの若きエルフたちが命を落としていた。毎月５００時間を超こえる過重労働が原因となったことは明らかで、インターネット上では、

『あそこは本当にヤバすぎる、超ちよう絶ぜつブラック』

『入ったら人生終了。誇こ張ちようでも何でもなく』

『今年も入社した新卒がいるらしいけど、情じよう弱じやくすぎる。こんだけ叩たたかれてるのに』

『自殺願望でもあるんだろ、苦しんで死にたい奴やつにはオススメ』

　と、散さん々ざんな悪評が立っている。

「浮うかせた人件費で社長は贅ぜい沢たく三ざん昧まい、美術品を買いあさって社長室にズラリと並べてる。……そんなことも書いてあったが」

　声の主ぬしは悠ゆう然ぜんと、飾かざられた西洋画や彫ちよう刻こくを鑑かん賞しようしていた。社長室は広く、家具も内装も豪ごう華かそのものだ。下の階では社しや畜ちくたちが狭せま苦くるしい部へ屋やに押し込められ、働いたり食事したり働いたり寝たり働いたり働いたり働いたりしているのだが、比ひ較かくする気にもならないほど壮そう絶ぜつな格かく差さである。

「こういう内部の者しか知らなさそうな情報が当たってたんだから、他の話も全部本当のことなんだろう。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はなさそうだ」

　少年は剣を構えた。数歩先の距きよ離りには、驚おどろきとも怯おびえとも取れる表情をした、初老の醜みにくい男性エルフ。突とつ然ぜんの招まねかれざる客に、社長室の主は言葉を失っていた。

　そう、彼は招かれざる客だった。

　まず入室経路がドアからではない。空を翔かける天馬、聖せい獣じゆうペガサスに跨またがり、窓ガラスを打ち破って入ってきたのだ。

　社長室へのアポなし訪問だが、当然スーツなど着ていない。白銀の鎧よろい、素顔を隠かくす仮面、そして伝説の武器を装備している。

「……破は邪じやの、聖せい剣けん士しか」

　絞しぼり出すような声で、社長が彼の通り名を口にする。ブラック企業経営者にはテロリストとして、大多数の社しや畜ちくたちからは救きゆう世せい主しゆとして、よく知られた名前を。

「いかにも」

　聖剣士は小さく頷うなずいた。

「……私を殺しに来たのだな」

「邪じや悪あくに染そまったお前の魂たましいを、浄じよう化かしに来たんだよ。まぁ、ついでに、肉体も真まっ二ぷたつになっちまうけど」

「……邪悪？　この私が？」

「おいおい、自覚なしか。あの悪あく趣しゆ味みな絵を買うために、何人のエルフが過労死したと思ってるんだ」

「……私は、正当な報ほう酬しゆうを受け取っているだけだ」

　社長は震ふるえ声で強きよう弁べんする。

「私には金を稼かせぐ能力がある！　コストを削さく減げんし、利り益えきを生み出してきた実じつ績せきもある！　能力と実績に見合うだけの対価を貰もらって、何が悪い！」

「大金を貰うことが悪いんじゃなくて、社しや畜ちくを犠ぎ牲せいにすることが悪いと言ってるんだが」

「知ったことか、悔くやしかったら経営者になってみろ！　自分の力だけでは１イェーンも稼げない、無能揃ぞろいのくせに！」

　反省の色など微み塵じんも見られない、完全な開き直りである。対する聖せい剣けん士しの反応は、

「……はぁっ」

　溜ため息だった。

「あー、うん、もういいや。これは話すだけ時間の無む駄だだ」

　高々と掲かかげた《破は邪じやの聖剣》から、目の眩くらむような白い光が放たれる。かつて大地を支配した魔ま王おうさえも討とう伐ばつしたという、浄じよう化かの光だ。

「な、何だ、これは!?」

「だから、問もん答どう無む用よう、だっつーの!!」

　聖剣士は社長に向かい跳とびかかった。剣を振ふり下ろすと同時に、まるで爆ばく弾だんが破は裂れつしたような、ドオオォン、という轟ごう音おん。

　ゾシュウゥッ。

　魂たましいの浄化される異音も、

「ぐはあぁっ！」

　断だん末まつ魔まの叫さけび声も、

「黙だまって斬きられてろ、……ったく」

　聖剣士の呟つぶやいた言葉も、すべて、耳をつんざくような轟音に搔かき消されてしまう。

　それから、数秒ほど経たって。

　白い光が消える頃ころ、社長室には、魂たましいの抜け殻がらだけが床ゆかに倒れていた。衝しよう撃げき波はで室内のものが全部吹っ飛んでしまい、ソファやテーブルは壁かべに埋うまっている。高価な美術品もボロボロだ。

「よーし、一いつ丁ちよう上がりだ。じきに警けい備び員いんたちが来るだろうから、後始末はそいつらに任せて、さっさと帰ろう」

「……その前に、一つ言わせて頂きたい」

　少女の声。

「主あるじ殿どのが豪ごう快かいに物をぶち壊こわすのはいつものことだが、今回ばかりは、少々勿もつ体たいないことをしたように思う」

　忠言を発したのは、聖剣士の傍かたわらに佇たたずんでいたペガサスだ。

「もったいない？」

「あの貴婦人を描えがいた油絵は、数千万イェーンの値ねがつく貴き重ちようなものだ」

「げっ、マジで？」

　今いま更さら慌あわてたところで、もう遅い。数秒前まで名画だったものは、変わり果てた無残な姿を晒さらしている。

「……美術品の価か値ちっていうのは、よくわかんないなぁ」

「私もそこまで詳くわしい訳わけではないが、この貴婦人から醸かもし出されるエロティシズムが、美術界では高く評価されているらしい」

「そうなのか？　この女の子、全ぜん然ぜん可愛かわいくねーぞ？　新作の表紙がこれだったら俺おれはリテイク出すぞ？」

「……その指し摘てきは的まと外はずれだと思うが」

「じゃあ、このイラスト、はくろは可愛いと思うのか？　『このライトノベルが最高！』のヒロイン部門で上位を狙ねらえると思うのか？」

「マゴル殿どの、少し落ち着こう。会話が嚙かみ合っていない」

　はくろ、と呼ばれた純白のペガサスは、マゴル、と呼ぶ主人をたしなめた。

　ちなみに『このライトノベルが最高！』とは年１回発行されるライトノベルのガイドブックだ。読者投票による人気ランキングが目玉企画で、昨年版では曙あけぼの橋ばしタカヒロの『とらチキ』が作品部門・ヒロイン部門・主人公部門・イラストレーター部門を完全制せい覇はしている。

「……ていうか、ここの社長、儲もうけすぎだろ。社しや畜ちくから搾しぼり取った分を、全部自分の懐ふところに入れてやがったな」

　社長の亡骸なきがらを一いち瞥べつして、聖せい剣けん士しは苦々しい表情を浮かべた。彼のために、多くの若きエルフたちが死んでいった。この会社で繰くり返されてきた悲ひ劇げきを想うと、胸が痛むのだ。

　そんな重苦しい雰ふん囲い気きを和なごませようとしたのか、ペガサスが冗じよう談だんめかした口調で尋たずねる。

「しかし、この悪あく党とうよりも、主あるじ殿どのの方が多く稼かせいでいるのでは？」

「いやいや、さすがにそこまで多くないって。自営業でこいつより稼げるのは、魔ま導どう野球とかエアロサッカーのトッププロくらいだ」

　そう答えた後、聖剣士はしばらく考え込んでから付け加える。

「……まぁ、今年はアニメ４期と劇場版があるから、俺の収入も結けつ構こう増えると思うけどな」




　　　☆　☆　☆




　雷らい撃げき文庫編集部。

　毎月多くの新刊を発行しているこの編集部が、年間を通じて最も忙いそがしくなるのが、雷撃小説大賞の一次選考を行う時期だ。

　精せい霊れい暦れき１９９４４年に始まったこの新人賞は２００年にわたる歴史と伝統があり、多くの作家を世に送り出してきた。応おう募ぼ総数は２万前後で、小説の新人賞としては最大規き模ぼを誇ほこる。

　それだけ多くの作品に、最初から最後の一行まで、すべて目を通さなければならないのだ。編集部員だけでは到とう底てい対たい処しよできない作業量となるため、毎年この時期は外部のスタッフを大量動員することになる。

　いわゆる、下読みである。

　一人の下読みが担当する作品数は、少ない者が40から50、多い者はその数倍で、平均すれば１００程度。２万の作品を読むために、２００人の下読みが必要となる計算だ。

　この２００人は、ライターや校こう閲えつなど、出版業界に精通したスタッフばかり。審しん査さの質を高めるためだが、諸事情につき今年は人手が足りず、期間限定のアルバイトを雇やとっている。

　事前の説明では、そう聞いていた。

　募ぼ集しゆう要よう項こうにも、そう書いてあった。

　だから、その話を聞いたとき、カレナは何かの間ま違ちがいだと思った。

「下読みが、アルバイト10人だけ……？」

　カレナの問いかけに、若い男性の編集部員は黙だまって頷うなずく。アルバイトとして集められた他のエルフたちも、明らかに困こん惑わくした様よう子すでざわつき始めた。手て狭ぜまな打ち合わせスペースに押し込められている人数は、説明役の編集部員を除いて、ちょうど10人だ。

「えっと、それは……、あっ、今日きようここに来てるのが10人しかいないっていう意味ですね！　なぁんだ、私てっきり」

「ここにいる皆みなさん以外に、下読みをお願いする方はいらっしゃいません。皆さんだけで一次選考を行って頂きます」

　彼の表情は硬かたく、囚しゆう人じんの死し刑けい執しつ行こうを命じられた心優やさしい青年を連想させる。どうも冗じよう談だんを飛ばしている訳わけではなさそうだが、カレナはまだそれが事実だと信じられない。というか、信じたくない。

「でも、だって、ベテランの校閲さんみたいな人がいっぱい読んでくれるから、私たちが担当するのは一部だけだって……」

「例年はそうですが、諸事情につき、今年はこういう方ほう針しんとなりました。皆さんだけで、すべての作品を審査して頂きます」

　話が違う。

　騙だまされた。

　そう叫さけびたくなる気持ちをぐっと堪こらえて、冷静な対話を試みる。

「ち、ちなみに、今年の応おう募ぼ総数ってどれくらいですか？」

「長編が１万５８６２作品、短編が４１３７作品、合わせて１万９９９９作品です」

「それを、10人で、ってことは……」

「一人あたり、およそ２０００作品を担当して頂くことになります」

　あまりにも平然と言い切るので、逆にこれはジョークなのでは、という希望的観測がカレナの胸に宿った。

「もしかして、アレですか？　原げん稿こうを扇せん風ぷう機きでぶぁーっと吹き飛ばして、一番遠くに落ちたものを選ぶっていう」

「そのようなことをされては困ります。きちんと全作品を最後まで読み、ストーリー・キャラクター・設定・オリジナリティ・文章力の各かく項こう目もくを５段階にランク付けしたうえで、一言コメントを添そえて提出して頂きます」

「それを、ひとり、にせんかい……？」

「はい。期限は２週間です」

　無理だ。

　どう考えても、実現不ふ可か能のうだ。

　10人のアルバイトたちが同じことを思い、一いつ斉せいに不満を口にしようとした、その瞬しゆん間かん。

「説明は終わったかぁっ？」

　ぬっ、と瘦そう身しんの男が顔を出す。

　皆みなが振ふり返った視線の先には、雷らい撃げき文庫編集長、三み木きグワズミアの姿があった。

　三木編集長といえば、トークイベントの司会者やＷＥＢラジオのパーソナリティも務つとめる有名人だ。面おも白しろければ何でもあり、という雷撃文庫の精神を体現したような人物で、お茶目なエピソードには事欠かない。

　しかし、それらがすべて表向きの顔に過ぎないことを、この場にいる全員が理解していた。

　30分ほど前。男性編集部員が予約しておいた会議室で、アルバイトスタッフへの説明が始まろうとした矢先のこと。

『俺おれは、雷撃文庫編集長、三木グワズミア様だぞぉっ？　俺が使うって言ったら、貴様の予約なんかよりも、優ゆう先せんされるに決まってんだろうがあぁっ！』

　突とつ然ぜん現れたグワズミアの凶きよう悪あくな魔ま法ほう攻こう撃げきで、カレナたちは狭せまい打ち合わせスペースへと押し込められたのだ。

「貴様らみてぇな素人しろうとども、本当なら応おう募ぼ原げん稿こうに触さわることも許されねぇんだぞぉっ？　今年は俺の粋いきな計らいで、特別な大チャンスを与えてやってるんだ、感かん謝しやしろやぁっ！」

　鬼おにか、悪あく魔まか、地じ獄ごくの使者か。

　世にも恐おそろしい形ぎよう相そうで睨にらみつけられ、一同は震ふるえ上がった。

「んーっ、なんだその顔はぁっ？　まさか、やれませんできません無理ですなんて、そんなこと言わねぇだろうなぁっ？」

（そんなの、言える訳わけありません……！）

　カレナは口を横一文字に閉ざし、涙なみだ目めで硬こう直ちよくしていた。グワズミアの掌てのひらには、黒く燃もえたぎる火の玉が握られており、攻撃魔法がいつでも発動できる体勢だ。

　誰だれも、何も、言えない。

　ところが、それはそれでグワズミアの機き嫌げんを損そこねてしまう。

「返事が聞こえねぇんだよぉっ！」

　激げつ昂こうし、その勢いで、暗黒の火球を放つ。

　ボゥオオォッ！

「ぎゃあぁぁっ、熱い、熱いぃっ！」

　男性の編集部員が直ちよく撃げきを喰くらい、その肉体が闇やみの炎に包み込まれた。

「俺おれが聞きたいのは、貴様の悲ひ鳴めいなんかじゃねぇっ！」

「は、はいっ！　三み木き編集長の指示に、異論なんてありませぇんっ！」

　火だるまになりながら、必死で忠ちゆう誠せいを誓ちかう編集部員。直視に耐たえない地じ獄ごく絵図だが、似たような光景をカレナは見たことがあった。それも一度や二度ではなく、わりあい日常的に。

（まさか、ここも、ブラック企業……、というか、ブラック編集部だったなんて……！）

　一度は乗り越こえた絶望が、今、再びカレナの瞳ひとみに宿っていた。




　森もり下したカレナリエルは、どこにでもいる平へい凡ぼんなエルフの少女だ。学業成せい績せきも普通、魔ま法ほうのスキルも人並み、誰だれかに自じ慢まんできる特技もない。強しいて言えば、胸のサイズがとても大きいことだろうか。

　現在の職業はフリーターに分ぶん類るいされてしまうが、つい先日までは正社員として働いていた。ただし、とてつもないブラック企業で。

『夜も眠ねむらず、飯めしも食わず、もっと死ぬ気で働かんかっ！』

『命を懸かけて仕事ができないなら、今ここで死んでしまえっ！』

　かつて自分自身も標的となった、朝礼という名の殺さつ戮りくショーを思い出す。破は邪じやの聖せい剣けん士しと呼ばれる男が来てくれなかったら、カレナは間ま違ちがいなく絶命していた。

（極ごく楽らく真ま綿わたの社長は、私たちを虫ケラのように嬲なぶり殺す、とっても怖こわい人でしたけど……）

「そうだよなぁっ？　貴様ら、俺おれに対する文句なんて、ある訳わけねぇよなぁっ？」

「「「あ、ありませんっ!!」」」

　翻ひるがえって、現在。

　グワズミアは、僅わずか数分のうちに、アルバイトたちを恐きよう怖ふで支配していた。その光景が、前職の記き憶おくと重なって見える。

（ここの編集長も、同じくらい怖い人じゃないですか……！）

　各種メディアの情報からは、朗ほがらかで優やさしい印象さえ抱いだいていたのだが、すべて幻げん想そうだったというのか。編集長自身が《幻想殺しイマジンブレイカー》だったなんて、超展開どころの騒さわぎではない。

「文句がねぇなら、黙だまって働けぇっ！　一次選考終了まで、あと２週間だからなぁっ！」

　グワズミアはそう言い捨て、肩で風を切るように立ち去っていく。どすっどすっ、という大きな足音が聞こえなくなるまで、冷たく張り詰つめた空気が弛し緩かんすることはなく、誰も口を開こうとしなかった。

　ただ一人、彼女を除いて。




「大だい丈じよう夫ぶ？　今、治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけるわ」




（はぇっ……？）

　虚こ空くうを見つめていたカレナの視線が、声の主ぬしを捉とらえる。

　どこからともなく現れた少女が、闇やみの炎に抱いだかれて今にも消えそうな編集部員のもとへ、歩み寄っていた。

「ステータス異常は発症してないみたいね。体力の全回復とまではいかないけど、これなら病院には行く必要がなさそう」

「……じ、神じん保ぼさん。あり、が、とう、ございます」

　息も絶え絶えに、編集部員が礼を告げる。その掠かすれ声は小さすぎて、やや離はなれた場所から見ているカレナの耳まで届かない。

（えっと、この子は誰だれでしょう？　編集部の人なんでしょうか？）

　この子、という言葉をカレナは無意識に使っていた。服装こそオフィススタイルだが、黒くろ髪かみで、童どう顔がんで、体格も小さい。大人おとなのレディを目め指ざして背伸びをしているお子様、といった雰ふん囲い気きなのだ。

　カレナが失礼なことを考えている間に、男性編集部員の応急処置を済ませた少女は、静まり返ったアルバイトたちの方へ振ふり返った。

「みんな、今日きようが初めてよね。驚おどろいたと思うけど、これが雷らい撃げき文庫編集部の日常。雑ざつ誌しやブログには出てこない、本当の姿よ」

　誰よりも背が低いため、やや顎あごを上げた姿勢で語る。そんな彼女が一体何者なのか、疑問に思ったのはカレナだけでなかったらしく、

「あのー、キミは、誰？」

　と、他のアルバイトから質問が出る。

「……申し遅れたわ。わたしは神保フィンドゥリル。こう見えても担当持ちの編集よ、職場体験の中学生なんかじゃなくてね」

「……そ、そうでしたか、あはは」

　図星を突つかれたアルバイトたちは、冷ひや汗あせをかき、愛あい想そ笑いを浮かべた。少女の方はそう思われることに慣れているのか、大して気に留とめる様よう子すもなく話を続ける。

「編集部っていうのは、こういう場所。読者には優やさしいけど、関係者として足を一歩踏ふみ入れた途と端たん、まったく違った表情を見せる」

　ちらり、とフィンは時計を見た。

「そろそろお昼時ね。これがきっと、編集部の外に出られる最後のチャンス」

「……最後、って」

「午後から下読み作業が始まったら、応おう募ぼ作品をすべて片付けるまで、決して逃げることはできないから」

　ざわつき、どよめき。アルバイト初日を迎むかえたばかりの10人は、不安に満ちた眼まな差ざしをフィンに向けていた。

　その反応を眺めていたフィンは、

「……意図が伝わらなかったみたいね。最後のチャンスは、まだ過ぎていないわよ？」

　と、補足する。勘かんの良い者たちが何かに気付き、そして、

「で、でも、そんなことをしたら」

「そういえば、みんなが応募したときの履り歴れき書しよがここにあるわ」

　懸け念ねん事項を先回りで提示された。

「住所や電話番号を握られていたら、みんなは編集部から逃げ切ることはできない。うっかり者の編集が、どこかに失くしたりしない限り、ね」

　履歴書の束たばを皆みなに見せてから、フィンは部へ屋やの隅すみに置かれた機械の電源を入れる。

「これは全部原本だから、コピーを取らなきゃいけないんだけど」

　グォングォン、と大げさな音を立てる機械に書しよ類るいを差し込むと、ブジャジャジャジャ、とさらに大げさな音がした。

「間ま違ちがってシュレッダーに入れちゃうような、うっかり者の編集がいたりして」

「は、はえっ……？」

　カレナは口を半開きにした。脱だつ獄ごく囚しゆうみたいに真剣な顔をした他のアルバイトたちに比べて、どうも間ま抜ぬけな表情に見えてしまう。

「……キミは、どうして」

「あんまり詳くわしくは聞かないで。こっちにも色々あるのよ」

　シュレッダーの蓋ふたを閉じて、フィンはこちらへと振ふり返る。

「雷らい撃げき文庫のこと、今後も嫌きらわないでくれたら嬉うれしいわ。読者だけは、きっと、裏切らない筈はずだから」

　不ふ屈くつの闘とう志し。

　悲ひ壮そうな覚かく悟ご。

　まだ僅わずかに残る希望。

　フィンの言葉には、そんな想いが込められているようだった。




　　　☆　☆　☆




　大量に貼はられたポスターで壁かべが見えず、うず高く積つまれた段ボール箱で床ゆかも見えない。そんなカオスな編集部の内装とは違い、会議室に置いてあるのは机と椅い子すくらいだ。余計なものに気を取られず集中するための配はい慮りよだが、久しぶりにここを訪れた少年は、今ひとつ打ち合わせに集中できていなかった。

「……曙あけぼの橋ばし先生、聞いてますか？」

「えっ？　あぁ、すみません何でしたっけ」

「ちょっと勘かん弁べんしてくださいよー。アニメ４期の円えん盤ばん特典小説、これ変な話、最さい優ゆう先せん事項なんですから」

　愛あい想そ笑いを浮かべているのは、編集長の三み木きグワズミア。数十分前、鬼おにの形ぎよう相そうで編集部員を燃もやしたばかりだが、とても同一人物とは思えない笑顔だ。

「最近ペース落ちてますけど、こればっかりは早め早めでお願いしますよ」

「……ご迷めい惑わくをおかけしてます」

「どうも原げん稿こう以外で忙いそがしそうな雰ふん囲い気きですね。何か副業でも始めました？」

「あー、いや、そういう訳わけじゃないんですが」

「世の中、大たい抵ていの仕事は他の人でもできますけど、『とらチキ』を書けるのは曙橋先生だけなんですから。頑がん張ばってくださいよ」

「わかってます、頑張ります」

　先生、と呼ばれた少年は、溜ため息まじりに頷うなずいた。

　曙橋タカヒロ。本名、篠しの崎ざきマゴルヒア。

　彼のデビュー作『とらチキ』は雷らい撃げき文庫から発売中の人気作品であり、もはやライトノベルの代名詞と言っても過言ではない。

　主人公は何の変へん哲てつもない人間の男子高校生。友達が少なく、妹もかわいい訳わけがないのだが、愛さえあれば関係ない、という色々と間ま違ちがっている青春ラブコメだ。剣も魔ま法ほうもエルフもオークも登場しない世界設定は、１巻の発売時、あまりにも斬ざん新しんな異世界ファンタジーとして市し場じように衝しよう撃げきを与えた。

　彼の登場が業界にもたらした影えい響きようは大きく、後進作家には曙橋フォロワーを公言する者も少なくない。最近では、世界設定のみならず、タカヒロという異世界風のペンネームも真ま似ねされるようになった。インターネット上では、

『ラノベ作家のペンネームがキラキラネームすぎる件ｗｗｗｗｗ』

『鈴すず木きカズヨシとか、佐さ藤とうケンスケとか、よくそんな名前が思い付くもんだ』

『苗みよう字じだけ普通なのが笑える。元げん凶きようはやっぱり曙橋タカヒロ？』

『弱そう。魔法とか使えなさそう』

　と、時々ネタにされている。

　大おお御ご所しよの風格すら出てきた曙橋タカヒロを、デビュー前から担当してきたのが、他でもない三み木きグワズミアだ。

「いやー、僕ぼくなんて曙あけぼの橋ばし先生が頑がん張ばってくれたおかげで編集長になったようなもんですから」

「いやいや、頑張ったのは三木さん自身じゃないですか。俺おれは、別に何も」

　互たがいに謙けん遜そんする編集と作家。親しき仲にも礼れい儀ぎあり、というヤーパンランド文化は、こんなところにも体現されている。

「ただ、編集長の肩書が付いちゃうと、今まで通りの形で『とらチキ』に携たずさわることが難むずかしくなっちゃいまして」

「んー、まぁ、色々と大変でしょうからね」

「そんな訳わけで、これまでサブ担当として細かい作業をやってた神じん保ぼが、これからメイン担当になるかと思います」

「神保フィンドゥリルです。よろしくお願いします」

　名刺を渡して、フィンがお辞じ儀ぎをする。ずっとグワズミアの隣となりに座っていたのだが、ほとんど口を開くこともなく存在感が希き薄はくだった。

「いやー、いきなり知らない編集が同席してて何事かと思ったでしょうが」

「神保さん、ですね。こちらこそ、よろしくお願いします」

「……あれっ」

　淡たん々たんとお辞儀をするマゴルに、グワズミアが怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「曙橋先生、全然驚おどろきませんね。僕的には結けつ構こうなサプライズだと思ってたんですけど」

「えっ？　あぁ、いや、三木さんが編集長に昇しよう格かくした時点で、いずれこうなるだろうと予測してましたから」

「……そうですか。まぁ、僕も曙橋先生の担当から完全に外れる訳じゃないんで、神保が何か粗そ相そうをしでかしたら密みつ告こくしてください」

　グワズミアは目を細め、ペロペロと舌なめずりをする。

「編集長として、きっちり教育的指導をしてやりますんで、ね」

　愛あい想そ笑いの裏側に、凶きよう悪あくで、卑ひ劣れつで、暴力的で、独どく善ぜん的てきな本ほん性しようが見える。それは、ブラック企業の幹部たちに共通する性格だった。
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　その頃ころ。

「ふぅ。おうどん美お味いしかったです」

　昼食を済ませたカレナは、うどん屋の軒のき先さきからＫ出版第３本社ビルを見上げた。14階建てビルの11階に、短期アルバイトのため訪れた雷らい撃げき文庫編集部がある。

「なんかもう、ビックリすることが多すぎて、疲れました……」

　濃のう密みつすぎる半日間を振ふり返ってみる。どこを見ても美少女イラストが目に入る編集部の内装など、今となっては衝しよう撃げきでも何でもない。そこで出会った人々の方が、何倍も強きよう烈れつだった。

「あの有名な編集長さんが、まさかあんな怖こわい人だとは思いませんでした……」

　元々のイメージが良かっただけに、落差による心理的なダメージは決して小さくない。憧あこがれていた業界の有名人だから、尚なお更さらだ。

　とはいえ、カレナは前職でも社長に殺されかけていて、こういった事態には多少の免めん疫えきがある。驚きよう愕がくの度合いで言えば、より衝撃的だったのは、

『……お前、なんで編集部にいるんだ？』

　高級羽う毛もう布ぶ団とんを最後に売りつけた客が、実は人気ライトノベル作家の曙あけぼの橋ばしタカヒロだった、という噓うそのような事実だ。

「あの立りつ派ぱな家は『とらチキ』御ご殿てんだったんですね……。そうとは知らず、私、色々と失礼なことを……」

　訪問時に抱いだいた疑問が解消され、同時に、恥はずかしさが押し寄せてくる。再会したマゴルにどんな態度を取ればいいかわからず、一言二言だけ交わした後、カレナはすぐにその場を立ち去ってしまった。会話の内容は、全然思い出せない。

「できれば、もう一回、ちゃんとお礼を言いたいです……」

　そんなことを考えながら、カレナの足は第３本社ビルへと向かう。

　フィンの忠告を無視した訳わけではない。

「そういえば、神じん保ぼさんでしたっけ？　妙みように回りくどい言い方で、何を言いたいのか、よくわかりませんでした……」

　最初から、そんなものは、届いていなかったのだ。

「それにしても、コピー機と間ま違ちがってシュレッダーに履り歴れき書しよを入れちゃうなんて、うっかり者ですねぇ」

　慈いつくしむような笑みを浮かべながら、カレナは鞄かばんの中から予備の履歴書を取り出した。

「こんなこともあろうかと、２枚用意しておいて良かったです！」

　颯さつ爽そうとエレベーターに乗り、11階へ。

　この数分後、10人いた筈はずのアルバイトが自分しか戻もどっていないことに気付き、カレナは愕がく然ぜんとするのだった。
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「……毎度のことだが、これ全部にサイン書かなきゃいけないんだよなぁ」

　読者プレゼント企画用の文庫本４００冊さつを前に、マゴルが頭を抱かかえた。グワズミアは別件で退室し、会議室に残ったフィンは、

「多くの読者に支えられて今の曙あけぼの橋ばし先生がある訳わけですから、感かん謝しやの気持ちを忘れず、しっかりファンサービスしてください」

　淡たん々たんとした口調でマゴルを諭さとす。大人気作家を相手に臆おくするような素そ振ぶりは、一いつ切さい見受けられない。

　むしろ、その態度は、

「ていうか、フィンに『曙橋先生』って呼ばれると、やっぱり物もの凄すごい違い和わ感かんがあるな」

「そうね、同感。もう敬語もやめるわ、他に誰だれもいないし」

　明らかに旧きゆう知ちの仲。マゴルと同等、あるいはやや上位からの物言いだ。

「……しかし、とうとうフィンが俺おれのメイン担当か」

「適役でしょ。わたし以上にマゴルのことを知ってる編集がいると思う？」

「……いたら色々困るっつーの」

「大体、メイン担当が変わることは今日きよう初めて知ったことになってるんだから、もう少し驚おどろいたフリをしなさいよ。編集長、怪あやしがってたじゃない」

「すまんな。そのつもりだったけど、ボーッとしてたせいか反応が薄うすくなった」

「また寝不足？」

「それもある」

「確かに、最近『副業』が忙いそがしそうだもんね」

　表情も変えずに、フィンはさらりとその名前を口にする。




「ねぇ、破は邪じやの聖せい剣けん士しさん？」




　ぴくり、とマゴルが反応した。ドア、窓、通気口、一いつ瞬しゆんのうちに視線が部へ屋や中を巡めぐる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、誰も聞いてない。盗とう聴ちよう器きが仕掛けられてないことも事前に確認済み」

「……フィンがそう言うなら、間ま違ちがいないんだろうな」

「探知魔ま法ほうは得意だからね。盗聴器どころか、ベッドの下に隠かくされた伝説の武器だって見逃さないわ」

　フィンに挑ちよう発はつされ、マゴルは苦々しい表情を浮かべた。

「あんたの正体は、世界中でわたしだけが知ってる秘ひ密みつ。だからこそ意味があるんだもの」

「……意味がある、ってのは？」

「逆らえないでしょ、わたしに。警けい察さつに告げ口されたら一発アウトだし」

「残念だったな。俺が本気出したら、警察どころか自じ衛えい軍ぐんが相手でも勝っちまうぞ」

　マゴルが常識外れの脅おどし文句を告げると、

「そうでしょうね」

　フィンはあっさりとその事実を認める。

「でも、ヤーパンランドの国家権力と喧けん嘩かしたエルフが、雷らい撃げき文庫で本を出せると思う？」

「……わかってるよ、ったく」

「そう。作家業を続けていきたいなら、あんたはわたしに従うしかない。担当編集としては、やりやすい状じよう況きようでとっても助かるわ」

　そう言ってフィンは少しだけ俯うつむき、それからマゴルの目をじっと見み据すえた。

「だから、これは、命令」

「……何が？」

「もう、あんなことは終わりにして」

　声が少しだけ低くなる。

「正体がバレたら、小説も書けなくなっちゃうんだよ？　せっかくわたしがメイン担当になってあげたんだから、これを機に、破は邪じやの聖せい剣けんはまた封ふう印いん」

「それはできない」

　フィンの『命令』を、マゴルは途中で遮さえぎった。

「苦しんでる社しや畜ちくがいる限り、破邪の聖剣士はブラック企業を潰つぶさなきゃいけないんだ」

「……あんた、本当に自分の立場わかってる？　わたしに逆らうってことは」

「わかってるってば。フィンが俺おれの情報を売ったら、全部終わり。ゲームオーバーだ」

「わたしがそんなことする訳わけない、って甘く見てるの？　看かん板ばん作家を失うような真ま似ね、編集として絶対できない、なんて」

「いや、逆に、フィンならやりかねないと思ってる」

　目を丸くしたフィンの顔を見て、マゴルはニヤニヤと笑った。

「それはきっと、俺が心配をかけまくって、フィンが我が慢まんしきれなくなったときだ。そうならないように頑がん張ばるから、しばらく見み逃のがしといてくれよ」

「……ばか」

　ムスッとした表情でフィンが呟つぶやく。

「……戦って、怪け我がして、原げん稿こう落とした、とか絶対許さないわよ」

「今まで、かすり傷ひとつでも喰くらったことがあるか？」

「これから先も、ずっと無傷でいられるとは限らないでしょ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺は強いから」

「……そういうこと言ってるから心配なのよ、もう」

　フィンは不満げに目を伏ふせる。マゴルはその反応を楽しむように笑っていたが、

　グオォォン！

　鉄てつ筋きんコンクリート製の建物を大きく揺ゆさぶるような、突とつ然ぜんの轟ごう音おん。

『貴様、死ねぇぇっ!!』

「な、何だ!?」

「……きっとまた編集長ね。誰だれか死んじゃったら大変だから、回復させてくるわ」

　フィンは動じた様よう子すも見せずに立ち上がる。そそくさと廊ろう下かに出ていく後ろ姿を、マゴルは何か言いたげに見つめていた。




「……三み木きさん、どうしちゃったんだ？」

　戻もどって来たフィンに、マゴルが問いかける。

「これから第１本社ビルでＫ出版の役員と会議があるんだけど、その手持ち資料が用意できてなかったみたい」

「で、闇やみ魔ま法ほうを部下にぶっ放したのか」

　フィンは言葉に詰つまった。

「最近メールと電話ばっかりで、直接会うのは久しぶりだったけど、一体いつからあんな人になったんだよ」

「……元々、ああいう人だったんじゃないの。作家の前では本ほん性しようを出さないだけで」

「そんな訳わけあるか。俺おれと三木さんが、どれだけ一いつ緒しよに仕事してきたと思ってるんだ。確かに元から変な人だったけど、編集部の仲間を平気で傷つけるような人じゃなかった筈はずだ」

　マゴルの眼まな差ざしは、とても真剣で、少し怒っているようでもあった。

「……今年に入ってからよ。編集長がだんだん壊こわれてきたのは」

「そういう話は、もっと早く教えてくれよ。なんで黙だまってたんだ」

「……だって、そんなの」

　言葉が途と切ぎれる。

　口ごもったフィンの様子をマゴルはしばらく観察していたが、どうにも空気が沈ちん滞たいしてしまったので、質問を変えてみることにした。

「……殺されたヤツはいるのか？」

「……いない。編集なんてエルフの中でも耐たい久きゆう力りよくが高い人ばっかりだし、怪け我が人にんが出ても治ち癒ゆ魔法で回復させてたから」

「昔から働いてた連中はそうかもしれないが、今はアルバイトみたいな連中が来てるだろう。さっき見かけたぞ、すぐ殺されそうな社しや畜ちく体質のヤツを」

「それも大だい丈じよう夫ぶ。全員逃がしてあげたから」

　フィンが力強く頷うなずいたところで。

　コンコン、という扉とびらを叩たたく音。

「失礼します……。アルバイトの皆みなさんは、こちらにいらっしゃいますか……？」

　予想外の事態に、フィンの表情が固まる。

　ドアの向こうから姿を見せたのは、彼女が逃がした筈のカレナだった。

「あんた、なんで戻もどってきたの!?」

　フィンが絶ぜつ叫きようする。履り歴れき書しよの破は棄きという結けつ構こうなリスクを取り、自じ己こ犠ぎ牲せいの精神で彼女たちを逃がしたというのに、平然と帰って来られたら水の泡あわだ。

「はぇっ？　んっと、おうどんを食べ終わったので……」

「昼食のメニューなんか訊きいてないわよ!!」

　カレナは首を傾かしげる。どうやら本当に事態を把は握あくしていないようだ。

「……フィン、どういうことだ？」

「わたしが訊きたいってば、意味わかんない」

「あっ、曙あけぼの橋ばし先生！」

　マゴルの存在に気付いたカレナは、再び猛もう烈れつな恥はずかしさを覚えて赤面した。

（わ、ど、どうしましょう？　さっき何を話したのかも思い出せません……。そうだ、とりあえず、改めてお布ふ団とんのお礼を！）

「えっと、えっと、その……」

　モジモジと身体からだを揺ゆらしながら、たどたどしい口調で感かん謝しやを伝える。

「あの日、私の、お買い上げ頂いて、ありがとうございました！」

「……はっ？」

　いや、伝わっていない。

　だから、カレナはさらに言葉を重ねる。

「私の、お布団で、寝てくれて、その、気持ちよかったですか？」

「……お買い上げ？　……お布団？　……気持ちよかった？」

　フィンからマゴルに向けて、凄すさまじい殺気が放たれる。下等モンスター相手なら、その眼がん光こうだけで瞬しゆん殺さつできそうだ。

「ちょっと待て、とんでもない誤ご解かいが発生してるぞ!?」

「な、何か、まずかったですか？　お金、いっぱい払ってもらいましたから、もし満足して頂けなかったなら申し訳わけなくて……」

「もう黙だまれ、何も言うな!!」

「……あんた」

　汚きたないものを見下ろすような目で、怒りに身を震ふるわせながら、フィンがぼそりと呟つぶやいた。

「……最低ね」

「だから違うって!!」

「おいこらアルバイトぉっ!!」

　そこにグワズミアまで乱入してきて、事態はますます混こん迷めいを極きわめる。

「こんなところでサボってやがったかぁっ!!」

「ぐひゃっ!?」

　グワズミアはカレナの襟えり元もとを乱暴に摑つかんだ。

「他の連中が１人も見当たらないが、一体どうしたんだぁっ!?」

「わ、私も、知りません……」

　カレナにしてみれば、それを訊ききたいのは自分の方である。

「あぁっ、くそっ、とりあえず貴様だけでもこっちに来いっ!!」

「わあぁっ!?」

　首根っこをズルズルと引きずられ、退室していくカレナ。

　残された２人の間に言葉はなく、実に最悪な空気が流れていた。
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　カレナが連れて来られた部へ屋やには、ひたすら段ボール箱が積つみ上げられていた。中身は応おう募ぼ原げん稿こう、つまり紙なので、とても重量感がある。

「応募総数は１万９９９９、大台にギリギリ届かなかったじゃねぇかよぉっ！」

　そう吠ほえて、グワズミアは椅い子すを蹴け飛とばす。

　ガコンッ！

「ひっ……！」

　至し近きん距きよ離りで大きな音を出され、カレナは委い縮しゆくするばかりだ。

「こうなったら、今から誰だれかに１作品書かせて水増ししてやろうかぁっ？」

「あ、あの、編集長さん……」

「あぁっ？」

　振ふり返りざま、ギロリ、と睨にらみつける。すっかり怯おびえてしまったカレナは、それでも勇気を振り絞しぼって、グワズミアに訴える。

「やっぱり、私だけで全作品を読むのは、無理だと思います……」

　当然だ。

　他のアルバイトが逃げてしまったとはいえ、２万近い原稿の下読みを１人に任せるなど、およそ正気の沙さ汰たではない。

　しかし、そんな正論がグワズミアに通じるかといえば、

「無理じゃねぇっ、貴様は噓うそつきになりたいのかぁっ！」

　やはり駄だ目めだった。

「途中でやめるから無理になるんだ、途中でやめなきゃ無理じゃねぇっ！　最後まで終わった瞬しゆん間かん、無理だって言葉は噓になる、それがわかんねぇのかぁっ！」

（全然わかりません、意味不明です……！）

　グワズミアの剣けん幕まくに押され、カレナは心の中でしか言い返すことができない。

「ぐだぐだ言ってる暇ひまがあったら、さっさと読み始めろぉっ！　期限は２週間後までだ、寝てる時間なんてねぇからなぁっ！」

「は、はいっ！」

「じゃあ俺おれ様さまは行くぞ、役員と会わなきゃならねぇんだ！　サボらずやれよぉっ！」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて、グワズミアは去った。

「はぁっ、怖こわかったです……」

　ひとまず胸を撫なで下ろしたカレナは、改めて段ボール箱の山を眺める。これだけ物量があると、自分がすべて処理しなければならない、という実感すら湧わかない。

「あっ、ぼーっとしてる場合じゃありません。とりあえず、一つ、読んでみましょうか……」

　全作品の担当が非現実的だとしても、一いつ切さいの仕事を放ほう棄きする言い訳わけにはならない。カレナは箱から紙の束たばを取り出し、最初の応おう募ぼ作品に取り掛かった。

【タイトル：姫ひめ騎き士しカレナリエル　～純潔殺しヴアージンブレイカー～】

「ぶっ！」

　本文に入る前から、早さつ速そく試練の到とう来らいである。

「いえ、別に、よくある名前ですからね……」

　カレナリエルというのは、ごく一般的なエルフの女性名だ。応募原げん稿こうには合計２万人以上のヒロインが登場するのだから、こういうことも当然あるだろう。カレナは気を取り直し、ページをめくっていく。

【イェドゥ幕ばく府ふ第77代将軍、徳とく川がわローミオンの時世。シモーツァ国藩はん主しゆの娘むすめ、森もり下したカレナリエルは、気け高だかく美しき姫騎士としてその名を馳はせていた】

　苗みよう字じまで被かぶった。

「ぐ……、いえ、気にせず気にせず！」

　だが、まだ耐たえる。

「えっと、これは歴史モノですね。剣と魔ま法ほうと封ほう建けん政治って感じでしょうか？」

　史実に照らし合わせると、精せい霊れい暦れき１７０００年頃ごろのヤーパンランドを舞台にした作品だろう。戦争の少なかったイェドゥ時代、日々研けん鑽さんを怠おこたらない姫騎士の姿は、サムライたちの士気を鼓こ舞ぶする数少ない存在だった。

【「現藩主を謀ぼう殺さつし、その座を我わが手中に収めるのだ。万全を期すため、遠き西洋の異国より、オークの戦士たちを密ひそかに招しよう集しゆうしている」】

「この男が悪役ですね。イェドゥ時代は鎖さ国こくしてた筈はずですけど、どうやって海外から人を呼んだんでしょうか？」

　選考のため、疑問点をメモに書き留とめながらページをめくる。

【「そうはさせませんっ！　この裏切り者めっ、私が成せい敗ばいしますっ！」】

「ここでヒロイン登場、面おも白しろくなってきましたよ……！」

　先の展開が気になり、ワクワクしながら読み進めていったカレナは、

「あ、れっ……？」

　次第に表情を曇くもらせていく。

【オークの卑ひ劣れつな罠わなに堕おちたカレナは、衣服をすべて剝はぎ取られ、廃はい墟きよの一室で美しい裸ら体たいを晒さらしていた】

「ちょ、えっ……」

　流れ変わったな？

【「カレナ様だっけ？　姫ひめ騎き士しのくせに、こいつは天性の×××だな。初めての×××で×××しやがって、下のお口が×××じゃねーか」】

「な、な、な……」

【「はひぃっ！　私、カレナは、×××なことが大好きな卑いやしい×××でしゅぅっ！　オークのでっかい×××を、私の×××に×××くだしゃいぃっ！」】

　完・全・敗・北。

「何ですかこれええええぇぇぇぇっ!!」

　思わず原げん稿こうを放り投げてしまった。作中のカレナ様ほどではないが、顔は真っ赤で、呼吸は荒く、目には涙なみだが浮かんでいる。

「ここは雷らい撃げき文庫ですよ!?　びしょびしょ文庫とか、七次元ドリーム文庫とか、そういうレーベルじゃないんですよ!?」

　面おも白しろければ何でもあり、とはいえ、さすがに超こえてはいけない一線というものがある。この作品は、その一線を軽々と飛び越こえ、遥はるか彼方かなたへとランナウェイだった。

「うぅっ……、こういう小説は読み慣れてないせいか、精神的につらいです……」

　まだ冒ぼう頭とうのシーンだけ、長編作品の１割程度なのに、被害は甚じん大だいだ。これが趣しゆ味みの読書であれば、本をそっと閉じて棚たなに戻もどすところだが、

「でも、これ、お仕事ですから……」

　カレナは投げ飛ばした原げん稿こうを拾い上げ、再びページをめくる。

「最後まで、ちゃんと読まないと……」

　その表情は、今にも泣きそうだった。




　　　☆　☆　☆




「……極ごく楽らく真ま綿わたの訪問販売員、か。凄すごい経歴の持ち主ね」

　感心したような、呆あきれたような、どちらともつかない口調でフィンが呟つぶやいた。

「それで、あんたと面識があったの」

「こんなところで再会するとは思わなかったけどな」

　マゴルは溜ため息を吐はく。丁てい寧ねいに説明を重ねた結果、ひとまずフィンの誤ご解かいを解消することはできたが、他にも問題は残っている。

「……あいつ、あのままだと殺されるぞ」

　比ひ喩ゆ表現ではない。攻こう撃げき魔ま法ほうによるパワーハラスメントで、物理的に、死んでしまうかもしれないのだ。

「森もり下したさんっていう子、ブラック企業で働いてたのに、あんまり強くないの？」

「はっきり言ってクソ弱い。今の三み木きさんなら５秒で殺せるだろう」

「……それで、あんた、どうするつもり？」

　曖あい昧まいな質問だが、多くを語らずとも、マゴルにはすべて伝わっていた。

「……斬きるしか、ない」

　珍めずらしく、その言葉にはマゴルの迷いが込められていた。

「あんたにとって、編集長はデビュー前からの恩おん人じんでしょ？」

「そうだよ、もう随ずい分ぶんと長い付き合いだ。だからこそ、魂たましいが邪じや悪あくに染そまりきった、三木さんの醜みにくい姿なんて見たくない。俺おれが、この手で、斬るしかないんだ」

　マゴルは思い詰つめたような顔で立ち上がる。

「……どこへ行くの？」

「今日きようは武器なんか持って来てないからな。家まで取りに帰る」

「……駄だ目めよ。帰らせない」

　フィンの瞳ひとみには強い意志が宿っていた。

「さっきも言っただろう。破は邪じやの聖せい剣けん士しは、殺されそうな社しや畜ちくを、黙だまって見過ごすことなんかできない」

　だが、マゴルの意志はさらに強い。

「心配してくれるのは嬉うれしいし、俺に戦ってほしくない気持ちもわかるけど、その『命令』には違い反はんさせてもらう」

「……あんた」

　対するフィンの反応は、とても静かだった。

「一つ、大事なことを忘れてるわ」

「大事なこと？」

「あれを見て」

　２人が視線を向けた先には、４００冊さつの文庫本が積つまれていた。

「サイン、まだ書いてないじゃない」

「……戻もどってきて、色々片付いたら、ちゃんと書くよ」

「それじゃ間に合わないの。今日、郵ゆう便びん局きよくが閉まる前に発送しないといけないんだから」

「いや、早く何とかしないと、あのアルバイトの命が危ない訳わけで」

「そこは何とかする。あの子が殺されないように、私が編集長の注意を引きつけておくから、あんたはさっさとサインを書きなさい」

「だからって」

「大体、先週中に書くって約やく束そくを、あんたがドタキャンしたんでしょうが。読者から『楽しみに待ってます！』ってメール来てるのよ？」

「……むぅ」

　反論できなくなったマゴルは、しばらく考えてからスマートフォンを取り出した。

「……わかった。はくろの力を借りよう」

　その一言だけで、フィンはマゴルの意図を察する。

「……まさか、あんた、はくろに」

「仕方ないだろ、他にいい方法があるか？」

　ぼさぼさの髪かみを搔かき上げながら、マゴルは自宅で待機中のはくろに電話をかけた。




　およそ１時間後。

「……身体からだが、熱い、な。……くっ」

　イーダヴァス駅の改札口に、ギターケースを担かついだ金きん髪ぱつの少女が現れた。フラフラとした足取りで、非常に危なっかしい。

「酔よっ払ぱらいかなぁ、まだ昼過ぎなのに」

「飲んだくれの異種族美女とか、最高だろ」

「海外のアーティストなんじゃねーの？」

　男子大学生のエルフたちが、遠巻きに少女を眺めて品評する。Ｋ出版の最も寄よりとなるイーダヴァス駅は、近くに複数の大学があり、平日の昼間でも利用客が途と切ぎれることはない。往来の激はげしい駅前で、少女は多くの、……主おもに男性の視線を一身に集めていた。

「ようやく駅に着いた。主あるじ殿どのに、一刻も早く、これを届けなければ。……はぁっ、はぁっ」

　切せつない喘あえぎ声が漏もれる。頰ほおを紅こう潮ちようさせ、肩を上下させ、口は半開き状態。そんな姿を目もく撃げきした大学生たちは、それぞれ心の中で、

（なんかエロい）

（すごくエロい）

（そういうビデオの撮さつ影えい中か？）

　と、似たような感想を抱いだいていた。

　ただでさえ、少女の容よう姿しは人目を引く。耳の形状がエルフ種族のものとは異なり、顔立ちも女騎き士しのように凛り々りしい。ギターケースも妙みように大きくて頑がん丈じようそうだ。そのうえ、公共の空間に艶なまめかしい色香を振ふりまいて歩くものだから、注目度はストップ高である。

「身体の、奥の方が、疼うずいて仕方ない。何なのだ、これは、……くっ、ふあっ」

　しかし、当の本人は周囲のことなど気にする余よ裕ゆうがなさそうだ。とろりとした目で地図を確認し、おぼつかない足取りでＫ出版第３本社ビルを目め指ざす。その最初の一歩を踏ふみ出したところで、出で迎むかえの編集者が現れた。

[image: ]

「はくろ、お疲れ様！」

「……フィン殿どの、来て頂けたのか」

「大変だったでしょ、慣れない身体からだで」

「……面めん目ぼくない。変身魔ま法ほうで人型になると、身体の芯しんがじんわりと熱を帯びたような、不ふ思し議ぎな感覚がするのだ」

　はくろ、と呼ばれた少女は、弱々しくフィンの肩に寄りかかった。

「……そうだ。フィン殿ならば、この症状の原因や治なおし方をご存知ではないか？」

「えっ？　んーと、それは」

　フィンは焦あせったような素そ振ぶりを見せた後、

「……いずれ、時が来たら教えてあげる」

　そう言って、はくろの頭を優やさしく撫なでる。

「……今はまだその時でない、か。未み熟じゆくな私には想像もつかないが、フィン殿のことだ。深遠な理由あっての配はい慮りよとお見受けする」

「そ、そうね。はくろがもう少し大人おとなになったら、ちゃんと教えてあげるから」

　身長も、肩かた幅はばも、胸囲も、はくろの方が明らかに大きいから、やや滑こつ稽けいにも思える会話だ。だが、フィンの言い回しは、むやみに大人おとなぶるためのものではない。

（……自分が発情してるなんて聞かされたら、ショックだもんね）

　発情。

　性的興こう奮ふんの高まった状態。

　はくろの正体は聖せい獣じゆうペガサスであり、現在の姿は特とく殊しゆな変身魔ま法ほうによるものだ。この魔法で人型になった女性は、副作用で、もれなく発情してしまう。そのまま人前に出るのは、色々な意味で危険極きわまりない。

　どうして、はくろは、そんなリスクを冒おかしたのか。

　迅じん速そくかつ極ごく秘ひ裏りに、自宅から雷らい撃げき文庫編集部まで、マゴルの武器を届けなければならなかったのだ。

「そのギターケース、預かるわ。中身は私からマゴルに渡しておく」

　優やさしく諭さとすような口調で、フィンがはくろに語りかける。

「し、しかし、せっかくここまで来たのだ。主あるじ殿どのに、直接、この届け物を」

「気付いてないかもしれないけど、あんた、そろそろ今の姿を維い持じできなくなる。活動限界が近いわ」

「な、にっ、……そうなのか？」

「人目につかない場所へ案内するから、変身魔法を解かい除じよして、空から帰りなさい。ずっと人混みにいるのは危険よ」

「くっ、……仕方ない、か」

「じゃあ、こっちに来て」

　やや強引に、はくろの手を引く。

（はくろの魔ま力りよく量なら本当はまだ余よ裕ゆうなんだけど、まぁ、噓うそも方ほう便べんね）

　破は邪じやの聖せい剣けんが隠かくされたギターケースは結けつ構こうな重量で、フィンの小さな肩にストラップが食い込んでしまう。

　人型に変身した聖獣も、

「……あっ、……ふ、うぅん」

　このように、すっかり発情して悩なやましげな声を漏もらすばかり。自力歩行も困こん難なんで、フィンにとっては大きな荷物と同じだ。

　それでも、彼女は歩みを止めない。

（……あいつのためだと思えば、これくらい、全然平気なんだから）

　少しだけ、フィンの鼻息が荒くなった。




　　　☆　☆　☆




【「私、今、とっても幸せです……」

　カレナはそう呟つぶやいて、とっても幸せそうに微笑ほほえんだ】

　原げん稿こうはここで終わっている。どうにかこうにか最後まで読み切ったカレナは、怒りと悲しみで拳こぶしを震ふるわせていた。

「ちょっといい話っぽく締しめてますけど、どう考えてもバッドエンドですよね!?　お父さんも殺されて国も乗っ取られてるのに、快感に負けて『幸せです』って、もう救いようがないですよね!?」

　他にも色々と突つっ込みたいところはあるが、何よりも、まず。

「そもそも、なんでこれを雷らい撃げき文庫に送ってきたんですかあぁっ!!」

　カテゴリー違いというか、レーティング違いだ。あまりにも直接的な描びよう写しやが多く、中高生の読者には、とても届けることができない。

「本当に雷撃文庫でデビューしたいなら、そこはちゃんと考えてください……。他社でエッチな漫まん画がを描かいてるイラストレーターさんも、雷撃文庫でお仕事するときは、黄色いマークが付かないギリギリのところを狙ねらってるんですから……」

　疲れ果てた様よう子すで、カレナは選評シートにＣと書き込んだ。もちろん落選である。

　これで、ようやく１作品。

　残り、１万９９９８作品。

　時計を見ると、既すでに１時間以上が経過していた。このペースでは、睡すい眠みん時間を削けずって必死に頑がん張ばっても、１日20作品が限界だろう。全作品を読み終えるまでに約３年かかる計算だ。

「２週間なんて、やっぱり不ふ可か能のうです……」

　もう一度、山やま積づみの段ボール箱を眺める。絶望が実感を伴ってきた。次の原稿を手に取る気力も湧わかない。

「ちょっと休きゆう憩けいしてもいいですよね……。いいに決まってます、休憩した方が効率は上がるんですから……」

　自分で自分に甘い言葉を囁ささやきながら、カレナは部へ屋やの外に出る。飲み物が買える場所を探して適当に歩き回ると、最初に案内された会議室の前に来てしまった。

　少しだけドアが開いている。

　当然、カレナは中を覗のぞいてみる。

　曙あけぼの橋ばしタカヒロが、独りでせっせとサインを書き続けていた。

「誰だれだ？」

「ひぁっ！」

　思わず声が漏もれる。明らかに、こちらへ振ふり向く前から存在を察知していたようだ。

「……あぁ、お前か」

「はっ、ひっ、そうですっ！」

「まだ無事だったようだな」

「ぶ、え、無事？」

「いや、何でもない。元気そうで何より」

　マゴルの言葉に込められた真意を、カレナが汲くみ取ることはできなかった。

「あの、えっと、曙あけぼの橋ばし先生は、ここで何を？」

「見ての通り、サインを書いてる」

「これ、全部に、ですか……？」

　机の上には、大量の『とらチキ』が並んでいる。新刊の発売日、都市部の大きな書店なら、よく似た光景が見られそうだ。

「俺おれなんかのサインで喜ぶ物好きが、これだけいるなんて、ありがたい話だ」

　山やま積づみの文庫本を眺めて、マゴルは優やさしく微笑ほほえむ。

「だから、こんなモンでいいなら多少は恩おん返がえしさせてもらいます、ってな」

　特段、気負った発言ではない。マゴルにとっては当たり前の感覚だ。

「凄すごい、ですね……」

「凄くも何ともない、人気商売なんだから」

「ふあぁ……」

　カレナの瞳ひとみが、輝かがやきを取り戻もどす。

「私、感動しました！」

「……はっ？」

「いえ、その、もっと私も頑がん張ばらなきゃ、って思いました！」

「ちょっと待て、それは」

「こんなことしてる場合じゃありません、まだお仕事が沢たく山さん残ってるんでした。なので、失礼しますっ！　ありがとうございましたっ！」

「おい、俺の話を」

　バタン！

　半開きだったドアが、勢いよく閉められた。

「……変なスイッチ入れちゃったか？」

　追いかけるべきか一いつ瞬しゆんだけ迷ったが、マゴルは溜ため息を吐はいて、再びサインの作業へと戻もどることにした。




「という訳わけで、２本目いきますよーっ！」

　気合十分、モチベーションを過充電してきたカレナは、次の応おう募ぼ作さくを読み始めようとして、

「って、あれっ？」

　すぐさま異常に気付いた。

「分ぶ厚あついです……」

　雷らい撃げき小説大賞の応おう募ぼ規き定ていは、42文字×34行を１ページとして、長編なら80ページから１３０ページである。

　ところが、カレナが手に取った紙の束たばは、規定の２倍以上はありそうな分量だった。

　中身を確認してみると、本文は１３０ページぴったりだが、膨ぼう大だいな設定資料集が添てん付ぷされている。その大半が、船内の見取り図らしきものだった。

「本当は、こういうのも遠えん慮りよしてほしいんですけど……。とりあえず読んでみましょう」

　審しん査さの公平を期すため、設定資料集には目を通さず、いきなり本文に入る。

【豪ごう華か客船グローリヴリン号。この海上に浮かぶ巨きよ大だいな《密みつ室しつ》が、惨さん劇げきの舞ぶ台たいとなった】

「ふむふむ。密室で起きる連続殺人事件、って感じですね」

　正統派ミステリーらしく、冒ぼう頭とうに死体を転がす、というセオリーも遵じゆん守しゆしている。かと思えば、違う場面では、きっちりとサービスシーンを盛り込んできた。

【「きゃーっ！　着き替がえてるところに入ってこないでよ、バカ、えっち、へんたい！」】

「ほぉっ、いいじゃないですか。こういうのでいいんですよ、こういうので」

　孤こ独どくにグルメを楽しむ人みたいな独白。先程とんでもない過か剰じようサービス（Ｒ指定）を受けたばかりなので、感かん慨がいもひとしおである。

　作品の方は、次々に殺人事件が発生し、主人公とヒロインが容疑者を絞しぼり込んでいく。推すい理りに必要な情報、とりわけ位置関係についての情報が多く、何度も見取り図を確認したくなったが、カレナはぐっと堪こらえて読み進めた。

「文章だけですべてを伝えるのが、新人賞の大原則ですから……。せめて初見のうちは、資料を見ないで頑がん張ばりましょう……」

　頭からプスプスと煙けむりを出しつつ、一いつ生しよう懸けん命めい、犯人が誰だれなのか考える。重要なヒントを見落とさないよう１ページずつ牛歩で進んできたが、ふとページ番号を見て気付く。

　残り10ページしかないのに、解決パートが始まっていない。

「えっ、これ、ちゃんと終わるんですか？」

　嫌いやな予感がしてきた。

【「そうか、わかったぞ！　謎なぞは解とけた！」】

　残り８ページ。

【「乗員乗客、全員を広間に集めてください」】

　残り６ページ。

【「この連続殺人事件の真相について、皆みなさんにお伝えしようと思います」】

　残り４ページ。

【むにゅ。転倒した瞬しゆん間かん、大きなマシュマロみたいな感かん触しよくを手先に覚えた】

　残り２ページ。

【「バカ、えっち、へんたい！　もう知らないんだから！」】

　そして、最終ページ。

【「気を取り直して、本題に戻もどりましょう。犯人は、あなたです！」】

　終わり。

「はぇっ……」

　絶句。

「は、はぇっ!?」

　カレナは慌あわてた。次のページが抜けているのかと思ったが、そういう訳わけでもない。本当に、ここで終わっているのだ。

「ど、ど、どういうことですか!?」

　予感はあった。ページ数の上限までに話をまとめきれず、強引に終わらせてしまうパターンではないか、と。だが、仮にそうだとしても、

「余計なサービスシーンを入れるくらいなら、犯人が誰だれなのか書いてくださいっ!!」

　特に終しゆう盤ばんの強引なラッキースケベは完全に不要だった。そのせいで尺しやくを使い切ったのかと思うと、むしろ憤いきどおりだけが残る。

「うぅっ、すごくモヤモヤします。犯人は誰なんですか？　凶きよう器きはどこに消えたんですか？」

　カレナは悔くやしげに机をバンバンと叩たたいて、

「あっ、そういえば……」

　本文以上のボリュームを持つ、設定資料集の存在を思い出した。

　新たなヒントが摑つかめるかもしれない、などと考えながらその表紙をめくると、驚きよう愕がくの一文が目に飛び込んでくる。

【この作品は、本文の情報だけでは真相に辿たどり着けません。しかし、読了後に設定資料集をご覧らん頂ければ、必ず真実を突つき止めることができる筈はずです】

　実に挑ちよう発はつ的てき。著ちよ者しやの意地悪な笑みが透すけて見えるようだ。ここまでくると明確な規き定てい違い反はんだから、早急にＣ評価を付けるべきなのだが、

「む、むむ、むむむ……」

　カレナに引き下がる気配はない。

「その挑戦、受けて立ちましょう！　こうなったら、私が犯人を見つけてやります！」

　段ボール箱だらけの部へ屋やに、勇ましい宣言が響ひびく。窓から見える空の色は、そろそろ夕方の様よう相そうを帯びつつあった。




　　　☆　☆　☆




「……で、あんまり長いこと変身してて辛つらそうだったから、はくろは帰してあげたわ」

　ギターケースをマゴルに手渡したフィンは、簡かん潔けつに事の次し第だいを報告した。

「やっぱり、単独で電車に乗るのは大変だったか。悪いことしたなぁ」

「後でお礼をちゃんと言いなさいよ？」

「わかってるって。何か美う味まいメシでも食わせてやろう」

　飼かい主ぬしとしての責任を感じ、マゴルは苦々しい表情を浮かべた。発情したまま街を歩くのは色々と問題があるため、はくろを人型の姿で外出させることは基本的に控ひかえている。今回は、かなりイレギュラーなのだ。

「ところで、サインは？」

「あと50冊さつくらいだ」

「はぁ？　あんた、遊んでたの？」

「真ま面じ目めにやってたよ！　それでも終わらないモンは終わらないんだっての」

「……まぁ、いいわ。とりあえず最後まで頑がん張ばって」

　そう言ってフィンは踵きびすを返す。

「わたしはあの子の様よう子すを見てくる」

「おぉ、そっちは頼たのむ。じゃあ俺おれは」

「その不自然に重たい『ギター』で遊ぶのは、全部書き終わってからにしてね？」

「……はいはい」

　自分の考えを見み透すかしたようなフィンの発言に、マゴルは辟へき易えきするばかりだった。




「犯行現場からこっちに抜ける通路があれば、アリバイは崩くずれますよね……。うぅん、何か見落としてるんでしょうか……」

　床ゆかの上に並べた見取り図は、数十枚。白黒で印刷された図形のあちこちに、

『１人目の殺害現場』

『２人目の殺害現場』

『謎なぞの小こ部べ屋や（みんなが広間に集まるまで、犯人が隠かくれていたんでしょうか？）』

　などと書き込まれた、カラフルな付ふ箋せんが貼はってある。

　カレナは靴くつを脱ぎ、四つん這ばいの姿勢で、相変わらず頭から煙けむりを出していた。

「わぁん、悔くやしいです！　何がどうしてこうなったのか、全然わかりません！」

「……それはこっちのセリフよ」

　フィンは混こん乱らんした。下読み作業をしている筈はずのアルバイトが、トリュフを探す犬みたいな格かつ好こうで悔しがっている。本当に、何がどうしてこうなったのか、全然わからない。

「ひゃっ！　い、いつからそこに？」

「いや、さっき来たばかりだけど、……これは何をしているところ？」

「え、えっと、応おう募ぼ原げん稿こうを読むお仕事を」

「そうね、随ずい分ぶんとオリジナリティ溢あふれる読み方だけど」

「あぁ、うぅ……」

　カレナは赤面してうずくまった。最初から肘ひじと膝ひざを床ゆかに付けていたため、ちょうど土ど下げ座ざの体勢となる。

「わっ、ちょっと、頭を上げなさいよ」

「ご、ご、ごめんなさい……」

「べ、別に、怒ってる訳わけじゃないのよ？　状じよう況きようを説明してくれたら嬉うれしいな、って、そう思っただけで」

「あぁっ？　何してんだぁっ？」

　突とつ然ぜんの乱入者に、フィンは慌あわてて振ふり返る。

「……しまった！」

「……おい、アルバイト。貴様、遊んでやがったのかぁっ？」

　悲ひ劇げきと災さい厄やくをもたらす者。

　編集長、三み木きグワズミア。

　役員との面会が何時間も長引くことは稀まれだ。グワズミアが間もなく戻もどることはフィンも把は握あくしており、その注意をカレナから逸そらすため、色々な段取りを考えていた。しかし、

（これは、わりと、最悪の事態ね）

　計算がすべて狂ったのだ。

「い、いえ、その、真ま面じ目めにやってたんですけど……」

「床に紙並べて真面目に読むヤツはいねぇんだよぉっ！」

　グワズミアは激げつ昂こうし、闇やみの炎を掌てのひらに握った。

（……どうしよう、正論だわ）

　フィンは少しだけ悩なやむ。真面目な下読みは、きっと床に紙を並べない。今回ばかりは、グワズミアの主張に分ぶがあるのだ。

（いや、でも、それがあの子を殺していい理由にはならない！）

　そう思い直したフィンは、グワズミアとカレナの間に割って入った。

「これは、わたしの指示です」

「……神じん保ぼ、貴様の指示だとぉっ？」

「こうすることで、普通に読むだけでは見えない、原げん稿こうの違った一面が見えるようになると思いまして」

　言い訳が苦しすぎることは、百も承しよう知ち。

（それでも、ここは、ハッタリ効かせるしかないじゃない！）

　ブラック編集部の邪じや悪あくに染そまって理性的な判断を忘れ、精神論しか受け入れなくなった者に特化した戦術。フィンの選択は、少なくとも、攻こう撃げきの矛ほこ先さきを逸そらすことには成せい功こうする。

「……わかってんのかぁっ？　貴様の指示ってことは、貴様の責任ってことだぞぉっ？」

「はい。ですから、この子に責任は」

「そういえば、他のアルバイトも見当たらねぇんだが、これも貴様の『責任』かぁっ？」

「……それは」

　一いつ瞬しゆんだけ、言葉に詰つまる。

　無意識に、視線が泳ぐ。

　その仕草だけで、グワズミアの攻こう撃げき対象としてロックオンされることは避さけられなかった。

「……詳くわしい経けい緯いは知らねぇが、雷らい撃げき文庫の編集長として」

　黒い火球が、数倍の大きさに膨ふくれ上がる。

「貴様ら、２人まとめて、教育的指導が必要みてぇだなぁっ！」

　殺意を持った、攻撃。

　フィンは咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ姿勢を取ったが、

（駄だ目め、庇かばいきれないっ！）

　爆ばく風ふうに晒さらされた小さな身体からだは、後方のカレナを巻き込み、吹っ飛んでいく。

「きゃあぁっ!!」

「ひえぇぇっ!!」

　２人の悲ひ鳴めいが同時に響ひびく。

[image: ]

　２人の衣服が同時に破ける。

　グワズミアは怒りの収まらない様よう子すで、追つい撃げきの構えを見せていた。

（まずいわ、あんなのが直ちよく撃げきしたら、わたしの耐たい久きゆう力りよくでも生き残れない！）

（私、ここで、死ぬんですか……！）

　フィンとカレナが生命の危機に直面した、次の瞬しゆん間かん。

「ぐはぁっ!?」

　グワズミアは、何者かに背中を蹴け飛とばされ、前のめりに転倒した。

「だ、誰だれだぁっ!?」

　ぎょろりと振ふり返ったグワズミアが目もく撃げきしたのは、白銀の鎧よろい。




「……女の子ヒロインを、むやみに傷つけるな」




「き、貴様は」

「担当作家との打ち合わせで、そう熱く語っていた頃ころもあったらしいが、……今はもう見る影もないか。三み木きグワズミア」

　こんな場所にいる筈はずのない仮面の男が、どこか悲しそうに言い放った。

「おいっ、貴様、破は邪じやの聖せい剣けん士しとかいうテロリストじゃねぇかぁっ！　どこから来た、警けい備び員いんは何してんだぁっ？」

　明らかに、グワズミアは狼ろう狽ばいしていた。今回に限って言えば、１階の受付でペンネームを名乗って入にゆう館かん証しようを貰もらっている訳わけだから、入室経路は珍めずらしく合法だ。もちろん、曙あけぼの橋ばしタカヒロの《副業》を把は握あくしていない編集長が、そんなことを知る筈はずもないのだが。

「……遅かったじゃないの」

「仕事が終わってから『ギター』で遊べ、って誰かさんに言われたからな」

　気絶したカレナの肩を支えながら、フィンがフラフラと立ち上がる。今にも死にそうな状態だが、その顔は笑っていた。

「歩けるか？」

「えぇ、何とか」

「じゃあ、そいつを連れて部へ屋やの外に避ひ難なんしてくれ。この男の動きは封ふうじておくから」

「ぐぇっ！」

　聖剣士はグワズミアの顔面を踏ふみつけ、それから、フィンにだけ聞こえる小声で囁ささやいた。

「その格かつ好こうで外を出歩くなよ、丸見えだから」

「……わざわざ言わないでよ、ばか」

　ぽふっ、と弱々しく聖剣士の肩を叩たたき、フィンは退室していった。

「さて、と」

　仮面の下の表情が、険けわしくなる。

「まずは、こうだ！」

　聖せい剣けん士しは両手で柄つかを握り、剣先を床ゆかに向け、そのまま床に突つき刺した。

　トスン、という軽い音に続いて、ブォン、という鈍にぶい音。大型スピーカーから重低音を出力したみたいに、壁かべも、天てん井じようも、ビリビリと振しん動どうする。

「な、何が起きたぁっ？」

　グワズミアは、すぐ異変に気付いた。

　窓から見える景け色しきが、真っ白な空間に変わっていたのだ。




「時間と空間の連続性を、断ち斬きった」




　聖剣士が、自みずからの奥おう義ぎを解説する。

「この部屋は、今、次元の狭はざ間まを漂っている。過去や未来から分ぶん離りして、独立した世界線の上に存在している」

「……そんな、無茶苦茶なことが」

「できるんだよ。破は邪じやの聖剣に斬れないものはない。光の精せい霊れいに授さずけられた力、甘く見ないでもらおうか」

　数々のライトノベルを担当し、様々な異能力に親しんできたグワズミアでさえ、俄にわかに信じられる話ではない。

「くっ、そぉっ！」

　跳はね起きて、ドアを蹴け破やぶり、廊ろう下かへ逃げ出そうとしたが、

「……なっ」

　そこに広がっていたのは、やはり空白。

「何なんだ、ここは、どこなんだ」

「どことも言えるし、どことも言えない。たとえば、こんなこともできるからな」

　聖剣士が軽く手を挙げると、真っ白な空間に色が付いた。ドアの向こうに見えるのは、今よりも少しだけ若い、三み木きグワズミアと、曙あけぼの橋ばしタカヒロの姿だ。

『とらチキ関連の仕事、ほとんど三木さんだけで受け持って、大だい丈じよう夫ぶなんですか？』

『平気っすよ、僕ぼく、寝なくても何とかなる体質なんで！』

「……あれは、ていうか、ここは」

「懐なつかしいだろう？　Ｋ出版に吸きゆう収しゆう合がつ併ぺいされる前の編集部で、アニメ２期の打ち合わせをしていた頃ころだ」

　業界再編に伴い、雷らい撃げき文庫の発行元は何度か社名が変わっている。Ｋ出版の子会社となる前は、編集部の住所も現在とは違っていた。

『僕ぼくが寝ないことで、他の編集部員が寝ることができる。そういうことに、僕は幸せを感じるんだ』

『いやいや、三み木きさん死んじゃいますって』

『まぁ、別に自じ己こ犠ぎ牲せいでやってる訳わけじゃないんで。こんな楽しい仕事、誰だれかに譲ゆずりたくない、っていうか』

「……俺おれ様さまが、あんなことを」

「本来のあなたは、ああいう人だったと、今でも信じています。……できれば、あなたのことは斬きりたくなかった」

　空間から、再び、色が失われていく。

「でも、俺が斬るのは肉体だけじゃない」

　聖せい剣けん士しが上段に構える。グワズミアの邪じや悪あくな魂たましいに反応して、破は邪じやの聖剣は浄じよう化かの光を放つ。

「本来の姿に、戻もどってもらうために」

「や、や、やめろぉっ!!」

　命乞ごいなど、もう遅い。




「その穢けがれた魂を、ぶった斬るっ!!」




　グワズミアの肉体も。

　邪悪に染そまった魂も。

　ついでに、部へ屋やも。

　振ふり下ろした一いち撃げきが、すべてを、真まっ二ぷたつにしてしまった。

「……ふぅっ」

　深く、息を吐はく。

　悲しみに暮れている場合ではない。聖剣士はゆっくりと目を開いた。

　動かなくなったグワズミアの四し肢し。その向こうには、壁かべ一面が跡あと形かたもなく吹っ飛び、何もない空間が無限に続いている。

「……さすがに、第３本社ビルを倒とう壊かいさせる訳にはいかないからな」

　彼の収入源は、Ｋ出版から支払われる印税である。ライトノベル作家として仕事を続けるためにも、今回は、巻き添ぞえ被害を最小限に食い止める必要があったのだ。




　　　☆　☆　☆




　聖剣士が用意しておいた蘇そ生せいアイテムによって、一度絶命したグワズミアは、魂が浄化された状態で復活した。

「……今思えば、編集長になった頃ころから、僕ぼくは少しずつおかしくなっていました」

　床ゆかの上で膝ひざを抱かかえながら、グワズミアが自身の罪を懺ざん悔げする。

「編集長になってすぐに、Ｋ出版の役員から、雷らい撃げき小説大賞の中止を言い渡されました。今の時代、新人作家なんか、インターネットでスカウトする方が効率的だと」

「……そんなことがあったのか」

　破は邪じやの聖せい剣けん士し、というか、曙あけぼの橋ばしタカヒロのような人気作家でも、この話は初耳だった。

「僕は反対しました。雷撃小説大賞には、きっとこれからも新しい才能が集まります。膨ぼう大だいな手間をかけてでも、続ける価か値ちがある筈はずです」

　グワズミアは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「……でも、理解してもらえなかった。雷撃小説大賞の予算は丸ごとカットされてしまい、どうしても続行させたいなら、人件費を極きよく限げんまで切り詰つめるしかなかったんです」

「それで、下読みが10人だけ、みたいな無理を押し通すことになったのか」

「その前に、切り詰められるところは全部切り詰めたんです。通勤手当を全ぜん額がくカットして、みんな自転車で通ってもらったり」

「そ、そんなことまで」

　なかなか徹てつ底ていしたコストカットだ。雨の日はどうしたのだろうか。

「そこまで頑がん張ばっても、一次選考を去年までと同じ体制で行うことは、到とう底てい不ふ可か能のうで。どうすればいいのか、ずっと悩なやんでいたら、自分の中の悪あく魔まが囁ささやく声が聞こえて」

「気が付いたら、正常な判断ができなくなっていた、と。魂たましいが邪じや悪あくに染そまっていく、典てん型けい的てきな流れだ」

「……僕は、みんなに、酷ひどいことを」

　グワズミアの瞳ひとみに涙なみだが光る。魂が浄化された今となっては、犯した罪の重さに愕がく然ぜんとするばかりだ。

「反省しているのか？」

「反省しています、すごく」

「……その言葉が本気なら、罪を償つぐなう方法は、ある」

　聖剣士が後ろへ振ふり返る。彼の斬ざん撃げきによって部へ屋やの半分近くが消失していたが、応おう募ぼ原げん稿こうの入った段ボール箱は無傷だった。

「この部屋は、一直線に進む時間の流れから断絶している。明あ日すになっても明日は来ないし、何年経たっても『今』のままだ」

「時間が止まっている、ってことですか？」

「そういう言い方もできるな。文字通り、時間は無限にある。だから、１人ですべての原稿に目を通すことも不可能じゃない」

「……なるほど」

　グワズミアは大きく頷うなずいた。

「わかりました。せめてもの償つぐないを、しっかり果たしたいと思います」




　　　☆　☆　☆




「……そんな便利なことができるなら、自分の原げん稿こうが遅れたときも使いなさいよ」

　断絶された部へ屋やから１人だけ帰き還かんしたマゴルから、事の顚てん末まつを聞いたフィンの感想は、いかにも筆の遅い人気作家の担当編集らしいものだった。

「勘かん弁べんしてくれよ。一度だけ使ったことがあるけど、あれ、死ぬほど疲れるんだ。戻もどってから３日くらい寝込む羽は目めになったぞ」

「……編集長、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「体感時間で約３年だから、もっとダメージは大きいだろうが、たぶん死ぬことはない。明日あしたくらいに断絶を修しゆう復ふくするから、医い務む室しつのベッドだけ用意しておいてくれ」

　２人がそんな話をしていると、

「うぅ、ん……」

　床ゆかに転がっていたカレナが、ようやく目を覚さました。

　３人のいる場所は、先程までマゴルがサイン作業をしていた会議室だ。ここなら誰だれかが勝手に入ってくることもなく、服がビリビリに破けた姿をマゴル以外に見られる心配もない。

「あ、れっ、私は……」

「おぉっ、起きたか。生きてて良かったな」

「えっと……、私、なんで……」

　軽く混乱しながら、カレナは記き憶おくを辿たどる。

「あっ、そうです、応おう募ぼ原稿を読まなきゃ」

「応募原稿は、三み木き編集長が全部読んでくれるそうだ」

「へふっ、ふえぇっ……？」

　奇き妙みような声で、カレナが驚おどろきを顕あらわにする。

「ぜ、全部って、１人でですか？　そんなの無理じゃないですか？」

「あー、うん、そうだな。無理に決まってるんだけど、そこは編集長だから」

「そうなんですか……。編集長って凄すごいんですね……」

　そもそも先程までカレナがその無理な命令を執しつ行こうしていたのだが、マゴルはそこをスルーしておいた。せっかく『編集長って凄い』の一言で納なつ得とくしてくれたのに、余計なことを思い出させたら、ますます話がややこしくなる。

「だから、お前はもう、下読みの仕事をしなくていいんだ」

　マゴルは優やさしく語りかけた。もう働かなくていい。その言葉が、社しや畜ちくにとって、最大の救きゆう済さいだと信じて。

　ところが、カレナの反応は、

「じゃあ、私は、何をすればいいんですか？」

「……はっ？」

　予想を裏切るものだった。

「下読みのアルバイトが、下読みをやらなくていいって言われたんだから、帰って寝ればいいだろうが」

「でも、一次選考の他にも色々とお仕事があるって聞きましたけど……」

　募ぼ集しゆう要よう項こうにそう書いてあったのは事実だが、殺されかけた直後にそれを言い出すのは、並なみ大たい抵ていの胆たん力りよくでない。

「ていうか、お前、なんでそんなに編集部で働きたいんだよ？」

「えっと、なかなか雷らい撃げき文庫のお仕事なんてできませんし……、応おう募ぼ原げん稿こうも後でまた読みたいですし……」

「読みたいの!?　なんで!?」

「だって、犯人が……」

　カレナは声を強めて主張する。

「犯人が、まだ、わからないんですっ！」

「……はっ？」

　何を言っているのか、マゴルも、フィンも、さっぱり理解できない。

「いっぱい謎なぞが残ってて、このままだと、夜も眠ねむれません……」

「お前、さっき、そこで寝てただろうが」

　マゴルは呆あきれて溜ため息を吐はく。

「寝てる時間以外ずっと働こうとするな。ここじゃ時間は有限なんだ、他のことが何もできなくなる」

　その言葉は、カレナだけに向けられたものではない。

「フィン、お前もだぞ」

「……えっ？」

「仕事しすぎなんだよ。今日きようだって、そんなにボロボロな格かつ好こうで、まだ働く気だろ？」

「さ、さすがに着き替がえるわよ！」

（他の人に、こんな姿、見られたくないし）

　どう隠かくそうとも何かしら見えてしまう状態。フィンは何とか気き張ばって恥はずかしさを誤ご魔ま化かしているが、それも相手がマゴルだから。不特定多数に公開されるのはプライドが許さない。

「じゃあ着替えたらすぐ帰れ。俺おれも帰りたい」

「そういう訳わけにもいかないわ、今日きようはサイン本も発送しなきゃいけないし」

「わかった、それだけ手伝ってやるよ。郵ゆう便びん局きよくまで運ぶのは力仕事だろうし」

「ちょ、そんな、作家に手伝わせるなんて」

「いいんだよ、細かいこと気にすんな」

　マゴルはフィンの肩に手を置き、顔を覗のぞき込むようにして笑う。

「……あ、ありがと」

　赤面したフィンは、小声で礼を告げた。

　一方。

（何だか、とっても仲が良いんですね……）

　２人の様よう子すを眺めていたカレナは、フィンのことを羨うらやましがっている自分に気付く。

（私も、ここで頑がん張ばっていれば、曙あけぼの橋ばし先生と仲良くなれるんでしょうか……）

　それは『とらチキ』読者としてのミーハーな精神に過ぎなかったのかもしれない。……少なくとも、カレナがまだ本格的に編集部で仕事を始めていない、今日の時点においては。
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　庶しよ民みんの味、ミノ丼どん。

　ミノタウロスのばら肉を玉ねぎと一いつ緒しよに甘あま辛からい汁しるで煮に込こみ、白米の上に乗せるだけのシンプルな料理。……と、思われがちだが、ミノ丼の好みは千せん差さ万ばん別べつで、意外にも奥が深い。つゆは多めか少なめか、七味は振ふるか振らないか、トッピングの種しゆ類るいまで考えたら、エルフの数だけＭＹミノ丼がある、と言ってもいいだろう。

「並なみ盛もり、つゆだくだく、トッピングはチーズと山かけでお願いします！」

　カレナが今日きようの昼食に選んだのは、安くて美う味まい、よつ家のミノ丼である。

「ごくごく……、ぷはぁっ。お腹が空すきました……」

　元気よく注文して、コップの水を飲み干ほす。喉のどが潤うるおったことで、空からっぽの胃い袋ぶくろも食事を受け入れる準備が整ったようだ。

　しかし、それから10分。

「えっと……、なかなか来ませんねぇ……」

　待ちぼうけを喰くらい、次し第だいに苛いら立だちを募つのらせるカレナ。昼ひる休きゆう憩けいの残り時間が刻一刻と減っていく。

「なんでこんなに遅いんでしょうか？」

　カレナはカウンターに身を乗り出し、調理場の中を覗のぞき込んで、

「あっ……」

　察した。

「注文したいんですけどぉ」

「はい、少々お待ちください！」

「さっき頼たのんだお弁当まだなの？」

「はい、少々お待ちください！」

「会計お願いしまーす」

「はい、少々お待ちください！」

　大量の客に対して、店員は１人だけ。あらゆる思考を放ほう棄きしたように、機械的な返答を繰くり返している。

「ま、まさかの『ワンオペ』ですか……」

　カレナは戦せん慄りつした。

　ワンオペとは、ワンオペレーションの略りやく語ご。大体文字通りの意味である。飲食店には客数の極きよく端たんに少ない時間帯があり、店員が２人も３人もいては無む駄だになってしまうから、１人の店員が全業務に対応することで効率化を図るのだ。

　しかし、都内ターミナル駅の正面という立地で、平日昼間のワンオペは厳きびしい。厳しいというより、もう破は綻たんしている。店内はすべての席が埋うまり、その大半が料理を提供されず、カレナと同じように待ちぼうけを喰らっていた。

「うわぁ、ワンオペって大変だなぁ……」

「俺おれ、よつ家では絶対バイトしたくない……」

　厨ちゆう房ぼうに注そそがれる大学生たちの視線は、同情的でこそあるが、とても冷ひややかだ。彼らのテーブルにも、注文した料理はまだ提供されていない。

「もおぉぉっ、もおぉぉっ、うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　突とつ然ぜん、くぐもった鳴き声が店内に轟とどろく。多くの客が顔を上げるなか、最も大きなリアクションを返したのは、海外からの旅行客らしきオークだった。

「ＷＨＡＴ!?　今、スゴイ音ガ聞コエマシタ!!」

「あぁ、あれは『ファラリス』っていう調理器具だよ」

　案内役と思われるエルフが、淡たん々たんと解説を始める。

「ミノタウロス１頭がちょうど綺き麗れいに収まる形をしていてね。冷れい凍とうしたミノタウロスをファラリスにセットして、魔ま力りよくを注入すると、新しん鮮せんなミノ肉が出てくるのさ」

「……トイウコトハ、マサカ、アノ鳴キ声ッテ」

「あぁ、あれは本物の鳴き声じゃないよ。そう聞こえるだけで」

　顔が青ざめていく外国人観光客に、現地ガイドは優やさしく声をかけた。

「うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

「とりあえず、ほら、なかなか風ふ情ぜいのある音でしょう？」

「……エルフノ価か値ち観かん、時々理解デキマセン」

　カルチャーショックを受けるオーク。これも海外旅行の醍だい醐ご味み、と言えるだろうか。

　ミノ丼どんの全国チェーンは幾いくつかあるが、各かく店てん舗ぽの厨房にファラリスが置かれているのはよつ家だけだ。他のチェーンはセントラルキッチンと呼ばれる方式を採用し、ミノ肉の加工をすべて工場で行う。一方、よつ家はそれを客から見える場所で行う。鮮せん度どの差は明らかだ。

　ファラリスは無機質な装置ではない。ミノタウロスをモチーフにした、クールで渋い、けれども愛あい嬌きようのあるキャラクターとして造形されている。昨年にはテレビアニメも放送され、イラスト付きミニどんぶりの抽ちゆう選せんには応おう募ぼが殺さつ到とうした。厨房に設置された機械は、いわば等身大の超合金フィギュアみたいなものだ。

「私ノ国デハ、昔、ヨク似タ名前ノ拷ごう問もん器具ガ使ワレテイマシタ。複ふく雑ざつナ気分デス」

「あははっ、そうだよね。ヤーパンランドって、軍ぐん艦かんだろうと、刀とう剣けんだろうと、何でもキャラクターにしちゃう国だから」

　出来たて、作りたて、という言葉に弱い消費者心理。

　キャラクター化されると愛着を持ちやすくなる文化。

　２つの要素が重なった結果、よつ家のファラリスは、ヤーパンランドの人々から広く愛される存在となっていた。

　……しかし、物事には例外がある。

「ふざけんな、どれだけ客を待たせる気だ！」

　若い男性のエルフが、バンッ、とテーブルを叩たたいて立ち上がった。温おん厚こうなエルフ種族も、食べ物に関しては怒りの沸ふつ点てんが低くなりがちだ。

「申し訳わけありません、少々お待ちください！」

「もおぉぉっ、もおぉぉっ！」

「さっきから同じことばっかり言いやがって、俺おれが店に入ったのは30分前だぞ！」

「も、も、もおおぉぉぉっ！」

「もっ、ももも、申し訳ありません」

「もっ、ももも、もおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

「モーモーモーモーうるせぇんだよぉぉっっ!!」

　何十分も待たされ、苛いら立だちが募つのるばかりの状じよう況きようでは、ファラリスの鳴き声まで怒りの対象となってしまう。巨きよ額がくのマーケティング費用を投じたイメージ戦せん略りやくも、ピークタイムにワンオペ営業を続けていては、逆効果になりかねないのだ。

「もぉ……、お腹なかペコペコですよ、もぉ……」

　あまりにモーモーモーモーうるさいので、カレナにも口調が移ってしまった。腹の虫も先程からずっとグーグーグーグー騒さわいでおり、真夏の夜の牧場みたいに、牛と虫のシンフォニーが奏かなでられている。

　結局、ミノ丼どんが出されたのは、注文から28分後のことだった。




　　　☆　☆　☆




「はぁっ、はぁっ、はぁっ。も、戻もどりました！」

「……そんなに息を切らして、どうしたの？」

　雷らい撃げき文庫編集部に到着したカレナの様よう子すを見て、フィンが訝いぶかしげに尋たずねる。

「えっと、戻り時刻に、遅れちゃいそうで、はぁっ、はぁっ」

　フィンはホワイトボードに視線を移した。

『森もり下した：昼ひる休きゆう憩けい、14時戻り』

「今は、14時ちょうどか。……真ま面じ目めなのね」

　申告した戻り時刻を守るのは基本的なルールだが、打ち合わせが控ひかえている場合などを除けば、数分ほど遅れて戻ることは日常茶さ飯はん事じだ。その点、先日までブラック企業の社しや畜ちくだったカレナは、とても律りち儀ぎである。フィンは感心し、少しだけ自じ省せいしていた。

「エレベーター、１台故こ障しようしてて、すごく混んでて」

「あぁ、そうだったわね。早く修しゆう理りしてくれないかしら」

「だから、私、階段を、ダッシュで」

「……えっ？」

　フィンの表情が曇くもる。

「ここ、11階よ？」

「はひっ、大変でひた……」

　膝ひざに手を置いて、肩を上下させるカレナ。スポーツが得意でも苦手でもない、といった程度の体力では、非常階段を駆かけ登るのも非常に大変だった。今日は気温が高いせいか、ブラウスの襟えり元もとから覗のぞく鎖さ骨こつの辺りにうっすらと汗あせが滲にじんでいる。腋わきの下が見える体勢は取らない方がいいかもしれない。

「そんなに急いでるなら、飛べば良かったのに」

「はぇっ？」

「えっ、あんた、普通のエルフでしょ？　背中に羽は根ねが付いてるじゃない」

「あ、あっ、あぁあーっ！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げて、カレナが自分の背中を見る。邪じや魔まにならないよう小さく折り畳たたんでいるが、確かに、間ま違ちがいなく、空を飛ぶための羽根が生はえているのだ。

「……今の今まで忘れてたの？」

「えうぅ、羽根なんて最近全然使ってなくて……」

「使ってない筋肉は衰おとろえるわよ。まぁ、脚あしだけで11階まで登れるなら心配無用だろうけど」

　現代社会において、エルフが空を飛ぶ機会は少ない。公道での飛行は道路交通法で禁じられているし、駅や商業施設での飛行は迷めい惑わく行こう為いの筆頭として挙げられる。カレナが最後に羽根を使ったのは、おそらく高校時代。体育の授業でエアロサッカーをした日まで遡さかのぼる。

「風で他の人に迷惑をかけない場所なら、このビルの中は飛んでも大だい丈じよう夫ぶだから。今日きようみたいにエレベーターが混んでたら、わたしも１階から飛んで来ちゃうことがあるし」

「そうだったんですか……」

「あと、発はつ狂きようした作家が窓から飛び降おりる事件も稀まれによくあるわ」

「と、飛び降り!?」

「ここで何日か缶かん詰づめ状態になってると、精神が限界を迎むかえて、ダイブトゥブルーしたくなるみたい。どこまでも果てなく夜空をまとって、新しい世界を探しちゃうのね」

　苦笑しながら語るフィンと対照的に、カレナは驚おどろきを隠かくしきれない様よう子すだ。

「まぁ、羽根があるから怪け我がすることはないんだけど、そのまま逃げ出さないように追いかける必要があって、それがちょっと面めん倒どうね」

「大変なんですね、編集さんって……」

「そうよ、猫ねこの手も借りたいくらい」

　背の低いフィンが、やや上うわ目め遣づかいの視線をカレナに向けながら宣せん告こくする。

「という訳わけで、せっかくだから、契けい約やく期間中は色々と手伝ってもらうわ。寝ないで働くような無理はしなくていいけど、猫ねこの手よりは役立ってくれると助かるかも」

「は、はいっ、頑がん張ばりますっ！」

　カレナの返答は、少し声が裏返っていた。




　雷らい撃げき文庫編集長の三み木きグワズミアは、昨日きのうから入院している。

　一昨日おとといの夕方から行方ゆくえ不明になっていたグワズミアは、昨日の早朝、第３本社ビルの廊ろう下かで倒れているところを、１人だけ編集部に残っていたフィンに発見された。酷ひどく衰すい弱じやくしており、近くの病院へ運び込まれ、そのまま緊きん急きゆう入院の運びとなったのだ。命に別状のないことだけが幸いである。

　それほどグワズミアが消しよう耗もうした原因は、雷撃小説大賞の一次選考を１人で担当したことと考えて間ま違ちがいないだろう。彼が発見された時点で、１万９９９９作品すべての選考シートが記入済み、二次選考に残す１４３５作品も決められていた。

　グワズミアが一ひと晩ばんでやってくれました？

　そんなことをできる筈はずがない、と疑問を抱いだく編集部員もいた。しかし、選考シートを確認してみると、しっかり読み込まなければ書けそうもない記述が幾いくつも見受けられる。俄にわかに信じがたい話ではあるが、本当に一次選考は完了したようだ。予算ゼロで、ベテランの外部スタッフに発注できない、絶望的な状じよう況きようにもかかわらず。

　とても素す晴ばらしいことだが、腑ふに落ちない。編集部員たちは首を捻ひねった。

「もしかしたら、編集長、とんでもない能力を隠かくし持ってたんじゃないだろうか」

「隠し持ってたというか、危険すぎる能力だから普段は制限をかけてた、って感じでは」

「なるほど。じゃあアレだな、優ゆう等とう生せいな妹とキスしたら制限が解除される系の」

「……想像したら腹が立ってきた。すっげー羨うらやましいぞ」

「……本当だ。入院したのも、ザマアミロ、って気分になってきた」

　そう強引にでも解かい釈しやくしないと、彼らは自分自身を納なつ得とくさせることができなかったのだ。




　こうして、雷撃文庫編集部には平和が戻もどった。まだ二次選考などの業務は山やま積づみだが、魂たましいが邪じや悪あくに染そまった編集長はもういない。闇やみ魔ま法ほうで殺される心配がないなら、とりあえず問題ないのである。

　一つ問題があるとすれば、下読みアルバイトの処置だろうか。当初の予定だと、一次選考が終わるのは２週間後だったので、そこまで契けい約やく期間が残っている。早めに契約終了することも検けん討とうされたが、

「神じん保ぼさん、作業が終わりました！」

「ありがとう、じゃあ次はこっちね」

「はーいっ！」

（……やる気と元気が凄すごいわ）

　１人だけ残っていたカレナが希望したこともあり、とりあえず２週間、編集部の雑ざつ用ようをしてもらうことになったのだ。

「そういえば、お昼はどこか遠くまで行ってたの？」

「はぇっ？　うぅっ……、戻もどりが遅くてごめんなさい……」

　何なに気げない質問に対し、反射的に謝しや罪ざいするカレナ。これはフィンの方が焦あせってしまう。

「え、え、えっ？　いや、変な意味じゃなくて、ギリギリまで遊んでるようなタイプには見えないから」

　やる気も元気もない新人なら、そういうこともあるだろう。しかし、フィンから見てカレナの印象は真逆。そこに違い和わ感かんを覚えただけで、叱しつ責せきの意図は毛もう頭とうない。

「そうなんですよぉ……。よつ家があんなに混んでるとは思わなくて」

「よつ家？」

「駅前のお店に入ったら、ワンオペで、大変なことになってて」

「あぁ、なるほど」

　今の説明だけで、フィンは大体の事情を察していた。イーダヴァス駅前店の混こん雑ざつぶりはフィンも経験したことがあり、30分ほど待たされた覚えがある。

「よつ家って、まだワンオペを廃はい止ししてなかったんですね……」

「ワンオペ店てん舗ぽは順次閉へい鎖さしてるみたいだけど、あくまでも順次だからね。あの店は都内でも最後の方みたいよ」

「うぅっ、そうでしたか……」

　カレナは半泣き顔で嘆なげく。

「破は邪じやの聖せい剣けん士しさんが、せっかく頑がん張ばってくれたのに……」

「えっ!?」

　フィンは少々過か剰じように反応した。

「ほら、よつ家の社長さんが斬きられちゃったじゃないですか。先々週くらいに。あの後、綺き麗れいになった社長さんが記者会見を開いて、ワンオペを廃はい止しするって宣せん言げんしてくれて」

「あ、あぁ、そんな事件もあったような気がするわね、うん」

「本当に、破邪の聖剣士さんって凄すごいですよね……」

　ぽわわーん、とした表情でカレナが呟つぶやく。

　脳のう裏りをよぎるのは、極ごく楽らく真ま綿わたへ自分を救いに来てくれた、あの日の記き憶おく。

「かっこいいです……」

「かっ、かかか、かっこいい!?」

　思わずフィンは身を乗り出した。予想外の反応にカレナは戸と惑まどったが、

「あっ、そうでした……。あの人、一応テロリストですから、あんまり表立って褒ほめたらいけないんですよね……」

　と、両手で自分の口を塞ふさぐ。木の実を頰ほお張ばるリスのようだ。

「えっと、神じん保ぼさん……」

「何かしら？」

「いえ、その、ごめんなさい……」

「どうして謝あやまるの？」

「だ、だって……」

　その怯おびえた瞳ひとみを見て、フィンはようやく、自分がカレナを睨にらみつけていることに気付いた。

「そ、そうね。公共の場で、かっこいいとか、あんまり言わない方がいいわね」

「へうぅっ、今度から気をつけます……。口には出さず、心の中で想うだけに」

「ひゃあぁっ!?」

「ふぁえぇっ、それも駄だ目めですかっ!?」

「……あ、えっと」

　不意に冷静さを取り戻もどしたフィンが、一言。

「ま、まぁ、心の中で何を考えても自由なんじゃないかしら。あいつのこと、か、かっこいいなんて、わたしは全然思わないけど！」

「んっと、わ、わかりました……」

　フィンの声が震ふるえている理由など、カレナには想像もつかない。

「あっ、いけない。そろそろ行かなきゃ」

「神保さん、午後は外出でしたっけ？」

「『とらチキ』のアニメ関係。曙あけぼの橋ばし先生も一いつ緒しよよ」

「曙橋先生も一緒、なんですか……」

　カレナが復ふく唱しようしたことに、深い意味はない。本当に、まったく深い意味はないのだが、

「な、何よ、何か言いたいことでも!?」

　深い意味があるように、フィンは捉とらえてしまう。

「当然でしょ、わたしはメイン担当なんだからね!?」

「そ、そこに疑問なんて何もないですよっ!?」

　それはきっとフィン自身が、探られたくない気持ちを、あるいは、後ろめたい秘ひ密みつを抱かかえているせいだろうか。




　　　☆　☆　☆




　オフィス街の飲食店は、午後３時くらいになると客がほとんど来ない。よつ家イーダヴァス駅前店も客数は０人となり、昼時の混こん雑ざつぶりが幻まぼろしだったのかと思うほどだが、まだ片付けられていない食器の山は紛まぎれもない現実である。

「……あとちょっと。あとちょっとの辛しん抱ぼうだ」

　相変わらずワンオペ中の店員が、壁かべにもたれかかるような姿勢で呟つぶやいた。

「今週さえ乗り切れば、この店もレベルアップ工事が始まる。そしたら、２ヶ月ぶりに、家へ帰れるぞ」

　魂たましいを浄じよう化かされたよつ家の社長は、ワンオペで運営している店てん舗ぽを一いつ旦たんすべて閉へい鎖さし、数ヶ月後にリニューアルオープンする計画を発表した。常時２名以上の体制を整えるためには、結けつ構こうな数の人員を確保する必要があり、しばらくは休業を余よ儀ぎなくされるのだ。

　この休業について、よつ家の社長は、レベルアップ工事という不ふ思し議ぎな呼称を使った。工事といっても建たて屋やを改かい築ちくする訳わけではなく、運用体制見直しの一環で、厨ちゆう房ぼう設備を交こう換かんするなどの措そ置ちが主しゆとなる。ちょっとした模も様よう替がえ程度のものと考えていい。

　しかし、工事計画の中には、ワンオペ廃はい止しと同じくらい重要な項こう目もくがあった。

　ファラリスの撤てつ去きよである。

「もう、お前とも、お別れだな」

「もおぉぉっ、もおぉぉっ！」

　鋼こう鉄てつの牛人に向けられる店員の視線は、あまり好意的なものではなかった。

　ファラリスといえばよつ家、よつ家といえばワンオペ。世間一般の認識とは異なり、店員にとって、ファラリスはワンオペの象しよう徴ちようなのだ。

　他チェーンの従業員よりも格段に作業量が多いのは、ファラリスが厨房にあるから、と言い切ってしまっていい。これがセントラルキッチン方式になれば、よつ家の労働環境は、幾いくらかでも適正化されるだろう。

「今後はお前の声を聞かずに済むと思うと、本当に気が清せい々せいするが、……ちょっとだけ、名残なごり惜おしくもあるな。不思議なもんだ」

　ある意味では戦友とも呼べるファラリスを見つめ、店員がそんなことを呟いていると、自動ドアの開く音が聞こえた。来客である。

「あっ、いらっしゃいませ」

「ワンオペ、大変ご苦労様です」

　現れたのは、細身のスーツを来た眼鏡めがねの男。ただの客ではなさそうな雰ふん囲い気きだ。

「……本部の方ですか？」

「はい。首都圏けん地区統とう括かつマネージャー、などという大たい層そうな肩書を頂いている者です」

　統括マネージャーと名乗る男は、顔面に張り付いたような微笑ほほえみを浮かべ、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。統括ということは、イーダヴァス駅前店に時々やって来るエリアマネージャーよりも、さらに偉えらい人物なのだろう。店員は俄が然ぜん焦あせり始める。

「す、すみません、食器は今すぐ片付けます！」

「あぁ、お構いなく。この店てん舗ぽは、本日現時刻より、レベルアップ工事に入りますから」

「……えっ？」

　予想外の情報に、店員は戸と惑まどった。

「レベルアップ工事、来週から、って聞いてたんですけど」

「本来の予定ではそうなっていましたが、急きゆう遽きよ早まったんですよ。僕ぼくの独断で」

「……そ、それじゃあ！」

　店員の顔が少しずつ明るくなってきたところで、

「これで君のワンオペも終わり、……とでも思いましたか？」

　頰ほおをピクリとも動かさず、冷たい微び笑しようを張り付かせたまま、統とう括かつマネージャーは淡たん々たんと語り始めた。

「社長が急に方ほう針しん転てん換かんしてしまったせいで、現場で働く君たちには、大変な不安を抱かかえていることでしょう。もっとワンオペを続けたいのに、もうワンオペができないなんて。君も、そう思っているのでは？」

「……えっ？」

「ワンオペとは、たった１人で大切なものを守り抜く、栄えい誉よある戦い。そこに身を投じてきた君は、今いま更さら、ぬるま湯のような平和など望まない筈はずです」

「い、いや、そんなことは」

「安心してください」

　統括マネージャーの身体からだから、邪じや悪あくな瘴しよう気きが醸かもし出される。

「これからも、これまでと変わらぬ日々を僕が保障しましょう。ファラリスと共に、君はいつまでもワンオペを続けることができます」

　右手に凝ぎよう縮しゆくした瘴気を握り締しめ、統括マネージャーはゆっくりと店員に歩み寄った。得え体たいの知れない恐きよう怖ふを覚え、店員は一歩も動くことができない。

「な、な、何を」

「……さあ。身も心も、そして魂たましいも、ワンオペに捧ささげて頂きますよ！」

「ぎっ、ぎやああああああぁぁっっ!!」

「うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　客のいない店内に、２つの悲ひ鳴めいが重なり合った。




　　　☆　☆　☆




　数時間後。アニメーション制作会社ＡＬＣでの打ち合わせを終えたマゴルとフィンは、同じ方向の帰路についていた。

「森もり下したさんっていうアルバイト、結局、編集部で働くことになったのか」

「そうね。まず２週間だけ手伝ってもらって、その先はどうなるか未定、って感じ」

　原作者を交えての打ち合わせは終しゆう始し和なごやかなムードで、わざわざ帰り道で再確認するような懸けん案あん事項もなかった。作家と編集者の信しん頼らい関係が構こう築ちくできていないと、話題が途と切ぎれて気まずい空気になりかねない場面だ。

「で、どんな雑ざつ用ようを押し付けたんだ？」

「雑用なんて、人聞きが悪いわね。一次選考通過者の住所氏名年ねん齢れいを打ち込む作業、結けつ構こう大変なのよ？」

「わかってるよ。アルバイトなんだし、あんまり遅くまで働かせるなよ？」

「……森もり下したさんのことになると、随ずい分ぶん優やさしいのね」

　信頼関係云々とはまったく違う理由で、２人の間に気まずい空気が流れ始める。

「えっ、何が？」

「……別に、何でもない」

（どう見ても何でもない雰ふん囲い気きじゃないが）

　フィンがマゴルから視線を逸そらしてしまったので、その視線の先にマゴルは回り込んだ。

「……何よ？」

「ていうか、フィンにも常々言ってるだろうが。俺おれの担当でもあるし、仕事を頑がん張ばってくれるのは助かるけど、心の底から社しや畜ちく化かするんじゃねーぞ、って」

　周囲に漏もれ聞こえないよう声を潜ひそめつつ、マゴルは言葉に熱を込める。

「俺がブラック企業と戦ってるのは、不幸な社畜を、１人でも多く救うためだ。それなのに、一番身み近ぢかなフィンを守ることができなかったら、なんかもうアホだろ」

「……あ、ありがと」

　まっすぐ見つめてくるマゴルの視線。とても直視することができず、フィンは赤面しながら目を逸らした。

（……もう、駄だ目め。反則。かっこいい）

　そんな本心は、とても口に出せない。

「だから、今日きようもウチで《あれ》やったら、そのまま家に帰れよ？　会社に戻もどって仕事、とか言わせねーからな？」

「そ、それは大だい丈じよう夫ぶ。ホワイトボードに『曙あけぼの橋ばし先生自宅、直帰』って書いてきたから」

　マゴルがその意味を理解するまでに、少しだけ間があった。

「……あっ、そうか。俺のメイン担当になったから」

「そういうこと。これからは、堂々とあんたの家に行ける。毎週の《あれ》も、コソコソする必要がなくなった、って訳わけよ」

　フィンは呼吸を整えてから、マゴルの顔を覗のぞき込む。

「これで、ますます捗はかどるわ」

「……捗はかどるって、何が？」

「それは、まぁ、色々よ」

「答えになってねーぞ」

「答える気がないもの」

　その返事を聞いたマゴルは問答を諦あきらめ、小さく舌打ちをした。対するフィンの表情は、どこか楽しそうだ。

　と、そこへ、フィンのスマートフォンがメールの着信を告げる。

『オレンジ色になりたいの♪　止まらないスピードになりたいの♪』

　このメロディは『とらチキ』アニメ３期のエンディング曲だ。

「……あっ、来た」

　自信に満ちた表情で、フィンがマゴルに画面を見せる。

「おぉっ、これは！」

「できたてほやほやの描かき下ろしイラストよ」

　イラストレーターの白びやく蓮れんゴッサム先生から『とらチキ』アニメ４期の特とく典てん冊さつ子し用ようイラストが届いたのだ。とても美び麗れいで、とても肌はだ色いろな逸いつ品ぴんが。

　ヒロインたちの中でも特に人気の高い、ありすとさくら。その２人が、あられもない姿を惜おしげもなく晒さらしている。表情もどこか妖よう艶えんで、男子中高生のファンにとっては一生の宝物となるだろう。

「白蓮さん、相変わらずいい仕事してくれるなぁ。ありがたや、ありがたや」

　胸元を、腰こし回りを、瞳ひとみを、指先を、マゴルは食い入るように見つめた。自分の作品のイラストを拝はい見けんするのは、ライトノベル作家が最も幸福を感じる瞬しゆん間かんの一つだ。

「あぁ、良かったわ。これをデザイナーさんに転送すれば、今日きよう中に絶対やらなきゃいけない仕事は終了。安心して《あれ》に専念できる」

　スマートフォンをしばらく操そう作さした後、バッグの奥底にしまい込む。

「さっ、行きましょうか、あんたの家に」

　動物園へ遊びに行くみたいに、フィンは嬉うれしそうな笑みを浮かべた。




　　　☆　☆　☆




「ふぅっ。そろそろ終わりが見えてきました」

　編集部で作業中のカレナは、んーっ、と背伸びをした。窓の外はまだ明るい。このペースで打ち込み作業を続ければ、午後５時過ぎには完了するだろう。

「これが終わったら今日は帰っていい、って言われましたけど、うぅん……」

　カレナが極ごく楽らく真ま綿わたで働いていた頃ころは、ほぼ毎日、最終列車で帰宅していた。日付が変わる前に家へ着いたことなど、おそらく一度もない。そんな環かん境きように慣れていると、明るいうちに帰宅するなんて、むしろ不安を覚えてしまう。

「もしかして、これは罠わななんじゃないでしょうか……。自分だけ先に帰ろうとしたら、すかさず呼び止められて、一番大変なお仕事を任されるパターン……」

　被ひ害がい妄もう想そうは止まらない。ブラック企業で死にかけたカレナは、最悪の場合殺される、という前提で物事を考える。開発中のＭＭＯＲＰＧのベータテスターを任され、実はそれがログアウト不ふ可か能のうなデスゲームで、といった展開も想定済みだ。頭に謎なぞの機械を付けろと言われても、断だん固こ拒きよ否ひする構えである。

　そんなことを考えているところに、

「失礼、ちょっといいかな？」

　後ろから声をかけられる。

「ひゃぁっ、許してください！　ログアウトさせてください！」

「……えーっと、何の話？」

「はぇっ？」

　カレナが涙なみだ目めで振ふり返った先には、雷らい撃げき文庫専属のデザイナーが立っていた。筒つつ状じように丸めた紙らしきものを手に持っている。

「『とらチキ』の件で確認したいことがあるんだけど、神じん保ぼさんは不在？」

「んっと、はい、今日きようは……」

　ホワイトボードに視線を送る。

『神保：ＡＬＣ→曙あけぼの橋ばし先生自宅、直帰』

「あぁ、そうなのか。うーん、どうしようかな」

「何かあったんですか？」

「いやぁ、さっき白びやく蓮れん先生の描かき下ろしイラストが転送されてきたんだけど、それがもう笑っちゃうくらい凄すごいんだよ」

「凄い……？」

「実際に見た方が早いか」

　デザイナーは、丸めた上質紙を机の上に広げた。

「わっ……！」

　思わず、声が漏もれる。

「こ、これ、本当に雷撃文庫のイラストですか？　雷撃姫ひめじゃなくて？」

　大人のエルフしか買えない雑ざつ誌し名が咄とつ嗟さに出てくる。要するに、そういう絵だったのだ。

「いやいや、これ『とらチキ』だから。アニメ４期の特とく典てん冊さつ子し用よう」

「はぇっ？　あっ、本当ですね……。右がありすちゃん、左がさくらちゃん……」

「実に素す晴ばらしいイラストだと思うけど、凄すぎて困っちゃうんだよ。ほら、ここ、完全に見えちゃってるし」

　ペン先で、ありすとさくらの身体からだをツンツンする。何が、とはあえて言わないが、雷らい撃げき文庫的に見えてはいけないものがハッキリと露ろ出しゆつしていた。

「えっ、と……。このイラスト、もしかして、使えないんですか？」

「少なくとも、何らかの加工は必要だね。ただ、装そう丁ていだけで隠かくそうと思ったら、相当わざとらしい構図になっちゃうかもしれない」

「つまり……、イラスト自体を修正してもらう必要がある、とか？」

「最悪そういう話なんだけど、その必要があるかどうか微び妙みようなところだな」

　イラストを職人の眼がん光こうで凝ぎよう視ししつつ、デザイナーは首を捻ひねった。

「最初から装丁で隠す前提のイラストなのか、それとも白びやく蓮れん先生のうっかりミスで見えちゃってるのか、その辺りを確認したかったんだけど」

「わかりました、神じん保ぼさんに聞いてみます！」

　カレナは固定電話の受話器を取り、事前に知らされていたフィンの携けい帯たい番号を押す。

『おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないため……』

「な、なんで!?」

　愕がく然ぜんとするカレナ。手からこぼれ落ちた受話器がコードに吊つられて、ぷらーん、ぷらーん、と左右に揺ゆれた。

「地下にいるか、スマホの電池切れか。……まぁ、緊きん急きゆうって訳わけじゃないし、明日あした確認するよ」

「えっと、それでいいんですか……？」

「今日きよう中にデータを転送してくれ、って神保さんには言ったけど、これじゃ仕方ないし。もし修正依い頼らいを出すことになっても、明日の朝イチだったら、まだ余よ裕ゆうがある筈はずだから」

　デザイナーは肩をすくめて立ち去ろうとしたが、

「待ってください！」

　カレナがそれを制止する。

「万が一ってこともありますし、やっぱり今日中に確認した方がいいような気がします！」

「……いや、別に、そこまでしなくても」

「大だい丈じよう夫ぶです、私に任せてください！」

　どん、と胸を叩たたいたつもりだったが、ぽよん、という効果音になってしまう。そんなことは気にもせず、カレナは使命感に燃もえている様よう子すだ。

　デザイナーの方は、正直なところ、一いち抹まつどころではない不安を覚えていた。余計なことはしない方がいい、と言い聞かせることも考えたが、カレナの純じゆん真しんな意欲に押し負ける形で、

「……神保さんに、あんまり迷めい惑わくをかけないようにね」

　やんわりと忠告するだけに留とどめておいた。




　ピンチはチャンス、という考え方をブラック企業は好んで使う。たとえば、こんな感じで。

【最終列車を逃した（泣）[image: ！！！]

　でもこれはチャンス（笑）[image: ！！！]

　朝まで会社で働くことができる[image: ！！！]

　周りのみんなが寝ている間に《圧あつ倒とう的てき成長》[image: ！！！]

　深夜は運行しない鉄道会社に《圧倒的感かん謝しや》[image: ！！！]】

　一いつ見けんポジティブな発言だが、その実、ろくでもない状じよう況きようを正当化しているだけ。こういった表現に違い和わ感かんを覚えなくなったら、社しや畜ちくとしての洗せん脳のうが進んでいる証しよう拠こだろう。

　その意味で、カレナはまだ社畜だった。

　極ごく楽らく真ま綿わたで叩たたき込まれた思想、そこで得られた僅わずかな成せい功こう体験が、転職を果たした今もカレナの行動基準となっている。

「営業部長が帰っちゃった後、お家うちまで報告書を持って行ったことがありました！　なかなかやる気があるじゃないか、って珍めずらしく褒ほめてもらいましたねぇ」

　電話が繫つながらない（泣）[image: ！！！]

　でもこれはチャンス（笑）[image: ！！！]

　それはきっと、ブラック企業でしか認められない発想である。まともな会社のまともな上司なら、帰宅後に突とつ撃げきされても迷めい惑わくとしか感じない筈はずなのだが、その辺りのズレにまだカレナは気付いていない。

「えっと、じゃあ、神じん保ぼさんの住所を調べて……」

　ごそごそと書しよ類るいを探し始めたカレナだったが、ふと顔を上げた拍ひよう子しに、

『神保：ＡＬＣ→曙あけぼの橋ばし先生自宅、直帰』

「ほぁっ……」

　ホワイトボードの記述を見返して、ぴたりと手が止まった。




　　　☆　☆　☆




　マゴルの家はＹＲ東フナヴァス駅が最も寄よりとなる。ソーブ線の各駅停車しか停まらないわりに、列車の本数は多い方だろう。通勤通学の時間帯は激はげしく混こん雑ざつするが、自宅が仕事場のマゴルには関係ない話だ。

「あっ、いけない」

　駅でスマートフォンを取り出したフィンは、電池が切れていることに気付いた。

「家に着いたら、充じゆう電でん器き、借りるわね」

「それは構わないけど、その前に寄り道させてくれ」

「どこへ？」

「夕ゆう飯はんを買って帰る。よつ家で」

「……なんで、よつ家なの？」

　フィンが立ち止まる。少し先を歩いていたマゴルも、足を止めて振ふり返った。

「なんで、って言われても。安いし美う味まいし便利だし」

「確か、先週わたしが来た日もよつ家だったわよね？」

「そ、そうだったか。よく覚えてるな」

「……何日目？」

「えっ？」

「今日きようで、何日連続よつ家なの？」

　ジトッとした瞳ひとみで問い詰つめられ、マゴルは少々たじろいだ。

「……あー、たぶん、10日目くらい」

「……はぁっ。そんなことだろうと思った」

　フィンは溜ため息を吐はき、大げさに頭を抱かかえる。

「まぁ、サラダで野菜を補おぎなったり、トッピングを毎回違うものにしたりすれば、何とか栄養のバランスは保てるだろうけど」

「……いや、俺おれ、そういうのは頼たのまない」

「えっ、じゃあ」

「ミノ丼どん並なみ盛もり１つ、それだけ。店員も楽でいいだろう」

　マゴルがそう言って笑うと、

「あんた、何考えてるの!?」

　フィンは本気で怒り出した。

「病気で倒れてから後こう悔かいしても遅いのよ!?」

「わっ、と、そんな怖こわい顔しなくても」

「怖い顔にもなるわよ。只ただでさえ小説家って不健康になりやすいのに、そんな不ふ摂せつ生せいを続けてたら、絶対ロクなことにならない。ていうか死んじゃう」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、俺、他の作家よりも身体からだは動かしてる方だと思うし」

　宥なだめるような口調でマゴルが弁解する。誰だれも測定したことはないが、破は邪じやの聖せい剣けんでブラック企業を潰つぶす運動は、それなりにカロリーを消費している筈はずだ。

「そういう問題じゃない!!」

　しかし、フィンはその理屈を一いつ蹴しゆうする。

「あぁ、もう、わかった。こうなったら仕方ない」

「……何が？」

「今夜は、わたしが、あんたの夕ゆう飯はんを作る」

「……はっ？」

　予想外の提案を受け、マゴルは戸と惑まどいを隠かくしきれない。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。俺おれが毎日よつ家に通ってるのは理由があって」

「どんな理由があっても、身体からだに悪いことは変わりないでしょうが！　作家の体調管理も編集者の仕事、あんたが倒れたら困るのよ？」

「だからって、そこまでしてもらわなくても」

「何よ、わたしの料理なんか食べたくない、って言うの？　この前のミノじゃが、美お味いしくなかった？」

「いや、あれは確かに美う味まかったし、料理の腕に不満がある訳わけじゃないんだが」

「それなら文句ないわね。じゃあ、まずはスーパーで食材の買い出し」

　スタスタと、足早にフィンが歩き出す。その小さな背中をマゴルは呆あきれたように見つめ、

「……文句は山ほどある、っつーの」

　とだけ呟つぶやいて追いかけた。




（や、ややや、やた、やった、やったあぁっ!!）




　歓かん喜き、興こう奮ふん、達成感。

　マゴルに背を向けたフィンは、こみ上げる笑いを必死に嚙かみ殺し、もはや他ひ人と様さまに見せられないレベルのトロトロな顔をしていた。

（ご飯はん、ご飯、マゴルのためにわたしがご飯!!）

　マゴルに見えない位置で、小さくガッツポーズ。自宅を訪問することも手料理を振ふる舞うことも決して初めてではないのだが、そうとは思えないほど、実に嬉うれしそうな様よう子すだ。

（あぁっ、もうっ、最近色々捗はかどりすぎ！　メイン担当になれたから、堂々とマゴルの家に来ることができるし？　体調管理のためにご飯も作ってあげなきゃだし？　これってもう完全に、わたし、マゴルの）

　カラーンカラーンカラーン。

『病やメル時モ、健すこヤカナル時モ、死ガ２人ヲ分カツマデ……』

　突とつ然ぜん、フィンの脳内に広がる夢の世界。ウェディングベルが鳴り響ひびき、牧師がたどたどしいヤーパンランド語を読み上げる。

『新しん婦ぷフィンドゥリルハ、新しん郎ろうマゴルヒアヲ、永遠ニ愛スルコトヲ誓ちかイマスカ？』

（きゃああああああぁっ!?）

　ぷるぷるぷるぷる、何度も首を横に振って、湧わき上がる妄もう想そうを必死に搔かき消す。

（早過ぎ!!　結けつ婚こんとか、お嫁よめさんとか、そんなこと考えちゃうの早過ぎだって!!）

「……あいつ、何やってんだ？」

　後ろから様子を眺めていたマゴルは、不ふ思し議ぎそうに呟いた。

　フィンのスマートフォンが電池切れになっていることなど、２人とも、すっかり意識の外に置き忘れているようだ。




　　　☆　☆　☆




　来客を出で迎むかえたのは、純白のペガサスだった。

「……フィン殿どの、今日きようはまた随ずい分ぶんと大荷物で」

「えーっと、その、マゴルに夕ゆう飯はんを作ることになって。ほら、毎日ミノ丼どんじゃ健康に良くないでしょ？　だから、その食材を、ね」

「主あるじ殿どのは、それだけの量を食べ切れるだろうか」

「あ、あはは、ちょっと買い過ぎたかしら」

　レジ袋ぶくろ４つに分けられた食材は、とても１食分とは思えない。玄げん関かんの床ゆかに荷物を置いたフィンは、引きつった笑いを浮かべている。

「食い切れる訳わけないだろ、俺おれははくろと違うんだから」

　近所のスーパーマーケット経由で帰宅したマゴルは、呆あきれた様よう子すで髪かみを搔かき上げた。

「はくろ、今日きようは人型でメシを食うか？　フィンの料理、余らせるのも悪いし」

「……フィン殿、それでよろしいだろうか？」

「えっ？　えーっと」

　フィンは少しだけ迷った後、

「そ、そうね。３人で食卓を囲むのも悪くないわ」

（……大失敗だわ、わたしのばか）

　肩を落としながら承しよう諾だくした。敗はい因いんは、夢ゆめ見み心ごこ地ちのまま、目についた品物を全部カゴに入れてしまったことだろう。

「では、早さつ速そく」

「あ、待って！」

　はくろが使おうとした変身魔ま法ほうに、フィンがキャンセルをかける。

「その前に、いつもの《あれ》を済ませちゃった方が」

「……それもそうか。じゃあ、フィン」

　マゴルはレジ袋を拾い上げ、

「はくろの《定期健けん診しん》、よろしく頼たのむぞ」

　それだけ言い残し、キッチンへ食材を運んでいった。




　エルフの日常的な乗り物としてペガサスが飼し育いくされていたのは、もう何百年も前の話だ。

　魔ま導どう車しやの走る舗ほ装そう道路、魔導列車の走る鉄道、といった交通インフラが津つ々つ浦うら々うらまで広がったのは、フィンの祖そ父ふ母ぼが少年少女だった時代。ヤーパンランドの経済成長に伴い、魔ま鉱こう石せきの安あん価かかつ安定した供給が可か能のうとなり、燃ねん費ぴの悪いペガサスには趣しゆ味み以外で乗る者がいなくなっていた。

「干ほし草の消費量、なんか随ずい分ぶんと少ないみたいだけど」

「先日、人型に変身したまま食事を頂いたからだろうか」

　そんな会話を交わす２人、いや、１人と１頭の前には、天てん井じようギリギリの高さまで干し草が積つみ上げられている。部へ屋やに出してあるのは１日分に過ぎず、地下の飼し料りようプールでは１ヶ月分の備び蓄ちくが空間を埋うめ尽つくす有あり様さまだ。

「エルフ用の食事じゃ、全然お腹なかいっぱいにならないでしょ？」

「いや、そうでもない。食べ放題の店だったので、それなりに満足することができた。最後には、二度と敷しき居いを跨またぐな、と塩を撒まかれてしまったが」

「……あんたが来たら、どこの店だって出禁になるわよ」

　苦笑するフィンの脳のう裏りに、ふと、昔の記き憶おくが蘇よみがえった。

『……お父さん、はくろをどうするの？』

『これ以上、あんなにエサ代は出せん。手放すしかないだろう』

　フィンの実家は、代々牧場を経営している。数百年前は貴き重ちような労働力となったペガサスも、機械化の進んだ現在は無用の大おお飯めし喰ぐらいと化していた。莫ばく大だいな飼料代が、すべて無む駄だな費用でしかないのだ。

　しかし、牧場主が『手放す』と言うとき、それは『殺す』と同義である。

「……はくろを引き取ってくれたのがマゴルで、本当に良かった」

　そうでなければ、はくろは今ここに存在しなかった。体温を測り、脈みやく拍はくを数え、その生命を確かめるようにフィンは呟つぶやいた。

「まったく、その通りだ。主あるじ殿どのの恩おん義ぎは、山よりも高く海よりも深い。私のような小さき者が報むくいることなど到とう底てい叶かなわないが、せめてその万分の一でも」

「あ、ごめん、歯を見せてほしいんだけど」

「……むっ？」

　話の腰こしを折られたはくろは、不満そうな瞳ひとみでフィンを見つめる。

「ほら、イーッ、って」

「……いぃぃ」

　言いたいことは色々あるのだが、はくろはフィンにも恩義がある。逆らうことができない。

「……歯の状態もＯＫ、これで全部異常なし」

　診しん断だん結果を書き終えて、フィンは満足そうにカルテを閉じた。額ひたいから生はえた一本角づのを撫なでてやると、はくろは気持ちよさそうに小さく震ふるえる。わりあい感かん触しよくが柔やわらかいのは、気分が落ち着いている証しよう拠こだ。

「うん、良好。あっちこっち飛び回ってるから、調子を崩くずしてないか心配だったけど」

「主あるじ殿どのの出しゆつ撃げきに付き合うくらい、私には容た易やすいものだ。最近調子がおかしくなったのは、破は邪じやの聖せい剣けんを届けに出向いた、あの一件しかない」

「……あれは大変だったわね、本当に」

　フィンは咄とつ嗟さに目を逸そらした。赤ちゃんはどこから来るのか、幼い子どもに訊きかれた母親のようだ。発情について隠かくしている訳わけだから、あながち比ひ喩ゆにもなっていないが。

「そういえば、人型になると角つのが怒ど張ちようして硬かたくなるのだが、あれには何の意味が」

「……気にしなくていいわ。病気じゃなくて、正常な生理反応だと思えばいいから」

　さらに答えづらい質問が来て、フィンはますます気まずい表情となった。

「……己おのれの肉体ながら、存外、知らぬことも多いようだ」

「そ、そうね。自分の身体からだは自分が一番知ってる、なんて思ったら大おお間ま違ちがいよ。本当にわかってるなら、この定期健けん診しんなんて、全然意味なくなっちゃうじゃない」

「……意味、か」

　はくろは急に声のトーンを落とした。

「ど、どうかした？」

「フィン殿、無礼を承しよう知ちでお尋たずねしたいのだが」

　ずっと前から抱いだいていた疑問を、思い切ってぶつけてみる。

「この健診は、本当に意味があるのか？」

「……何を言ってるの。はくろの身体は、はくろが自分で思ってる以上に、すごくデリケートなんだから。ずっと元気でいたいなら、小まめに色々チェックして」

「それは、わかる、わかるのだが」

　フィンの解説は教科書的で、決して間ま違ちがっている訳ではないのだが、はくろの求める答えとは異なる。だから、さらにもう一歩、はくろは核かく心しんへと切り込んでいく。




「定期健診というのは、毎週欠かさず実施するものだろうか？」




（……うっ！）

　表面上はポーカーフェイスを保ちつつ、内心では動どう揺ようするフィン。

　これは、はくろの素そ朴ぼくな疑問が、至し極ごく真っ当なものだった、ということに他ならない。

「最初は３ヶ月に１度だった筈はずだが、いつの間にやら、随ずい分ぶんと頻ひん度どが高くなったような」

「そ、それは、はくろの成長に合わせてチェック項こう目もくも増えちゃうから」

「成体になると、健診は毎週必要になるのだろうか？」

「えぇ、大変なのよ。どうしても必要だからね、うん、どうしても」

「……そうであったか」

　冷れい淡たんな口調ではくろが頷うなずく。

（……まずいわ。はくろ、全然信じてない）

　どう見ても、自分の説明に納なつ得とくしたような反応ではない。焦あせったフィンが取った行動は、

「じゃあ、わたし、そろそろ夕ゆう飯はんの準備を始めなきゃ！　今日きようははくろも一いつ緒しよだし、たくさん作らないといけないからね！　うん、大変大変！」

　……その場から逃げ出すことだった。




　　　☆　☆　☆




　その頃ころ。

「確か、この交差点を右に曲がって……」

　イーダヴァス駅からソーブ線直通各駅停車に乗り、東フナヴァス駅で降おりたカレナは、記き憶おくだけを頼たよりに住宅街を彷徨さまよっていた。

「そうそう、このコンビニに寄って、それから……、あっ、あった、ありました！」

　表札に書かれた《篠しの崎ざき》の二文字。

　そこは、カレナが最後に羽う毛もう布ぶ団とんの契けい約やくを取った思い出の邸てい宅たくであり、当時は知らなかったが、人気ライトノベル作家曙あけぼの橋ばしタカヒロの自宅兼けん仕事場でもある。

「ここに神じん保ぼさんがいる筈はずですっ！」

　そう意気込むと、カレナはイラストを印刷した上質紙を取り出して広げた。カメラ付きインターホンを押すときは、何の用件か一ひと目めでわかるようにする。極ごく楽らく真ま綿わたの研修で教わった小技だが、今のカレナは、閑かん静せいな住宅街で過か激げきなイラストを掲けい示じする不ふ審しん者しやに他ならない。警けい察さつに通報されてもおかしくないだろう。

　そんなことは微み塵じんも考こう慮りよせず、カレナがインターホンを押そうとしたところで、

「信じられないわ、醬しよう油ゆも置いてないなんて！」

　門の向こうからフィンの声が聞こえてきた。

「たまたま切らしちゃったんだよ、普段は常備してる」

「予備がない時点であり得ないのよ。急いで買ってくるから、ちょっと待ってなさい」

　勢いよく玄げん関かんのドアが開き、背の低い、エプロン姿の少女が現れる。

「エプロン……？」

　フィンの格かつ好こうはカレナにとって少々意外なものだったが、

「……んっ？」

「あっ、神保さん、こっちに気付いてくれました」

「……森もり下したさん？　えっ、ちょっと、待って、なんで？」

　カレナが来ていることは、フィンにとって意外どころの騒さわぎではない。青天の霹へき靂れき、空からヒロイン、授じゆ業ぎよう中ちゆうにテロリスト襲しゆう撃げき、というレベルの衝しよう撃げき的てきな事件だ。

「えへへっ、来ちゃいましたっ！」

　カレナは自じ慢まんげにエッチなイラストを見せびらかす。もう、まったく意味がわからない。そういうイラストは部へ屋やの中でひっそりと楽しむものであり、公共の場であけっぴろげにするのは不快に思う人もいるから控ひかえるべきであり、というか問題はそこではない。

[image: ]

「な、な、何しにここへ？」

「特とく典てん冊さつ子しのイラストを、確認してもらおうと思いまして！」

「それをなんで森もり下したさんが持って来るのよ？」

　件くだんのイラストは、数時間前、フィンが白びやく蓮れんゴッサム先生から受け取って、デザイナーに転送したものだ。それが巡めぐり巡って、しかも何な故ぜかカレナの手によって、自分の元に返ってきた。本当に理解不能な現象である。

「明日あしたできることは今日きようやった方がいいかな、って思ったのと……、電話も繫つながらなかったので、ここは足を使う場面かな、って思ったのと……」

「よくわからないけど、とりあえず、門の前で長々と話してたら近所迷めい惑わくだわ。中に入って」

「あっ、はい、ありがとうございます！」

　カレナは元気よく頭を下げた後、素そ朴ぼくな疑問を投げかける。

「ところで、神じん保ぼさん、どうしてエプロンを付けてるんですか？」




　　　☆　☆　☆




「編集さんって、そんなこともするんですね……」

　カレナは感心した様よう子すで頷うなずく。

「そう、そうなの！　作家が気持ちよく執しつ筆ぴつできるように、何でもするのが編集よ！　だからね、料理なんか作ってあげちゃうのも、べ、別におかしくないんだから！」

　顔を真っ赤にして、噓うそ八はつ百ぴやくを並べ立てるフィン。普通のエルフが相手なら、とても納なつ得とくしてもらえるような説明ではないのだが、

「勉強になります……」

　やはりカレナは格が違った。

「私も神じん保ぼさんを見習って、曙あけぼの橋ばし先生に気持ちよくなってもらえるように、頑がん張ばりますっ！」

「……そうね、言い回しだけ注意してくれたら問題ないわ」

　どうしてフィンが呆あきれているのか、カレナは理解できていない。察しが悪いことは空気を読まないことであり、それは時として鋭するどい凶きよう器きとなる。

「ところで、さっきから気になってたんですけど、食材とか食器とか多くないですか？」

　キッチンの光景をぐるりと見回して、カレナが率直な疑問を呈ていした。

「この家って、曙橋先生の他にも、どなたかお住まいなんでしょうか？」

（なっ、なんでここだけ勘かんが鋭いのよ!?）

　露ろ骨こつに焦あせっているフィンを横目に、マゴルはさらりと答える。

「実はそうなんだ。同居人が１人いる」

（えぇっ、言っちゃうの!?）

　声にこそ出さないが、フィンの言いたいことは表情から明らかだ。マゴルはフィンにそっと近付いて、耳元で囁ささやく。

「はくろの存在ごと否ひ定ていしても、怪あやしまれるだけだ。適当に誤ご魔ま化かして納なつ得とくさせよう」

「……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「この状じよう況きようじゃ、何でもかんでも秘ひ密みつにはできねーって。この家にペガサスがいたり、破は邪じやの聖せい剣けんがあったり、そういうことさえバレなきゃいいんだから」

　カレナに隠かくし通すべきポイントを、マゴルはその２点に絞しぼり込んだ。

　破邪の聖剣を発見されたら、まさしく決定的な証しよう拠ことなってしまうが、ペガサスの姿を見られることも非常に危険だ。公道の上を許きよ可かなく飛行することは禁止されているため、都市部でペガサスを飼かっている家などまず存在しない。見つかれば、世間を騒さわがすテロリスト、破邪の聖剣士との関係を疑われて当然だろう。

「まさか、曙橋先生、ご結けつ婚こんされてたんですか？」

「まさか、って何だよ。確かに三次元の嫁よめはいないが」

「あ、す、すみません失礼なことを……。じゃあ、妹さんとか？」

「いや、それも違うけど、どうしてピンポイントで妹？」

「ライトノベル作家の先生って、血の繫つながりがない妹と同居してて、しかも自分の作品のイラストを描かいてもらってるようなイメージが……」

「そんな恥はずかしい名前の人は知らん、イメージが偏かたよりすぎだろう」

　的まと外はずれなカレナの追つい及きゆうを易やす々やすと躱かわしたマゴルは、

「……強しいて言えば『ペットな彼女』か」

　ここから反はん撃げきに出る。

「自分じゃパンツも穿はけないことがあるし（馬だから）」

「はぇっ!?」

「食べカスも拭ふいてやらなきゃいけないし（馬だから）」

「な、な、な……」

「あと、滅めつ多たにないけど、鞭むちで身体からだを叩たたくこともある（馬だから）」

「ひゃああぁぁっ!?」

　真っ赤に茹ゆで上がったカレナの顔を眺め、マゴルは勝利を確信した。

「……同居人の話、もっと詳くわしく聞きたいか？　たとえば時々発情して」

「い、いえ、聞かないでおきます！　プライベートな質問しちゃって、すみませんでした！」

　カレナは両手を前方に突つき出して、明確なＮＯの意思表示をする。

（ライトノベル作家の先生って、想像以上に、凄すごいんですね……）

　ライトノベル作家に対する偏へん見けんがますます助長されてしまったようだが、大きな秘ひ密みつを守るためには、それも仕方のないことだった。




「……えぇ、そんな感じで。よろしくお願いします」

　カレナがここへ来るに至った経けい緯いを聞いた後、フィンはすぐにデザイナーへ電話をかけた。数分程度で通話を終えたフィンは、複ふく雑ざつな表情で振ふり返る。その表情は、

「……わたしが電池切れのままにしておいたから、森もり下したさんには随ずい分ぶんと手間をかけさせちゃったわね。ごめんなさい」

　自分が悪いのか？　という疑問を押し殺して謝しや罪ざいするときの顔だ。

「いえ、わたしが勝手に来ちゃっただけですし……、帰る方向もこっちですし……」

「このイラストは、装そう丁ていで隠かくすことが前提になってるの。その辺りがデザイナーさんにうまく伝わってなかったから、さっき補足して、早さつ速そく作業を始めてもらったわ」

「それは良かったです！　じゃあ私は」

「えぇ、もう業務終了ってことで」

「お料理をお手伝いすればいいですか？」

　フィンの動きがピタリと止まった。カレナの口調は、至って真剣だ。

「……なんでそうなるの？」

「だって、神じん保ぼさんが働いてるのに私だけ帰れませんし……。私にできること、他に思いつかないですし……」

　社しや畜ちくマインド、全開。

　これに困ったのはフィンである。

（そんなの駄だ目めよ！　わたしが作った料理、ってところがポイントなのに、手伝ってもらったら意味がないじゃない！）

　などと言える筈はずもなく、どうしたものかと考えあぐねている。

「……はぁっ」

　その様よう子すを見かねたように、マゴルが溜ため息を吐はいた。

「じゃあ、俺おれから一つ頼たのみがある。ここから歩いて５分くらいの場所によつ家があるから、夜食用の弁当を買ってきてほしい」

「えっ？」

「はぇっ？」

　フィンとカレナは、同時に、意外そうな声を上げた。

「もちろん作ってもらった料理は頂くけど、今日きようは徹てつ夜やになりそうだし、遅い時間にまた腹が減っちゃったらミノ丼どん一いつ択たくだ。今夜の分を買ってきてくれたら、家から出ないで原げん稿こうに集中できるから、すごく助かる」

「は、はい、わかりました！」

　カレナは元気よく返事をする。たとえ雑ざつ用ようでも、何も頼まれないよりずっと良い。そういう価か値ち観かんで生きているのだ。

「ついでに、店の中がどんな様子だったか報告してくれるか？」

「えっと、様子、ですか……？」

「掃そう除じは行き届いてるか、店員は何人いるか、ファラリスは置いてあるか、……そういう話を知りたい」

「それは構いませんけど、どうしてですか？」

「んー、まぁ」

　少しだけ考えてから、マゴルが返答する。

「ちょっと変わった趣しゆ味みみたいなもんだ。気にしないでくれ」




　　　☆　☆　☆




　カレナにはマゴルの意図がまったく読めず、どうもスッキリしない気持ちだったが、

「な、何ですか、これは……」

　よつ家東フナヴァス一番店に着いた瞬しゆん間かん、何となく、わかったような気がした。

　客は誰だれもおらず、ほぼ全席に空からの食器が放置されている。床ゆかの上には割れた皿の破は片へん、そしてカレーライス。蛍けい光こう灯とうも交こう換かん時期を迎むかえているのか、チカチカと点てん滅めつを繰くり返す有あり様さまだ。

「いらっしゃいませ……」

　厨ちゆう房ぼうの奥から音もなく現れた、男性の人影。エルフ種族と思われるが、青黒い顔色や焦しよう点てんの合わない視線、今にも崩くずれ落ちそうな歩き方は、まるでアンデッド種族のモンスターだ。

　彼以外に、店員の姿は見当たらない。おそらくワンオペなのだろう。

「お好きな席にお座りください……」

「あっ、いえ、今日は持ち帰りです」

「ただいま、水をお持ちします……」

「ですから持ち帰り、って、行っちゃいました……」

　カレナの言葉も、既すでに聞こえていないのだろうか。店員はよろめきながら厨房に引っ込んだ後、お盆ぼんの上にコップを載のせ、プルプルと震ふるえながら歩いてきた。相変わらず目は虚うつろで、どこを見ているのかわからない。

「あっ、そこは」

　店員の左足が、カレーライスの小こ沼ぬまを踏ふみつける。

　靴くつ底ぞこがズルッと床を滑すべり、コップがふわりと宙を舞い、そして、

「きゃあぁあぁっ!?」

　氷水がカレナの顔面を直ちよく撃げきした。

「つ、つめひゃい!!」

　ブラウスの襟えり元もとから、氷が胸の谷間に入ってしまったようだ。まったく身み構がまえていなかったところに奇き襲しゆうを受け、カレナは身み悶もだえる。びしょ濡ぬれになったブラウスが透すけるのは自然の摂せつ理りであり、ブラジャーの模も様ようがうっすらと見えてしまう状態だ。

「お、お客様、申し訳わけございません」

「わぁーっ、来ないでくださいっ！」

　両腕で咄とつ嗟さに上半身を隠かくす。現状は、ある意味、裸はだかよりも恥はずかしい格かつ好こうだ。

「うぅっ、この服どうしましょう……？」

　恥ずかしいだけでなく、肌はだ寒ざむい。水に濡れた衣服は容よう赦しやなく体温を奪うばっていく。一刻も早く着き替がえたいのだが、持ち合わせなどある筈はずもない。ミノ丼を買うために着替えを持参するほど用心深い者がいたら、おそらく精神的な病気を疑った方がいいだろう。

　結局、カレナは涙なみだ目めで、

「すみません、何でもいいので、服を貸してくれませんか……？」

　店員にそう頼たのむしかなかった。




　数分後、女子更こう衣い室しつにて。

「うわぁ……、下着も濡ぬれちゃってますね……」

　ひとまず全ぜん裸らとなり、タオルで身体からだを拭ふいたカレナは、ブラジャーとパンツの再着用を断念した。女子用サイズの制服は借りることができたが、さすがに下着類るいは借りられず、肌はだの上に直接よつ家の制服、という珍ちん妙みようなスタイルになってしまった。

「ひゃっ……。なんか、スースーします……」

　慣れない感かん触しよくに戸と惑まどうカレナ。制服の肩かた幅はばはピッタリだが、胸の辺りが少々窮きゆう屈くつ、というか布地をかなり圧あつ迫ぱくしている。

　しかも、ノーブラ。

　よつ家が色の濃こい制服でなければ、余計に恥はずかしい思いをしていたかもしれない。

「一応、店員さんにお礼を言っておきましょう……」

　氷水をかけられたのは不幸な事故であり、向こうに悪気があった訳わけではない。最低限の落とし前として着き替がえを提供してもらったのだから、それについては感かん謝しやしなければ。……という殊しゆ勝しような心掛けである。

「あのぉっ！　着替え、ありがとうございましたっ！」

　それなりに声を張ったつもりだが、返事はない。

「ここからじゃ聞こえませんかね？」

　ドア越ごしでは無理があったか。カレナは濡れた服をハンガーに干ほし、女子更衣室を出て店内に戻もどり、うつ伏ぶせに倒れている店員の姿を発見した。

「って、えぇっ!?」

　慌あわてて駆かけ寄り、耳元で声をかける。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、何があったんですか!?」

「すみません……。僕ぼくは、もう、限界みたいです……」

　それだけ言い残して、店員は静かに目を閉じた。雪山で遭そう難なんした登山隊の一ひと幕まくみたいだが、ここは海抜10メートルちょっとの平野部、よつ家東フナヴァス一番店である。どうして、こんな場所で、こんな事態が発生するのだろうか。

「えっ、ちょっ、店員さん、店員さん!?」

　カレナは店員の肩を揺ゆさぶったが、反応はなし。

　呼吸は？

　脈みやく拍はくは？

「すー……、すー……」

「もしかして、寝てるだけですか？」

　ステータスは正常、体力もゼロではない。高こう価かな回復アイテムや難むずかしい回復魔ま法ほうを使わなくても、時間の経過とともに、やがて元気を取り戻もどすだろう。

「よ、良かった……、いえ、あんまり良くないです」

　安心する訳わけにもいかない。どれだけ睡すい眠みん不足だったのか知らないが、１人しかいない店員が店内で寝ている状じよう況きようは、どう考えても異常だ。

　……などと考えたところで、ふと気付く。

「あれっ？」

　今、店内で制服を着ているのは、この店員と自分だけ。

　そのうち意識を保っているのは、残念ながら自分だけ。

「この状況って、私がワンオペさせられてるのと同じじゃないですか？」

　カレナの認識は、客観的に、極きわめて正しかった。




　　　☆　☆　☆




「……あんた、何を考えてるの？　ちゃんと説明して」

　マゴルの部へ屋やで、フィンはいかにも不ふ機き嫌げんそうに腕を組んでいた。マゴルがカレナに頼たのんだ内容は、どう考えても不自然だ。

　フィンの剣けん幕まくに押されるように、マゴルは神しん妙みような面おも持もちで語り始める。

「……もう２週間前になるか。俺おれはよつ家の社長を斬きった。記者会見でワンオペの廃はい止しやら何やらを約やく束そくさせて、これで一件落着、……だと思ってた」

「どういうこと？　ワンオペの店も順次休業に入ってるし、よつ家については片付いたんじゃなかったの？」

「あぁ、店てん舗ぽは次々に営業を休止してる。社長の発表した計画より、少しだけ早いペースで」

　マゴルの言い回しに、フィンは微かすかな違い和わ感かんを覚えた。

「……何か、計画外のことが起きてるの？」

「相変わらず察しが良いな、その通りだ。レベルアップ工事とやらの予定日が来る前に、何な故ぜか勝手に休業しちまって、店員も行方ゆくえ不明になってるケースが幾いくつか確認された」

「……ワンオペしてた店員が職場放ほう棄きして、営業できなくなった、とか？」

「店員が消えただけなら、そう考えてもいい。だが、休業した店舗からは、例外なくファラリスも撤てつ去きよされてたんだ」

「……まさか、強ごう盗とう？　あんな重そうなものを？」

　よつ家だから強盗、という発想は極きわめて自然だ。ワンオペ営業のよつ家では、以前から強盗事件が頻ひん発ぱつしており、警けい察さつからも度たび々たび改かい善ぜんを要求されてきた。もっとも、魂たましいが邪じや悪あくに染そまっていた社長は、その要求をずっと無視し続けてきたのだが。

「防ぼう犯はんベルが鳴った記き録ろくはないらしい。単発ならまだしも、複数の店で、何の痕こん跡せきも残さずにファラリスが持ち去られたんだ。外部の犯人には至し難なんの業わざじゃないか？」

「……外部じゃ、ないとしたら」

「社長しか斬きらなかったのは、失敗だったかもしれないな」

　マゴルは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる。

「目的は正直よくわからんが、ブラック企業時代の残ざん党とうが暗あん躍やくしているなら、その動きも潰つぶすしかない」

　そのブラック企業は、あまりにも巨きよ大だいすぎた。

　トップ１人を斬るだけでは、ひとりひとりの社しや畜ちくを、すべて救うことができなかった。

「よつ家との戦いは、まだ終わってないんだ」

　マゴルの瞳ひとみには、不ふ屈くつの闘とう志しが燃もえていた。

「ただ、今回は敵の正体もわからない。そこで、計画外の休業をした店てん舗ぽの共通点から、俺おれは次に狙ねらわれそうな店の目星を付けた」

「……共通点って？」

「まだファラリスが撤てつ去きよされてなくて、同じ店員のワンオペがずっと続いてること。何日も、じゃなくて、何週間って単位でな。そんな店を探してみたら、運の良いことに、ここから徒歩５分で行ける場所にあったんだ」

　話が見えてきた、という表情でフィンが頷うなずく。

「で、そこに毎日通って、店を出た後は朝まで張り込みだ」

「……なるほど」

　フィンは溜ため息を吐はいた。

「最近事件を起こしてないのに、原げん稿こうが遅れ気味だった理由、よくわかったわ」

「それは、その、すみませんでした」

「わたしには、事前に教えてくれても良かったんじゃないの？」

「言ったらフィンは反対するだろうが」

　その指し摘てきが実に的まとを射たものだったので、フィンは口を尖とがらせ、拗すねた。

「……あんまり心配させないでよ」

「心配させたくないから黙だまってたんだ」

「そうじゃなくて、そもそも、心配するようなことをしないでほしいの」

　哀かなしそうな瞳が、マゴルの困り顔に向けられる。

「……どうせ、わたしが反対しても止めないんでしょ？」

　返答は、ない。

　沈ちん黙もくが何よりの答えだ。

「……それなら、せめて」

　不意に、フィンは微笑ほほえみを浮かべた。

「栄養のバランスくらいは、わたしが管理してあげるわ」

　すべてを慈いつくしみ、すべてを愛し、すべてを赦ゆるす、女神のように。

　その笑顔は、人知れず戦い続ける聖せい剣けん士しさえも包み込んでしまう。

「……フィン、ありがとう」

　マゴルが静かに感かん謝しやを告げる。俯うつむいた顔からは感情がなかなか読み取れないが、それでも、フィンにとっては十分だった。




　　　☆　☆　☆




「私、どうすればいいんでしょう……」

　カレナは途と方ほうに暮れていた。持ち帰り用のミノ丼どんを買うためによつ家へ来たら、何な故ぜかワンオペをさせられている。まったく理り不ふ尽じんとしか言いようがない。

　そうしている間に、無む慈じ悲ひにも自動ドアが開く。

「わわわっ、お客さんですか？」

「……うぎゃっ！　汚きたない店だな、おい！」

　中年の男性エルフが店内を見回し、明らかな嫌けん悪お感かんを示した。

「食器くらい片付けろよ！　客に不ふ快かいな思いをさせるなんて！　最近の若いエルフは、仕事を適当にやるから駄だ目めなんだ！」

「はぇっ？　待ってください、私は……」

「やめたやめた、他の店に行くからな！」

　反論の隙すきなど与えず、矢や継つぎ早に嫌いや味みを言うだけ言って、男性客は立ち去ってしまった。

「行っちゃいました……」

　取り残されたカレナは次し第だいに憤いきどおりを覚え、

「な、なんか、悔くやしいです……！　確かに店の中は汚いですけど、だからって、どうして世代ごと駄目だなんて言われなきゃいけないんですか……！」

　その怒りは、やがて闘とう志しへと昇しよう華かされる。

「このまま帰るのも釈しやく然ぜんとしません！　客席だけでも綺き麗れいにしてから帰ります！　立つ鳥跡あとを濁にごさず、です！」




　と、いう訳わけで。

　散さん乱らんしている割れた皿の破は片へんを、危険物用のゴミ袋ぶくろに入れたり。

　床ゆかにこびりついてしまったカレーを、モップで拭ふき取ったり。

　放置されたままの食器を、洗せん浄じよう機きの中にセットしたり。

　よつ家の店内で、よつ家の制服を着て、よつ家の業務をこなすカレナは、どこからどう見てもよつ家の店員だった。

「ふぅっ、だいぶ片付きましたね……」

　満足そうな笑顔で呟つぶやいたところで、ふと、カレナは我われに返る。

「って、こんなことやってる場合じゃありません！　私、曙あけぼの橋ばし先生から、お使いを頼たのまれてるんでした！」

　本来の目的を思い出したのはいいが、それを達成するためには、店員にミノ丼どんを作ってもらう必要がある。しかし、

「すー……、すー……」

「熟じゆく睡すいしてますね……」

　厨ちゆう房ぼうの床ゆかに転がっている店員は、まったく起きる気配がない。

「うーん、私のためだけに起こしちゃうのは、ちょっと悪いような……。制服もお借りしてますし、ミノ丼くらい、自分で作っちゃいましょうか……」

　この異常事態にもすっかり慣れてしまったカレナは、厨房の中を平然と歩き回る。

　戸と棚だなの上に、持ち帰り用の容器を発見。

　炊すい飯はん器きの中に、ほかほかの白米も確認。

　そこまでは順調だったが、

「あぁっ、鍋なべが空からっぽです！」

　肝かん心じんのミノ肉が煮に込こまれていなかった。

「ど、どうしましょう？　もしかして、ミノ肉の仕込みから始める必要が……？」

　困り顔のまま、カレナはゆっくりと振ふり返る。視線の先では、ファラリスの金属製ボディが鈍にぶい光を放っていた。




　　　☆　☆　☆




　トントントン。

　グツグツグツ。

　シュワシュワー。

「ふっふふーん♪」

　マゴルの家のキッチンは、美お味いしい料理が作られていく愉ゆ快かいな音、そして上じよう機き嫌げんなフィンの鼻歌に彩いろどられていた。

「……なぁ、フィン」

「どうしたの？　つまみ食いはさせないわよ？」

「……そんな話じゃなくて。あいつ、遅すぎないか？」

　マゴルに指し摘てきされ、フィンも時刻を確認する。カレナがよつ家に向かってから、既すでに30分が経過していた。

「……本当だ、とっくに戻もどってる筈はずの時間ね。何かトラブルに巻き込まれた、とか？」

「確かに、何というか、巻き込まれやすい体質だからなぁ。強制レベルアップ工事が始まる瞬しゆん間かんに、かち合ったりしてなきゃいいんだが」

「でも、お客さんがいる間は、まず何も起きないんじゃない？」

「んー、そうだな。スーツに水をぶっかけられて、よつ家の制服に着き替がえさせられて、ついでにワンオペさせられるような事態にでもならない限り、少なくとも本人は無事だろう」

「ふふっ、そんなメチャクチャな展開になってる筈ないでしょ」

「流石さすがにあり得ないか、あっはっは」

　２人は和なごやかに笑い合い、それから、

「……ごめん、なんか嫌いやな予感がしてきた」

「奇き遇ぐうだな、俺おれもだ」

　漠ばく然ぜんとした不安が具体化したような、引きつった表情に変わった。




　　　☆　☆　☆




　ピーッ！　ピーッ！　ピーッ！

　ガタン！　ガタン！　ガタン！

「もおぉぉっ、もおぉぉっ、うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

「ひっ、ひいぃっ!?」

　よつ家東フナヴァス一番店の厨ちゆう房ぼうは、老ろう朽きゆう化かしたファラリスの発する異音、ミノタウロスの鳴き声、そしてカレナの泣き声、という不ふ協きよう和わ音おんに彩いろどられていた。

「近くで聞くと、かなり禍まが々まがしいですね、これ……」

　両手で耳を塞ふさぎながら、精せい肉にくが加工されていく様よう子すを、涙なみだ目めで観察する。新しん鮮せんで美お味いしそうなのは間ま違ちがいないが、ミノ丼どん用の肉にそこまで鮮度が求められるのだろうか。

「わざわざお店でやらなくても、工場から配送すればいいんじゃないでしょうか……」

　カレナが率直な感想を呟つぶやいたところで、また自動ドアが開いた。

「ワンオペ、大変ご苦労様です」

「はぇっ？」

　今度は客ですらない。スーツに眼鏡めがね、いかにもエリート風の会社員らしき男が、冷たい笑顔で自じ己こ紹しよう介かいをする。

「僕ぼくは、よつ家の首都圏けん地区統とう括かつマネージャーを務つとめている者です。この店てん舗ぽをレベルアップ工事するため、本部から伺うかがいました」

「よつ家の、本部、ですか……？」

　店先に停められた大型の魔ま導どう車しやは、確かに、よつ家のロゴがペイントされていた。

「君は随ずい分ぶんと元気そうですね。記き録ろくを見る限り、全国最長記録、３ヶ月間もワンオペを続けている筈はずなのに。まったく、素す晴ばらしい」

「えっ、と、それは……」

　カレナは焦あせっていた。まさか、本部から視し察さつが来てしまうとは。

　自分は店員でも何でもない。だが、制服を着て、厨ちゆう房ぼうでミノ丼どんを作っている。こんな状じよう況きよう、果たしてどう説明したものか。

　そんなカレナの様よう子すにはお構いなしで、統とう括かつマネージャーは一方的に語り続ける。

「レベルアップ工事が始まってしまったら、もうワンオペができないのではないか。そう不安に感じていることと思います。しかし、ご安心ください。君には、今以上に、素晴らしいワンオペの日々を送って頂きます」

　統括マネージャーの右手に、邪じや悪あくな瘴しよう気きが集まっていく。

「ファラリスと一いつ緒しよに、ね」

「っっ!?」

　声を出す間もなかった。

　右手がカレナに向けられた瞬しゆん間かん、カレナの身体からだは凄すさまじい勢いで吹き飛ばされて、ファラリスの胴どう体たいに激げき突とつした。受け身など取ることもできず、相当なダメージを覚かく悟ごしたものの、不ふ思し議ぎなことにカレナは一いつ切さいの衝しよう撃げきを感じない。

「ほぁっ……？」

　自分の身に何が起きているのか、すぐには理解できなかった。

「えっ、なっ、何ですかこれ!?」

　手足の先に感じる、奇き妙みような柔やわらかさ。金属製のファラリスに触ふれている筈なのに、どういう訳わけか、ゼリーの海にでも落ちたような感覚だ。

「ファラリスと融ゆう合ごうしているのです」

　満足そうな表情で、統括マネージャーは淡たん々たんと説明する。

「君の魂たましいを、ファラリスという器に入れることで、君という存在はファラリスと一体化することができます」

「はぇっ……？」

「エルフとしての人生を終え、孤こ独どくに、永遠に、肉を産み続ける機械となるのですよ」

「えっ、えええええぇぇぇぇぇっっ!?」

「うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　カレナはようやく事態を把は握あくした。手足の指先が、既すでに自分の意志では動かせない。ファラリスの表面に埋うまった指先が、少しずつ、少しずつ、溶けているのだ。

「よつ家は変わってしまいました。厨ちゆう房ぼうからファラリスを撤てつ去きよし、セントラルキッチン方式を採用するそうです。しかし、ファラリスと共に、ワンオペで働いてこそ、よつ家なのではありませんか？　それが僕ぼくの理想であり、君たちの理想でもある筈はずです」

　統とう括かつマネージャーを取り巻く瘴しよう気きが、さらに濃こくなっていく。

「そこで、僕ぼくはよつ家から独立することを決めました。新たに設立するミノ丼どんチェーンは、全店てん舗ぽ、全時間帯、ワンオペで営業します。必要な仲間たちも、これだけの数、既すでに集まっているのですよ」

　パチン、と指を鳴らして合図すると、店先の魔ま導どう車しやから何体ものファラリスが降おりてきた。

「もおぉぉっ……」

　ズシンズシンと重じゆう厚こうな足音を立て、ゆっくりと歩み寄るファラリスの群むれ。

「もっ、もおぉぉっ……」

　その鳴き声は、どこか弱々しく、悲ひ嘆たんに暮くれているような響ひびきだ。

「君と同じように、ファラリスと融ゆう合ごうした店員たちです。ミノ肉の加工も、会計や片付けも、１人で全部できるようになりました。機械の身体からだですから、休きゆう憩けいや食事も不要。まさに究きゆう極きよくのワンオペ、新チェーンの店舗を任せるに相応ふさわしい仲間たちです」

「もおぉぉ、もおぉぉ……」

（タスケテ、タスケテ……）

　動くファラリスたちは、全員、今まさに自分たちの同どう類るいとなりかけているカレナの方を向いていた。無機質な金属の瞳ひとみが、店内照明を反射してキラリと光る。まるで、何かを訴えかけているようだった。

「じょ、冗じよう談だんじゃありません……！」

　カレナは蒼あおざめた顔で必死に抵てい抗こうした。とはいえ、手足を固定された状態では、ジタバタともがくのが精せい一いつ杯ぱい。ファラリスから逃れることなど、できそうもない。

　肉体の一部が溶けていく感覚は、味わったことのない恐きよう怖ふだ。よつ家の制服も同じく溶けてしまい、時間の経過とともに、肌はだの露ろ出しゆつ面めん積せきがだんだん増えていく。腋わきの下などは既すでに丸見えである。

　そんなカレナの様よう子すを、統括マネージャーは眼鏡めがね越ごしにじっくり観察していたが、

「……おかしいですね。融合のスピードが遅すぎます」

　不意に首を傾かしげた。

「誰だれよりもワンオペを続けてきた君には、誰よりも適性がある筈なのですが」

「そ、そんなこと言われても……！」

　何な故ぜなら、カレナは、ワンオペなどしたことがない。

　適性とやらの詳しよう細さいは不明だが、それを有しているのは、

「すー……、すー……」

　統とう括かつマネージャーの死角で安らかに眠ねむっている、本物の店員だろう。

「不ふ可か解かいではありますが、仕方ありません。触しよく媒ばいを追加しましょう」

　再び、パチン、と指を鳴らす。先程車から降おりてきたファラリスの１体が、ズシンズシンと足音を立てて厨ちゆう房ぼうに入ってきた。

「君のお気に入りは、つゆだくだく、トッピングはチーズと山かけですね？」

「な、なんで、それを……？」

「僕ぼくは首都圏けん地区統括マネージャーですよ？　それくらい一ひと目めで見抜けるようでないと、本部での昇しよう進しんなんて望めません」

「もおぉぉっ……」

　先程厨房に入ってきたファラリスは、冷れい蔵ぞう庫こから大量のチーズと山かけを取り出して、統括マネージャーの手元に並べていく。

「あの……、それ、どうするんですか……？」

　嫌いやな予感を覚えつつ、カレナがおそるおそる尋たずねてみる。

「ですから、触媒です」

　ベチャ、ベチャ、ベチャ。

　スライスチーズの雨が、カレナの全身を襲おそう。統括マネージャーの魔ま法ほうだ。

「きゃああぁっ！　なっ、何するんですかっ！」

[image: ]

「ファラリスとの融ゆう合ごうを促そく進しんする際、対象者の愛好するよつ家メニューは、触しよく媒ばいとして有効に作用します。カレーが好きならばカレーを、味み噌そ汁しるが好きならば味噌汁を、全身に塗ぬりたくる訳わけです」

　手元のチーズをすべて使い切ると、今度は山やま芋いものすりおろしである。１リットルほど入った容器がカレナの頭上まで平行に移動して、逆さまにひっくり返った。

　どろーり、どろーり。

「ひいいいぃぃっ!?」

　粘ねばり気けのある白い液体が、金色の髪かみを汚よごしながら、肩に、胸に、滴したたり落ちていく。よつ家の制服はほとんど溶けてしまったし、チーズも全身の至る箇か所しよにこびりついているし、そもそも手足を固定された磔はりつけ状態だし、本当に酷ひどい有あり様さまである。

「こ、こんなの、あんまりです……」

　涙なみだぐむカレナには、もう抵てい抗こうする意欲が残されていない。心が折れた途と端たん、ファラリスとの融合は明らかにペースが速まった。肘ひじから先、膝ひざから先、それぞれの感覚が薄うすらいでいく。

「もおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

「もぉっ……、私、吸収されちゃう……」

　諦あきらめが、カレナの意識を支配しようとしていた。

　だが、完全に諦めてしまうよりも、少しだけ早く。




　ガシャアァン！




「むっ、何事ですか！」

　自動ドアが蹴け破やぶられる音。驚おどろいた統とう括かつマネージャーは、笑顔を忘れて振ふり返った。

「……なるほど、こりゃ帰りが遅くなる訳わけだ」

　そこに現れたのは、ペガサスに跨またがった、破は邪じやの聖せい剣けん士し。

　すべての社しや畜ちくを救うため、ブラック企業を斬きる者である。

「魂たましいの融合とは、なかなか非道な手段に出るじゃないか。お前がどういう役職の者かは知らないが、ワンオペ至上主義を引きずる残ざん党とうは、俺おれが今ここで斬らせてもらう」

「……破邪の聖剣士。いつか来るとは思っていましたよ」

　眼鏡めがねの位置を直して、統括マネージャーは再び冷たい微び笑しようを浮かべた。

「しかし、これほど早く、僕ぼくの動きを察知されるとは」

「どこぞの編集者ほどじゃないが、俺もそれなりに勘かんが鋭するどい方でな。生まれ変わった筈はずのブラック企業に、また不ふ穏おんな動きがあれば、わかっちまうんだよ」

　聖剣士はペガサスから降おりて、統括マネージャーに剣先を向けた。

「破邪の、聖剣士さん……。助けに、来て、くれたんですね……」

　カレナが安あん堵どの息を漏もらす。

「……お前、無事か？」

「あんまり、無事じゃないです……。できれば、見ないでください……」

　全身白はく濁だくに塗まみれた悲ひ惨さんな格かつ好こうのカレナだが、潤うるんだ瞳ひとみには、また希望の光が灯ともっていた。

　だが、統とう括かつマネージャーもまた、完全に諦あきらめてはいない様よう子すだ。

「この時が来てしまった以上、仕方ありません。いささか不十分ではありますが、僕ぼくもリスク対たい策さくは講こうじてきたのです」

　パチン、と指を鳴らす。

「もおぉぉっ……」

「もっ、もおぉぉっ……」

　渦うず巻まく瘴しよう気きがファラリスたちを包み込んでいく。店の外にずらりと並んだ個体だけでなく、カレナを飲み込みつつある個体も、すべて。

「うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

「もおぉぉっ、もおぉぉっ、もおぉぉっ!!」

　自分たちの境きよう遇ぐうを嘆なげき悲しむような鳴き声は、電気ショックを与えられたような叫さけび声に変わった。ゴゴゴゴゴ、という派は手でな轟ごう音おんとともに、ファラリスたちは空中に浮ふ遊ゆうする。

　ガシャン、ガシャン、ガシャン。

　金属製の肉体が、変形し、合体し、１体の巨きよ大だいなファラリスを構こう築ちくしていく。

「きゃあああぁぁぁっ!?」

　カレナとの融ゆう合ごうが完了していないファラリスも、例外ではなかった。天てん井じようを突つき破って空に舞い上がり、下半身から順々に組み上がっていく巨大ファラリスの首らしき部分に、ガコン、とドッキングする。

「な、何ですか、これは……？」

「戦せん隊たいヒーローの合体ロボットか、ってーの」

　少々呆あきれた様子で聖せい剣けん士しが呟つぶやいた。途と方ほうもなく巨大なファラリスが、足元の小さな者たちを見下ろしている。その顔に相当する部位では、磔はりつけにされたカレナが、あられもない姿を晒さらしていた。

「素す晴ばらしい！　ワンオペに捧ささげられた魂たましいが集まって、今、結けつ晶しようとなったのですよ！」

「うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!　うもぅもおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　閑かん静せいな夜の住宅街に、ファラリスの雄叫おたけびが轟とどろく。近所迷めい惑わく、などという次元を遥はるかに超ちよう越えつして、もはや激げき甚じん災さい害がいに近い。

「……素そ朴ぼくな疑問だが、合体してもワンオペなのか？　このファラリス、社しや畜ちくの魂が何人分も練ねり込まれてるよな？」

「君は肝かん心じんなことを見落としています。僕たちは、よつ家の仲間です。それぞれの店で、それぞれのファラリスと共に、それぞれのワンオペをしていても、心は一つ、魂たましいは一つ、同じ会社に命を捧ささげているのですから」

「……なるほど、いかにもブラック企業の発想だ。斬きるしかない」

　改めて、聖せい剣けん士しは破は邪じやの聖剣を構え直した。

「あの社長のように、何の抵てい抗こうもせず、おとなしく斬られるつもりはありませんよ！」

「うもぅぉっ、もおおおぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　統とう括かつマネージャーの声に呼応して、巨きよ大だいなファラリスが右足を浮うかせた。

「踏ふみ潰つぶされてしまいなさい！」

　聖剣士の全身よりも数倍大きく、数十倍は重そうな足の裏が、頭上めがけて落ちてくる。

　ガキンッ!!

　金属と金属のぶつかる音。

「……な、にっ？」

「お前、全然わかってねーな」

　巨大なファラリスの全体重を乗せた一いち撃げきを、聖剣士は、剣身で軽々と受け止めていた。

「教えてやる。破邪の聖剣に斬れないものはない」

　ザシュ。

　聞こえるか、聞こえないか、といった小さな音。

　次の瞬しゆん間かん、まるで豆とう腐ふかスポンジケーキみたいに、鋼こう鉄てつの右足が斬り落とされていた。

「それが、どんなに硬かたい金属だろうと」

　断面から現れたのは、イーダヴァス駅前店でワンオペをしていた店員だった。

「……た、助かった、のか？」

「あるいは、融ゆう合ごうされた魂だろうと」

　ザシュ、ザシュ、ザシュ、ザシュ。

　右足、左足、右腕、左腕、腰、胸。聖剣士が斬ざん撃げきを繰くり返す度たびに、鋼鉄の肉体が次々と分ぶん解かいされ、その部位に吸収されていた社しや畜ちくが解放されていく。老ろう若にやく男なん女によを問わず、衣服を溶かされ裸はだかに近い有あり様さまである。一部、キムチ塗まみれだったり納なつ豆とう塗れだったりする者もいるようだ。

「破邪の、聖剣士さん……！」

　チーズ山かけ塗れのカレナが、叫さけぶようにその名を呼ぶ。カレナだけはまだ完全に吸収されておらず、肘ひじから先と膝ひざから先を除いて、生身の肉体が露ろ出しゆつした状態だ。

「今、救ってやる」

　短い言葉をかけてから、カレナの手て枷かせと足あし枷かせを、サクッと斬り落とした。

「はぇっ……」

　拘こう束そくを解とかれたカレナの身体からだは、上空にポーンと投げ出された。地表からの高さは、Ｋ出版第３本社ビルの11階くらい。このままではダイブトゥブルーだ。

「わ、と、飛ばなきゃ落ちちゃいます！」

「無理するな、そんな消しよう耗もうした身体からだで」

　自由落下を始めていたカレナの四し肢しは、翼つばさを広げた聖せい剣けん士しに抱きかかえられた。

「はぅっ、あっ、ありがとうございます……」

　カレナへの返答はなく、聖剣士は黙だまって頷うなずくだけ。

　斬きり落とされた鉄てつ片へんがガラガラと地上に積つみ重なり、やがて静かになったことを確認してから、聖剣士はゆっくりと高度を下げていった。

「……さて、と」

「ま、まさか、これほどとは」

　いよいよ、聖剣士の斬るべき相手は統とう括かつマネージャーだけとなった。鋭するどい眼がん光こうで睨にらみつけ、一歩ずつ、ジリジリと距きよ離りを詰つめていく。

「わかっただろう、抵てい抗こうなんて無む駄だだと。お前の邪じや悪あくな企たくらみも、ここまでだ」

「い、嫌いやです。僕ぼくは、諦あきらめませんよ。独立して、また、ワンオペを」

「……頭で理解できないなら、その身で思い知れ」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすばかりの統括マネージャーに、破邪の聖剣が振ふり下ろされる。認めようとしない現実を、力ずくで、認めさせるために。




「ワンオペの時代は、もう、終わりだぁっ!!」




　ゾシュウゥッ。

　邪じや悪あくに染そまった魂たましいが浄じよう化かされ、統括マネージャーは床ゆかの上に倒れ込んだ。




　　　☆　☆　☆




「か、かかか、痒かゆい！　痒いです！」

　統括マネージャーも息絶え、安あん堵どの息を吐はいたところで、カレナの身体を異変が襲おそった。山かけシャワーの影えい響きようで、全身の皮ひ膚ふが痒くてたまらないのだ。

「……辛つらそうだな」

　その様よう子すを、聖剣士は遠巻きに眺めていた。カレナの身体には毛布を被かぶせたので、先程とは異なり、正視に耐たえる状態ではある。

「た、た、助けてください、誰だれか！」

「……そう言われてもなぁ」

　斬れないものはない、などと啖たん呵かを切ったばかりだが、山かけの痒みは対象外だ。ほぼ全ぜん裸らのカレナを相手に、痒いところを搔かいてやろう、などと提案するのも気が引ける。聖剣士にはどうすることもできなかった。

「主あるじ殿どの。自じ然ねん薯じよの痒かゆみは、黄金水で洗い流せば和やわらぐそうだが」

　ペガサスに耳打ちされ、聖せい剣けん士しは黄金水の瓶びんを取り出した。ステータス異常全般を回復させるアイテムで、値段は５００ミリリットル５万イェーン。これさえあれば大たい抵ていの場面に対応できるため、他のアイテムは持ち合わせていない。

「……ぐっ！」

　流石さすがの聖剣士も躊ちゆう躇ちよしたが、迷いを捨て去るように、首を横に振ふる。

「……お前、これを使え。痒みが消えるそうだ」

「はぇっ？」

　やや困こわ惑わくしながら、カレナはその瓶を受け取った。

「これで全身洗って、さっさと帰れ。お前の帰りを待ってるヤツがいるだろう？」

「えっと、はい、います……」

「じゃあ俺おれは先に帰る。警けい察さつの事情聴ちよう取しゆは適当でいいぞ、あいつら無能だから」

「あっ、ちょっ」

　カレナの言葉を待たず、聖剣士はペガサスに跨またがり飛び去っていく。夜空に羽はばたくペガサスの後ろ姿を見つめながら、カレナは少しだけ後こう悔かいした。

「お礼、また、ちゃんと言えませんでした……」

「ふぁっ……。んー、なんか、よく寝たな……」

　床ゆかの上でずっと眠ねむっていた店員が、このタイミングで目を覚さます。

　本来カレナと同じ目に遭あう筈はずだったのに、制服は無傷、肌はだもツヤツヤ、とても良い笑顔をしていた。




　　　☆　☆　☆




「そんなことがあって、帰りが遅くなっちゃいました……。あと、ミノ丼どんも買えませんでした……。ごめんなさい……」

　マゴルの家に戻もどり、一通りの事情を説明したカレナは、深々と頭を下げた。半はん乾がわきのブラウスに再び着き替がえたため、少々肌はだ寒ざむいのを我が慢まんしている。

「細かいことは気にしなくていいって。無事で何より」

「本当にそうよ。話を聞く限りだと、生きて帰って来られたことが奇き跡せきだわ」

　フィンはすっかり呆あきれていた。一足先に帰宅したマゴルから大まかな経けい緯いは知らされていたのだが、改めてカレナから詳しよう細さいを報告されると、もう溜ため息しか出てこない。

「えへへっ。破は邪じやの聖剣士さんが、私を護まもってくれましたから」

　カレナは照れ笑いを浮かべる。フィンの表情が険けわしくなったことには、今のところ気付いていない。

「白い汁しるでドロドロに汚よごされて、肉を産む機械にされちゃうところでしたけど、そんな私を助けてくれて……。その後も、身体からだがムズムズして我が慢まんできなくなっちゃったのを、破は邪じやの聖せい剣けん士しさんがスッキリ解消させてくれて……」

（マゴル、あんた、何してたの!?）

（何もしてねーよ、勘かん違ちがいするな!!）

　フィンとマゴルは目だけで会話を交わした。破邪の聖剣士がマゴルであることを、カレナに知られては困るのだ。

「ただ、ちゃんとお礼できなかったことが心残りで……。また会うことができたら、何でもしてあげちゃいます！」

「……えっと、森もり下したさん。軽々しく『何でも』なんて言ったら、どんな無茶な要求をされるかわからないでしょ？」

「はぇっ？　うーん、大だい丈じよう夫ぶですよ！　破邪の聖剣士さん、紳しん士し的てきで、優やさしくて、かっこいい人ですから！」

　きっぱりとした断定口調。フィンの表情はさらに険けわしくなるが、カレナはまだ気付かない。

「私、聖剣士さんのファンになっちゃいそうです！　というか、なります、大好きです！」

「……へぇ、大好きなの」

「あ、あれっ？」

　気付いた。

「えっと、その、神じん保ぼさん。ごめんなさい……」

「どうして謝あやまるの？」

「へうぅ……。よくわからないですけど、きっと私が悪い気がするので……」

　良くも悪くも素直すぎるカレナは、無自覚な放言を、ここでようやくストップさせた。

「別に何も悪くないわよ。破邪の聖剣士様はかっこよくて強くて紳士的で優しくてかっこいいから、大好きになっちゃうのも当然だと思うし」

　フィンの瞳ひとみから、凄すさまじいプレッシャーが放たれる。

「……ですよね、曙あけぼの橋ばし先生？」

「えっ？　あぁ、うん。そうかもな、あはははは」

　マゴルは実に居い心ごこ地ちが悪そうな顔で、

「あっ、そうだ、腹減った！　俺おれ、腹減ってたんだ！　せっかく料理を作ってもらったんだから、しかも超美う味まいんだから、早く食おう、うん、そうしよう！」

　そうやって適当に誤ご魔ま化かしながら、逃げるように食しよく卓たくへと向かっていった。
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　ピンポーン。

「こんにちは……。お荷物の、お届けです……」

　宅配業者の男性が、門の前で弱々しく呼びかける。

　時刻は午前10時、天てん候こうは快晴、気温は暑くも寒くもない。静かな住宅街に響ひびくのは、小型の鳥モンスターがさえずる声。そんな爽さわやかな景け色しきの中で、男性の顔色だけが、まるでホラー映画のようだ。

「篠しの崎ざき様、いらっしゃいませんか……？」

　祈いのるような表情。というか、両手を合わせ、実際に祈っている。

　届け先が不在だった場合、荷物を再配達しに来なければならない。１軒けんや２軒ならいいが、何軒も留る守すが続くと、その日の仕事量が倍増してしまう。すべての荷物を手渡すまで、会社に戻もどることは許されないのだ。

　ちなみに、彼が今日きよう訪問した届け先は、運悪く全軒が留守だった。

「３日連続ペナルティなんて、絶対に嫌いやだぞ……」

　彼の運送会社では、最後に帰社したドライバーが、そのまま深夜の長ちよう距きよ離り輸ゆ送そうも担当することになっている。社長いわく、

『遅くまで夜よ更ふかしをした日は、中ちゆう途と半はん端ぱに寝るよりも、朝まで起きてる方が楽だろ？　その理屈で考えたら、夜遅くまで働いた者は、朝まで働く方がいいに決まってる』

　ドライバーのためを想って、という建たて前まえだが、実のところはペナルティに他ならない。既すでに２日連続のペナルティを受けている男性は、眠ねむすぎて今にも倒れそうだ。

「お願いします、出てきてください、荷物を受け取ってください……」

『しばし、お待ち頂けるだろうか』

「わっ！」

　悲痛な祈りが通じたのか、インターホン越ごしに少女の声が聞こえた。

「よ、良かった……。これで１軒……」

　安あん堵どの息を吐はき、胸を撫なで下ろした男性は、

「お待たせして、申し訳わけない」

　玄げん関かんのドアが開き、少女が姿を見せた瞬しゆん間かん、１ミリも視線を外せなくなった。

　明らかにエルフでない、異種族の風ふう貌ぼうだったから？　そこはあまり重要な点ではない。

　二次元イラストのような、超絶美少女だったから？　それもあるが、それだけではなく。

　その少女は、綺き麗れいな言い方をすればとてもセクシーな、下世話な言い方をすれば発情した獣けものみたいな表情をしていたのだ。

「……んっ、はぁっ、はぁっ」

　呼吸は荒く、艶つやっぽい。紅あかく染そまった頰ほお、潤うるんだ瞳ひとみ、ハの字に下がった眉まゆ、すべてのパーツが扇せん情じよう的てきと言ってもいい。ゆったりとした寝ね間ま着きのような格かつ好こうで、肌はだの露ろ出しゆつもほとんどないのだが、水着姿のグラビアアイドルがニコニコ笑っているより、ずっと興こう奮ふんする。

「……荷物は、どこに？」

「えっ、あっ、はい！　車から持ってきます、はい！」

　いつまでも見み惚とれていては仕事にならない。停車したトラックまでの数メートルを、男性は猛もうダッシュで往復した。

「こちら、篠しの崎ざきマゴルヒア様宛あてのお荷物です！」

「……はぁっ、はぁっ。ま、間ま違ちがいないな」

「えっと、ご本人様、では、ないですよね？」

　マゴルヒアは一般的なエルフの男性名である。エルフでも男性でもない相手が出てきた訳わけだから、一応、誰だれなのか確認しておく必要がある。

「ん、ふぅっ、……如い何かにも。マゴル殿どのは、私の」

　火ほ照てり顔の少女は何かを言いかけて、それを今ここで言うべきでないと気付き、ぎゅむっと目を閉じてプルプルと首を横に振ふった。

「……いや、ただの同居人だ」

（……よくわからんけど、こんなセクシー美少女と同どう棲せいしてるってことか？　ぐぬぬぬっ、羨うらやましい男だ）

　宅配業者の男性は、顔も知らないマゴルに対して嫉しつ妬との炎を燃もやしていたが、

（……いかん、いかん。今の私は人型なのだ。マゴル殿が飼かい主ぬしだ、などと迂う闊かつなことを言っては、怪け訝げんに思われてしまう）

　言いかけた単語を少女がそのまま口にしていたら、様々な誤ご解かいを招まねき、嫉妬どころの騒さわぎではなかったかもしれない。




「マゴル殿、お休みのところ失礼する」

　寝室のドアを開け、はくろが段ボール箱を床ゆかに置く。マゴルはまだ布ふ団とんの中だ。キラーグース１００％の高級羽う毛もう布ぶ団とんは、やはり気持ちいいらしい。

「……んがっ。……はくろ、なんで変身してるんだ？」

「編集部からの荷物を、私が受け取ったのだ。チャイムが鳴っているのに、マゴル殿が、まったく反応しないものだから」

「……あぁ、なるほど」

　のそりと上体を起こす。表情を見る限り、まだ半分眠ねむっているようだ。

「変身中は、僅わずかとはいえ魔ま力りよくも消費するし、……体調も、お、かふっ、おかしくなる」

　酩めい酊てい状態にも似た口調で、はくろは訴える。

「だ、だから、来客の際は、原則として私でなくマゴル殿が応対しよう、という決め事をしたばかりではないか」

「うーむ、そうだったな。すまん」

　左手で目を擦こすりながら、右手をはくろの方に伸ばして、

「ありがとう、助かった」

　ポンポン、と頭を軽く撫なでた。

「ふあっ」

「ど、どうした？」

　はくろが甲かん高だかい声を漏もらす。マゴルは驚おどろいて右手を離はなし、……離そうとして、ガシッと腕を摑つかまれた。グググッと引き戻もどされた右手が、再びはくろの頭上に置かれる。

「……はくろ？」

「ぶ、不ぶ躾しつけな頼たのみではあるのだが、その、……もっと、撫でて頂けないだろうか」

（あっ、これはまずい）

　目が覚さめてきたマゴルは、寝起きの挙動があまりにも軽けい率そつだったことを悟さとる。

　発情した少女の頭を撫でるのは、一般的に、とても危険な行こう為いだ。

「いや、えっと、こういうのは程々にしておかないとだな」

「減るものでなし、良いではないか。何かしらの事情があり、掌てのひらが置けないというなら、指の先だけ、先だけで構わない」

「角つの！　角が、刺さるから！」

「……むっ、確かに」

　人型に変身しても、額ひたいの角は残る。というか、血液が集まることで太く硬かたく膨ぼう張ちようするから、むしろ存在感は増す。興こう奮ふんすると角が大きくなるのは、生理現象だから仕方ない。

　突とつ起き物ぶつの先せん端たんはマゴルの顔に向いたままフラフラしており、うっかり体勢でも崩くずそうものなら、羽う毛もう布ぶ団とんがマゴルの血で染そまりそうだ。

「それ、硬いだろ？　痛いだろ？　良くないだろ？　だから、変身は解かい除じよ、今すぐ！」

　発情したメスの肢し体たいを押し退のけながら、はくろが人型に変身している間は絶対に頭を撫でてはならない、と固く誓ちかうマゴルだった。




　　　☆　☆　☆




「ふぅっ……。お茶が美お味いしいです……」

　雷らい撃げき文庫編集部でカレナがアルバイトを始めてから、今日きようで３日目。１日目は編集長に襲おそわれ、２日目はファラリスに襲われ、と散さん々ざんな目に遭あってきたが、今日はまだ生命の危機を感じる場面がない。

「このまま、平和な一日になるといいですねぇ……」

　湯ゆ吞のみ茶ぢや碗わんをデスクに置いて、ほう、と息を吐はく。幸せそうな表情だ。

　プルルルル。

「はい、雷らい撃げき文庫編集部です」

　電話応対も慣れたもの。穏おだやかに微笑ほほえみながらメモを取っていたカレナは、

「はぇっ……」

　突とつ然ぜん、数秒間フリーズした後、

「え、え、ええええええええええぇぇっっ!?」

　フロア中に響ひびき渡るような大声で叫さけんだ。

「ど、どうしたの!?」

「あうぅ……。神じん保ぼさん、大変です……」

　何事かと駆かけつけたフィンに、涙なみだ目めで振ふり向くカレナ。受話器を持つ手が震ふるえている。

「い、今、印刷所から連絡があって……、トラックが、交通事故を起こして……」

「交通事故？」

「はい、それで、積つみ荷が……」

　フィンの脳のう裏りに嫌いやな予感が走る。可か能のうならば、その続きは、聞きたくなかった。




「今月の新刊が、全部、燃もえちゃったみたいです……」




　数分後。

　雷撃文庫プロデュース室長の肩書を持ち、三み木きグワズミアが退院するまで編集長代理を務つとめている和わ田だワッダヴァリは、フィンから報告を受けた途と端たん、白目を剝むいて笑い始めた。

「……デュフ、デュフフフ！　デュフフフ！」

「室長、しっかりしてください、室長！」

　現実逃とう避ひしたくなるのも無理はない。製本までの工程を終え、あとは書店に並ぶのを待つばかりだった合計数十万冊が、すべて灰はい燼じんに帰きしてしまったのだ。

　金銭的な損そん失しつも莫ばく大だいだが、賠ばい償しようやら何やらは後回しでいい。緊きん急きゆうかつ重大な問題は、発売日までに商品を再度製本して配送しなければならない、というスケジュール的な話だ。主しゆとして印刷所や営業部が対応することになるが、編集部も知らん顔を決め込む訳わけにはいかず、むしろ結果的に一番忙いそがしくなる可能性すらある。

　という訳わけで、指し揮きを執とるべき立場の者に、いつまでも現実逃避されては困るのだが、

「デュフ！　デュフ！」

「室長さん、大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

　カレナには、ワッダヴァリが指揮を執れる状態とは、到とう底てい思えなかった。

「たぶん大丈夫よ、いつものことだから」

「いつものこと、って……」

「ほら、室長の大好きな小学生ですよ？」

「……デュフ？」

　フィンが差し出したのは、可愛かわいらしい女子小学生だらけの画集。表紙では、ワッダヴァリが担当した作品のヒロインが、ちょっと澄すました顔でこちらを見つめている。

「フィギュアも、マウスパッドも、抱き枕まくらもありますよ？」

「あ、あ、あっ」

　次々と差し出されるグッズを前に、ワッダヴァリの瞳ひとみは、少しずつ光を取り戻もどしてきた。

「神じん保ぼさん、これ、何なんですか……？」

「室長には、追い詰つめられると現実逃とう避ひする癖くせがあってね。そのまま放っておくと魂たましいが邪じや悪あくに染そまっちゃうかもしれないから、小学生で毒どく気けを抜いてあげなきゃいけないの」

「よ、よくわかりませんけど、そうなんですね……」

「だけど、今日きようは手て強ごわいわ。これだけ小学生に囲まれても、帰って来ないなんて」

「……デュフ、デュフ」

　夢と現実の狭はざ間まを漂うワッダヴァリ。その様よう子すを観察していたフィンは、意を決したような表情に変わる。

「こうなったら、最終手段ね」

　すぅー、はぁー、と深呼吸。

　ワッダヴァリの耳元へと近付き、

「ねぇねぇ、お兄ちゃん、起きて♪」

　普段の落ち着いた声からは想像もつかない、ロリロリなボイスで囁ささやいた。

「今日きようは小学校の運動会だよ♪」

「あう、あうあ、しょう、がく、せ」

　ワッダヴァリの反応が大きくなってきた。復活の時は近い。

「見に来てくれるって約やく束そくしたでしょ？　だから、……一いつ緒しよに行こ、お兄ちゃん♪」

「うおおぉぉああぁぁああああぁぁぁぁああああぁぁぁぁああああぁぁぁぁっっ!!」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きようが編集部に響ひびきわたる。カレナは驚おどろいて後ずさりしたが、フィンは動じることもなく、ただ優やさしい微笑ほほえみを浮かべていた。

「……おかえりなさい、室長」

「ま、まったく、小学生は最高だぜ!!」

　こうして、無事、ワッダヴァリは現実世界への帰き還かんを果たした。




「すまない、取り乱してしまった。今すぐ対応にあたろう」

「具体的には、どうされますか？」

「印刷所に紙のストックが残ってるか、機械の稼か働どうスケジュールは空あいてるか、そこから確認しよう。元の数だけ刷すり直すのが難むずかしい場合は、どの新刊を優ゆう先せんするかも決めておかないと。今月は『とらチキ』の部数が多いから、それが最優先かな？」

（す、凄すごい敏びん腕わんオーラです……）

　豹ひよう変へんしたワッダヴァリの姿に、カレナは驚きよう嘆たんするばかりだ。フィンとの間に展開される編集者同士のコミュニケーションは、色々な意味でレベルが高すぎて、カレナは無言で傍ぼう観かんすることしかできない。

「うーん、そうなると、神じん保ぼさんはこの件の対応を手伝ってほしいな。『とらチキ』に関しては僕ぼくだけじゃわからない部分もあるから」

「……確かに、そうですよね」

「おそらく今日きよう明あ日すくらいが山場だろう。他の予定は全部キャンセル、こっちに専念」

「……えっ」

　フィンの顔に、絶望の色が宿る。

「待ってください、明日は出張が！」

「わかってる、曙あけぼの橋ばし先生のサイン会に同行だよね？　申し訳わけないんだけど、それ、他の誰だれかに任せることはできるかな？」

「し、しかし、ほぼ初対面の編集が同行するのは、あまり良くないかと！　そもそも、急に明日の予定を空あけられる人なんて、誰がいますか？」

「……一理あるね。曙橋先生と話したことがあって、明日の予定を簡かん単たんに変えられる。そんな都つ合ごうのいい人が、編集部にいる筈はずなんて」

　そこまで口にしたところで、ワッダヴァリは何かを思い出す。

「……いるじゃん、そこに」

「はぇっ？」

　視線が向けられていることには気付いたが、その理由までは咄とつ嗟さに把は握あくできず、カレナは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。




　　　☆　☆　☆




「……という訳わけで、向こうは大おお騒さわぎらしい」

「まったく、フィン殿どのも難なん儀ぎなことだ」

　フィンからの電話で概がい況きようを把は握あくしたマゴルは、はくろにも情報を共有しておいた。はくろの変身は既すでに解とかれており、一いつ糸し纏まとわぬ生まれたままの姿（馬）である。

「しかし、業務用トラックの積つみ荷が全焼とは。いささか不ふ可か解かいではあるな」

「そこは俺おれも気になったが、とりあえず、続報を待とう。運転手の遺い体たいが発見されるかどうかで、話が変わってくる」

　ふう、と息を吐はく。マゴルの表情は険けわしい。

「少なくとも、プロの運転手が大事故を起こしたってことは、無茶な働き方をさせられてた可か能のう性せいが高いような気はするぞ」

「『ペナルティ』で寝る暇ひまも与えられず、厳きびしい時間制限で速度も超過せざるを得ず、といった具合か」

「あぁ、まさに。そんな慣習が運送業界全体にはびこってるから、事故の件数だって酷ひどいもんさ。業務用トラックは、ヤーパンランド全国だと、15分に１回のペースで事故を起こしてる。そのうち半分は死し亡ぼう事故だ」

「……30分に１人、運転手が殺されている勘かん定じようか」

　死んだ、という自動詞は使わない。従じゆう者しやたるはくろの言げん辞じは、主君たるマゴルの思想信しん条じようを反映したものだ。

「……本当に、この業界は、昔から」

「主あるじ殿どの、心中お察し申し上げる」

　悔くやしそうなマゴルの顔に向かって、はくろは首を垂たれた。馬なのでわかりにくいが、葬そう儀ぎの席で畏かしこまるときの体勢と思われる。

「父ちち君ぎみの弔とむらいは未いまだ終わらぬ、ということであろう」

　その指し摘てきを受けて、ほんの少しだけ、マゴルは目を見開いた。しばらくの間、自じ省せいするような表情で黙だまりこくって、

「……それは、もう、関係ない」

　やがて、迷いの色が消える。

「親父おやじを殺された恨うらみとか、そういう私し怨えんじゃないんだ。俺おれが戦う理由は」

「であれば、主殿が戦う理由とは？」

「この世界を救うこと」

　即答。

　馬が鳥とり肌はだを立てるほど真剣な眼まな差ざしが、はくろを貫く。

　しかし、直後、マゴルの表情は茶ちや化かすような笑顔に一いつ変ぺんした。

「……なんて、５０００年前の勇者みたいに、壮そう大だいな志こころざしを掲かかげる気はないんだがな。ただ、大嫌きらいなブラック企業を軒のき並なみ潰つぶして、結果的に社しや畜ちくが救われるなら、俺は嬉うれしい。戦う理由としては十分だろう？」

「……無む論ろんだ」

　マゴルにつられるように、フィンの声も和やわらぐ。

「私は主殿に忠ちゆう誠せいを誓ちかった身。主殿の往いく道は、私の進む道でもある。いつまでも、どこまでも、お力添ぞえをさせて頂きたい」

「……ありがとう。頼たよりにしてるぞ」

　優やさしく微笑ほほえんで、マゴルははくろの頭を撫なでた。

　その角つのは、比ひ較かく的てき柔やわらかく、危険性も少なかった。




　　　☆　☆　☆




　ヤーパンランドの国土は、主おもに４つの島が連なって構成されている。

　本島には、首都《トルキオ》や第二の都市《オルサカ》など、多くの都市が存在する。人口も本島に集中しているが、他の島に何もない訳わけではない。北方の《サポロン》や西方の《ファカッタ》は、国家の中ちゆう核かくを担になう重要な都市のひとつだ。

　明あ日す、曙あけぼの橋ばしタカヒロのサイン会が開かい催さいされるのは、西方のファカッタ。

　カレナは列島の地図に指を置いて、距きよ離りを測ってみる。明日の仕事は、片道１２００キロ、往復２４００キロの日帰り出張だ。

「このスケジュール、移動がすごく大変ですね……」

「諸もろ々もろの都つ合ごうでこうなっちゃったんだよ。曙橋先生には申し訳わけないけど、頑がん張ばってもらおう」

　ワッダヴァリは申し訳なさそうな顔をしていた。ちなみに明後日あさつてはトルキオで、明々後日しあさつてはサポロンで、それぞれ開催される予定である。

「森もり下したさんも、急なお願いでごめんね？」

「あ、いえ、こんな状じよう況きようですし……」

　カレナは電話中のフィンに視線を送る。

「あの、やっぱり所長に替かわって頂けますか？　本当に急がなきゃいけないので、直接お話しした方が、……いない!?　どこに行っちゃったんですか、こんなタイミングで!!」

　なるべく落ち着いた対応を心がけているものの、やはり非常事態である。どうしたって焦あせりと苛いら立だちが抑おさえきれない様よう子すだ。

「私なんかにお手伝いできることがあって、良かったです」

「そう言ってくれると助かるよ。じゃあ、僕ぼくは営業部と緊きん急きゆうの打ち合わせがあるから、サイン会の方は任せたよ！」

「は、はい、行ってらっしゃい……」

　慌あわただしく去っていくワッダヴァリ。それから数分後、ようやく受話器を置いたフィンが、盛大に溜ため息を吐はいた。

「……はぁっ。まったく、もう」

「お、お疲れ様です。大変ですね……」

「そうね、たぶん今夜は泊とまり込み。どう頑張っても、ファカッタまで同行は無理」

「あっ、それは、代わりに私が行ってきますので……」

「……うぅっ」

　フィンの口から、恨うらめしそうな声が漏もれた。

（わたしが、マゴルと、２人で、一いつ緒しよに、行く筈はずだったのに）

「あ、あの……」

（いいなぁ、羨うらやましいなぁ。森もり下したさんは何も悪くないけど、全然悪くないけど！）

「えっと、その……」

（家や編集部と違って、旅先は非日常の空間。いつもと違った一面を見せたり見せられたり、ドキドキなハプニングもあったり、そんな時間を共有すれば必然的にもっともっと仲良くなっちゃって、……あれっ？）

　嫌いやな予感を覚えたフィンは、おもむろにカレナの両肩を摑つかみ、ぎゅっと力を込める。

「はぇっ……？　神じん保ぼさん……？」

「わたし、あなたのこと、信用してるからね？　大だい丈じよう夫ぶよね？」

　フィンの言葉には色々な意味が含ふくまれていたが、察しの悪いカレナは、すべてを読み取れる筈もなく。

「は、はいっ！　色々頑がん張ばりますっ！」

「色々って？　ねぇ、色々って？」

「え、っと、それは……、神保さんの代役ですから、神保さんと曙あけぼの橋ばし先生の関係に、少しでも近付けたらいいですよね……。もっと、仲良くなる、というか……」

「頑張らなくていいわ、現状維い持じでいいわ、いつもと同じように過ごしてくれたらいいわ」

　壊こわれたロボットみたいな口調で喋しやべりながら、フィンはカレナの肩を小刻みに揺ゆらした。

（頑張らなくていいって、どういうことなんでしょうか……？）

　困こん惑わくするカレナの身体からだは、揺られるがままに揺られていたが、フィンの情じよう緒ちよが安定してくるにしたがって揺れも収まってきた。

「……本当、この編集部にいると、非常事態が日常になるわ」

　フィンは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「突発的な徹てつ夜や作業も当たり前。逃げ出した作家やイラストレーターを追いかけたり、嫌いやがらせで送り込まれた召しよう喚かん獣じゆうと戦ったり、とにかく予定外のことばっかり起きるから。やってらんないわよ」

　溢あふれ出すような愚ぐ痴ちの中に、ぽろりと、本音がこぼれた。




「（マゴルが）好きじゃなかったら、続けられなかったかもね、この仕事」




　もちろん、最も重要な部分は隠かくしているのだが、

（……って、わたし、森下さんの前で何言ってるの!?）

　主観的には大だい胆たんな告白をしてしまったのと同じで、フィンは急に恥はずかしさを覚えた。

「はぇっ……。神じん保ぼさん、凄すごいです……」

「す、凄いって、何が？」

「だって、それくらい（ライトノベルが）好きなんですよね？」

　そこへ、カレナが無自覚な追い打ちをかけていく。

「どんな困こん難なんにも立ち向かえるくらい、好きっていう気持ちが強くて。それを堂々と宣せん言げんできちゃうところが、なんか、愛に生きる！　みたいな感じでかっこいいです」

「あ、愛!?」

　なかなか情熱的な単語が飛び出してきた。

「そ、そそそ、そんなこと」

　しどろもどろになったフィンは、露ろ骨こつに目を泳がせる。不規則に動き回る視線の先に、都つ合ごうよく現れたのは、オフィス用の壁かべ掛かけ時計。

「あっ、もう行かなくちゃ！　非常事態なんだし、のんびり話してる場合じゃないわ！」

「ほぁっ、そうでした……。すみません、呼び止めちゃって」

「じ、じゃあ、明日あした、よろしくお願いね！　あはは、あはははは！」

　乾いた笑い声を発しながら、フィンは足早に出かけていく。その背中を見送るカレナは、

「うぅん……。私、そんなに変なこと言ったでしょうか……？」

　今ひとつ腑ふに落ちない表情で首を傾かしげていた。




　　　☆　☆　☆




　翌よく朝あさ。トルキオ湾わんに面した、ファネダ空港の待ち合わせスペースにて。

「あっ、おはようございます！」

　マゴルの姿を見つけたカレナは、立ち上がってぺこりと頭を下げた。

「神保さんの代わりに、今日きようはご一いつ緒しよさせて頂きます！」

「あぁ、フィンから事情は聞いてるよ。１日よろしく」

　コンビニへ買い物に行くみたいな軽けい装そうのマゴルに対して、カレナの荷物はやたらと大きい。この辺りに、旅慣れているかどうかの差が出るものだ。

「それにしても、大変なことになったな。新刊が全焼とは」

「ですね……。編集部の皆みなさん、昨日きのうは大おお騒さわぎでした……」

　カレナはそんな言い方をするが、大騒ぎだったのは編集部だけに止とどまらない。

『この事故の影えい響きようで、10日発売予定の一部書しよ籍せきについて、販売延期などの措そ置ちも検けん討とうされているそうです』

　待ち合わせスペースの大型テレビでは、ちょうどトラック事故のニュースが流れていた。

「やっぱりニュースになってたか。積つみ荷に被害が行くケースは、かなり珍めずらしいからな」

「はぇっ？　そうなんですか？」

『ダメージコントロール（復元装置）が作動しなかった疑いがあるとして、警けい察さつは運送会社に事情を聴きくとともに、現場から逃走した運転手の行方ゆくえを追っています』

「今、アナウンサーが言った、ダメージコントロール。それが付いてるから、業務用のトラックが事故を起こしても、積つみ荷だけは無事なんだ、普通は」

　大型テレビを見つめるマゴルの横顔は、とても忌いま々いましそうだった。

（曙あけぼの橋ばし先生、なんか、凄すごく怒ってます……。『とらチキ』の新刊が燃もえちゃったこと、やっぱりショックだったんでしょうか……）

　カレナの思いつく理由はそれくらいしかないが、何となく、それだけではないような気もしていた。もっと、憎にくむべき対象について語るような、そういう顔をしていたから。

「……まぁ、そっちの件はフィンたちが一いつ生しよう懸けん命めい対応にあたってくれてるんだ。こっちはサイン会を頑がん張ばるか」

　深く息を吐はきながら、マゴルは表情を和やわらげていく。

「改めて、今日きようはよろしく頼たのむ。えっと、森もり下したさん、だったな」

「あ、はい、よろしくお願いします……」

　カレナの声は、どこか不満そうだった。

「……どうかしたのか？」

「いえ、その、呼び方が」

（……あっ、やべっ）

　いつもの調子で、フィンを名前呼びしていたのだ。今日だけでなく、おそらく、過去にも何度かカレナの前でそう呼んでしまった気がする。

（……フィンが俺おれのメイン担当になるまで、直接会ったこともない設定だったな）

　すべては、自分が破は邪じやの聖せい剣けん士しであることを隠かくすため。グワズミアの前では注意していたのだが、カレナの前では気が緩ゆるんでいた。

「作家さんと担当編集さんって、下の名前で呼び合うんですねぇ」

「あ、あぁ、そうだな。三み木きさんもそうだぞ？　編集長になってからは自じ重ちようしてるが、この前まで『マゴルちゃん』『グワズミアちゃん』の関係だったしな？」

「はぇっ、本当ですか！」

　仕方ないので、適当な作り話で誤ご魔ま化かすことにする。相手はカレナだから問題ないだろう。

「それって、なんか、ギョーカイ人っぽいですね！」

「んっ？　……ま、まぁな。この業界にどっぷり浸つかった者同士は、大体そんな感じだ」

「なるほど、凄いです……」

　感心した様よう子すで頷うなずくカレナ。しばらく考え込んでから、にへら、と微笑ほほえむ。

「じゃあ、やっぱり、私は『森下さん』ですね」

「……どういう意味だ？」

「だって、私、ただのアルバイトですから」

　カレナが編集部に来て、まだ４日目。それを勘かん案あんすれば、確かに不自然な発想ではないが、

（それだけじゃない気がするな。こいつ、また余計なこと考えてるのか？）

　何となくスッキリしない気持ちを、マゴルは感じていた。

「曙あけぼの橋ばし先生。そろそろ、搭とう乗じようの手続きに行きましょうか」

　マゴルの２倍ほどある荷物を持ち上げ、カレナはゆっくりと歩き出す。マゴルは首を捻ひねりながら、その背を追いかけていった。




　　　☆　☆　☆




「アニメ４期もうすぐですね！　待ち遠しいです！」

「ありがとうございます。俺おれ自身、すごく楽しみにしてるんですよ」

　色紙にサインを書きながら、ファンと談だん笑しようする曙橋タカヒロ。その素顔は『とらチキ』ヒロインありすのお面で隠かくされていた。

「今回のお面はありすちゃんでしたか。久しぶりですよね？」

「確か２年ぶりです。ヒロインのお面シリーズ、一通りやっちゃったんで、原点回帰」

「じゃあ、次はさくらちゃん？」

「ここだけの話、明日あしたのトルキオではさくらの予定です。これ、ネタバレなんで、秘ひ密みつにしといてください」

　曙橋タカヒロが顔出しＮＧということは、ファンの間でも有名だ。サイン会やトークショーの度たびに違うお面を着用してくるので、今度は何を付けてくるか皆みなで予想するのがイベント前の風物詩となっている。

（でも、どうしてＮＧなんでしょう……？）

　会場の隅すみからサイン会の様よう子すを眺めていたカレナは、そんな疑問を抱いだく。

　素顔を見られるのが恥はずかしい、などと言い出すような性格には見えない。勤つとめ先にバレたら困る、という事情がある訳わけでもない。頑かたくなに顔出しを拒こばむ理由が気になり、それとなくフィンに尋たずねてみたら、それとなく有う耶や無む耶やにされてしまった。

　フィンはすべてを知っていたが、答えられる筈はずがない。

　その質問に答えることは、すなわち、曙橋タカヒロの《副業》を明かすことだから。

「一度でいいから、曙橋先生のお顔を拝はい見けんしてみたいなー、なんて」

「いやぁ、それだけは勘かん弁べんしてください」

「やっぱり駄だ目めですかー。昔から絶対に出さないですけど、何か理由が？」

　ファンの一人が、ちょうどカレナの疑問を代だい弁べんする。対する返答は、

「たとえば、俺おれとよく似た指名手配犯がいたら、曙あけぼの橋ばしタカヒロじゃないか？　なんて噂うわさされるでしょう。誤ご認にん逮たい捕ほされたら新刊が出せなくなっちゃうので、どうかご容よう赦しやください！」

　ジョークに見せかけて、真実の一いつ端たんを吐と露ろしていたことに、誰だれも気付いていなかった。




　サイン会も終しゆう盤ばん。眼鏡めがねをかけた地味な少女が、思い詰つめたような顔でやって来て、

「───お手紙、です」

　と、静かに封ふう筒とうを差し出した。

　手紙を渡されること自体は、そう珍めずらしくない。サイン会で作家と話せる時間は限られているから、思いの丈たけをすべて伝えるには、あらかじめ文章にしておくのが確実だ。今日きようだけでも、10通以上のファンレターがマゴルに直接手渡されている。

　ただ、その封筒は、ひときわ印象に残るものだった。

「ありがとうございます、……おぉっ、イラスト気合い入ってますね！」

　マゴルが感かん嘆たんの声を漏もらす。表面に印刷された『とらチキ』のイラストは、フルカラーで細部まで描かき込まれており、とても美び麗れいだ。

「もしかして自作ですか？」

「───はい」

　少女は強こわ張ばった表情で頷うなずいた。頭のてっぺんから足の指先まで、あちこちに無む駄だな力が入っている。憧あこがれの作家を前に緊きん張ちようしてしまうファンは多いが、本日のナンバーワンはきっと彼女だろう。

[image: ]

「うわぁ、嬉うれしいです。本当にありがとうございます。お面で隠かくれてて見えないと思いますけど、今、めっちゃニヤニヤしてますからね」

　それを聞いた少女は、

「───えっ」

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られたような顔を見せた後、

「───あ、りが、とう、ございます」

　喜びを嚙かみしめるように肩を震ふるわせた。

（面と向かって話すのは、あんまり得意じゃないタイプかな？）

　言葉を紡つむぎ出すのに難なん儀ぎしているような雰ふん囲い気きを察して、マゴルは一いつ旦たん口を閉ざした。直接発声しなくても、封筒に詰つめ込まれた便びん箋せんの枚数を見れば、彼女がどれだけ熱心に応おう援えんしてくれているか、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「───それ、読んで、頂けますか？」

「えぇ、もちろん」

　どうにかこうにか絞しぼり出した少女の言葉に、マゴルは即そく応おうする。

「帰りの飛行機で、……いや、このサイン会が終わったら、すぐにでも」

「───!!」

　少女は無言のまま瞳ひとみを輝かがやかせる。感かん激げきのオーラが、全身から滲にじみ出ているようだった。




　　　☆　☆　☆




　作家宛あてのファンレターは、担当編集が必ず目を通すことになっている。万が一、悪意のあるメッセージが紛まぎれていたら大変だからだ。たとえば、

『死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね

　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね

　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね』

　と血文字で書かれた手紙を、本人に読ませる訳わけにはいかない。小説が書けなくなる呪じゆ詛そなど込められていた場合は、高こう額がくな解かい呪じゆアイテムを使う羽は目めになる。そういった事態を未然に防ぐのも、担当編集の仕事だ。

　という訳で、サイン会で受け取った手紙については、フィンの代役であるカレナが、急いでチェックする運びとなった。

「悪いな。うっかり『すぐにでも』なんて約やく束そくしちまったせいで」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです！　あの子もすっごく喜んでましたから！」

　便びん箋せん７枚にわたる少女の手紙を読み終えたカレナは、イラスト付きの封ふう筒とうと一いつ緒しよに、それをマゴルに手渡した。既すでにサイン会は終了し、控ひかえ室しつに戻もどったマゴルは、ありすのお面を外してリラックスした状態だ。

「イラストレーターを目め指ざしてるみたいですよ、あの子」

「へぇ、そうなのか。確かに上う手まいもんなぁ」

「今は高校生なんですけど、将来の夢は、曙あけぼの橋ばし先生の小説に挿さし絵えを」

「……まだ読んでないから、ネタバレは自じ重ちようしてくれ」

「ほぁっ……！　す、すみません」

　７枚分すべて語りそうな勢いのカレナを制止して、マゴルは手紙を読み始める。そこには、彼女の熱ねつ烈れつな『とらチキ』愛、そして、過去と現在と未来のことが書いてあった。

「中学生の頃ころ『とらチキ』にハマって、ありすやさくらのイラストを描かくようになって、最初は下へ手ただったけど上達してきて、プロになりたいと思い始めて、雷らい撃げきイラスト大賞に応おう募ぼすることを決意して、か。……ありがたい話だ」

「本当に受賞できたら、曙橋先生とタッグを組む可か能のう性せいだって、ゼロじゃないですよね？」

「もちろん。俺おれだって、時々、白びやく蓮れん先生以外の人と組むことはあるからな」

　少女の夢が叶かなうことを願いながら、穏おだやかに微笑ほほえむマゴル。

　しかし、次の一文を境に、その表情はだんだん険けわしくなっていく。

『両親に相談したら、イラストレーターを目指すことは、反対されてしまいました』

「特とく殊しゆな職業を目指すな、普通の会社に就しゆう職しよくしろ、その方が親として安心だ、か。……ロクな親じゃねーな、こりゃ」

「心配なのはわかりますけど、子どもの夢くらい、応おう援えんしてあげてほしいです……」

「というか、世間が見えてない。不動産バブル時代の感覚を未いまだに引きずってるから、自分たちの子どもが何と戦わなきゃいけないのか、理解できないんだ」

　少女の抱いだく不安は、手紙の中に、はっきりと記されていた。

『昔と違って、今のヤーパンランドには、ほとんどブラック企業しかありません。私の学校の先せん輩ぱいは、就職先の錬れん金きん会社で利き腕を持って行かれ、機械鎧オートメイルになってしまいました。もし、私もそうなってしまったら、二度とイラストを描くことはできません』

「ブラック企業がのさばってる限り、夢も、希望も、未来も、全部奪うばわれちまう」

　改めて強い義ぎ憤ふんを覚え、マゴルは奥歯をギリリと嚙かみしめる。

「……やっぱり、ブラック企業は潰つぶすしかないんだ」

「潰す、って、どうするんですか？」

　その言い回しが、自分自身の力でブラック企業と対決するような、まるで破は邪じやの聖せい剣けん士しみたいな印象を与えるものだったので、カレナは思わず質問してしまった。

「あ、あれっ？　私、また、変なこと訊きいちゃいました？」

「……あー、んっと、間ま違ちがえた。ブラック企業が全部潰れたらいいなー、っていう、願望だ、ただの願望！」

「なぁんだ、ただの願望でしたかぁ」

　カレナは簡かん単たんに納なつ得とくし、温泉に浸つかっているような、ほんわかした表情となる。

「でも、本当に、ブラック企業がなくなったら素す敵てきですねぇ」

「そ、そうだな」

「世の中、辛つらくて苦しい仕事ばっかりじゃなくなる訳わけですから……。みんな安心して、好きなことを仕事に選んだり目め指ざしたりできる気がします……」

　そこまで理想を描えがいたところで、

「あっ……」

　突とつ然ぜん、カレナは真顔になった。

「どうした？」

「い、いえ、その、大したことじゃないんですけど……」

　視線を泳がせながら、気付いてしまった疑問を口にする。




「私の、好きなこととか、やりたいこととか、何だろう、って……」




　イラストレーターを目指す眼鏡めがねの少女や、ライトノベル作家として成せい功こうを収めた曙あけぼの橋ばしタカヒロは、言うに及およばず。身み近ぢかな人物でいえば、神じん保ぼフィンドゥリルも、生しよう涯がいを捧ささげるべき何かを持っていた。だからこそ、彼女は『フィン』と呼ばれているのだ。

　皆みな、自分の生き方を、自分で選択し、自分で切り拓ひらいている。

　翻ひるがえって、『森もり下したさん』は？

　何だか妙みような焦あせりを覚えて、カレナは必死に答えを求めた。

「えっと、えっと、好きなこと、やりたいこと……。あっ、お布ふ団とんが好きです！　お布団に包くるまってる間は幸せです！　じゃあ、お布団をお仕事にすれば」

「お前、極ごく楽らく真ま綿わたに戻もどりたいのか？」

「あ、うぅっ、それはちょっと……。そういえば、高校を卒業する時も、こんな感じで会社を選んじゃったんでした……」

　一人で勝手に盛り上がり、一人で勝手に落ち込むカレナ。その滑こつ稽けいな一人ひとり芝しば居いを眺めていたマゴルは、髪かみを搔かき上げながら盛大に溜ため息を吐はいた。

「別に、こだわる必要はないんじゃないか？　好きなこととか、やりたいこととか、自覚してるヤツの方が少ないだろう」

「で、でも、曙橋先生は……」

「あー、ストップ。言いたいことはわかるが、それは違う」

「はぇっ？」

　きょとんとした顔で、カレナはマゴルの顔を覗のぞき込む。

「俺おれは、好きなことを仕事にしたんじゃなくて、嫌きらいなことを仕事にしなかったんだ」

「それは……、えっと……、どういうことですか？」

「んー、たとえば俺の場合」

　少しだけ思案してから、マゴルが列れつ挙きよを始める。

「早起きが嫌いだ。満員電車が嫌いだ。何時間も歩き回るのが嫌いだ。客に頭を下げるのが嫌いだ。深夜まで働かされるのが嫌いだ。休日も出勤させられるのが嫌いだ。理り不ふ尽じんに手取りを減らされるのが嫌いだ。上司に殴なぐられたり殺されたりするのが嫌いだ」

　と、ここで一呼吸。

「……キリがないな。まぁ、要するに、俺はブラック企業で社しや畜ちくになることが嫌いやで嫌で仕方なかった」

「そ、そうみたいですね……」

「というか、こんなのが心から好きなヤツって存在するのか？」

「いない、と、思います……。私だって嫌です……」

「じゃあ、そんなに嫌なことを、なんで仕事にしてたんだよ？」

　カレナは答えに窮きゆうした。そう言われてしまうと、確かに、何な故ぜだかわからない。

「俺には我が慢まんできない。嫌いなことからは、徹てつ底てい的てきに逃げる。嫌いな要素がある選択肢しを一つずつ消していって、最後に残ったのが、ライトノベル作家を目め指ざすことだった。ブラック企業だらけのヤーパンランドじゃ、他の選択肢は、ロクなものがなかったからな」

　逃げる。

　その言葉が、ブラック企業で肯こう定てい的てきに使われることはない。

　極ごく楽らく真ま綿わたの激げき務むに耐たえかね、出社拒きよ否ひや転職の兆ちよう候こうが見られた社員は、本社ビル地下の牢ろう屋やに幽ゆう閉へいされる。何日も食事を与えられず、廃はい人じんと化してしまった社畜は、時々朝礼の見み世せ物ものになっていた。そういう日に司会を務つとめるのは、対比を鮮せん明めいにするため、でっぷり太った役員になることが多い。

『この会社で働くということは、死ぬまで運命を共にする同志ということだ！　同志を裏切る卑ひ怯きよう者ものには、こういう末まつ路ろが待っている！　くれぐれも諸しよ君くんは、一いち時じの気の迷いで、こうした愚ぐ行こうを犯さぬように！』

　逃げるのは裏切りだ。

　逃げるのは卑怯だ。

　逃げるのは愚おろかだ。

　カレナを洗せん脳のうしてきた価か値ち観かんと、マゴルが実じつ践せんしてきた価値観は、完全に真逆だった。

「そりゃ、逃げ出した先に薔ば薇ら色いろの日々が待ってるとは限らない。安い給料とはいえ、収入がゼロよりは良いって思うかもしれない。だけど、逃げずに我が慢まんを続けてたら、いずれブラック企業に殺されちまうだろう？」

　次し第だいに、自然と、語気が強まっていく。

「そうなる前に、逃げろ。余計なことは考えないで。大地震で津つ波なみが来たら、財さい布ふを家に置き忘れても、一いち目もく散さんに逃げ出したヤツが生き残る。それと同じことだ」

「生き残る……」

　ヤーパンランドにおいて、それは決して過大な比ひ喩ゆではない。現に、カレナはブラック企業で物理的に殺されかけた。破は邪じやの聖せい剣けん士しがいなかったら、自分は今いま頃ごろどうなっていたか、想像したくもない。

「ブラック企業は、いつか必ず全ぜん滅めつする」

　マゴルはきっぱりと断言する。

「だから、その日が来るまで、全力で逃げ切ってほしいんだ」

　その瞳ひとみに映し出される想いは、間に合わなかった、救えなかった社しや畜ちくたちへの哀あい悼とう。

　すべてのブラック企業を１人（＋１頭）で潰つぶすことは、もしかしたら、実現不ふ可か能のうな夢なのかもしれない。どれだけ強大な武器を持っていても、一度に斬きれるのは一社だけ。原げん稿こうの〆しめ切きりもある。

　だが、それでも。

　自みずからの信じる道を、マゴルは歩き続ける。

「……みたいなことを、時々コラムで書いてたんだけどな。どうやら、あの子、それも読んでくれてたらしい」

　急に表情を和やわらげたマゴルは、少女の手紙をもう一度カレナに渡す。便びん箋せんの７枚目、将来の夢について書かれた段落の後半部分だ。

『いつか夢が叶かなう日まで、自分の身は自分で守らなきゃ、と思っています。先生も、両親も、ブラック企業から私を守ってくれる訳わけじゃありません』

　高校在学中にイラストレーターの仕事を得られなかった場合、ブラック企業への就しゆう職しよくを勧すすめられてしまうのだろう。周囲に理解者の少ない状じよう況きようでは、好意からの助言も阻そ害がい要よう因いんとなるばかり。それでも、彼女は諦あきらめないらしい。

『だから、ブラック企業に夢を壊こわされそうになったときは』

　その段落は、次の一文で締しめくくられていた。

『曙あけぼの橋ばし先生の言葉に倣ならって、全力で逃げ切ってやろうと思います！』




　　　☆　☆　☆




　太陽は東から西へ動くため、１２００キロ離はなれたトルキオとファカッタでは日にち没ぼつ時刻が30分ほど異なる。印刷所から出てきたフィンが空を見上げると、辺りは既すでに真っ暗で、満天の星がキラキラと輝かがやいていた。

「……やっと、一段落」

　輝きを失った瞳ひとみで、ぽつりと呟つぶやく。２時間ほどの仮か眠みんを挟はさんで、夜通し対応に追われていたため、顔色が非常に悪い。もっとも、どうにか『とらチキ』を刷すり直す手配ができたことに、それなりの達成感も味わっているのだが。

「とりあえず、明日あしたのサイン会には行けそうね。今日きようはどんな様よう子すだったのかしら？」

　遥はるか遠いファカッタの空に想いを馳はせ、電話をかけようとしたところで、

「……もう飛行機に乗ってる頃ころか」

　そう気付いてスマートフォンの画面を暗くする。元々自分が行く予定だったので、飛行機の時刻なども全部記き憶おくしているのだ。

「19時30分発、20時50分着」

　カレナに渡しておいた帰りのチケット。その時刻を暗あん唱しようして、

「……迎むかえに行っちゃおうかな」

　ふと、そんなことを思い付く。

　フィンの瞳に光が戻もどってきた。楽しげな笑みを浮かべ、印刷所からファネダ空港までの経路を調べつつ、トークアプリでマゴルに一報を入れておく。

『サイン会、お疲れ様。ファネダ空港に着いたら電話して』

　出迎えに行くことは書かなかった。何となく、サプライズにしておこうと思ったのだ。素そっ気けない文面とは似つかず、フィンの表情はニヤニヤと嬉うれしそうだ。マゴルが飛行機から降おりてスマートフォンの電源を入れ、メッセージに従って電話をかけ、実は迎えに来ていることを知らされ、……反応を想像しただけで、心が躍おどってくる。

「ふふっ、楽しみだわ」

　トラブル対応が終わった解放感も相まって、フィンの気分は上々だ。近くの駅まで向かう足取りも軽い。そんな矢先、

「……えっ、なんで？」

　予想外の現象が起きた。

　アプリの画面に、メッセージの既き読どくマークが表示されたのだ。




　　　☆　☆　☆




　同刻。ファカッタの空も薄うす暗ぐらくなってきたが、トルキオよりは少しだけ明るい。

「これ、固過ぎます……。というか生です……」

「だから無理するなって言ったのに」

　カレナとマゴルは屋台でラーメンを食べていた。せっかく遠方まで来たのだから、ついでに名物を堪たん能のうして帰ろう、という訳わけだ。ちなみに言い出したのはカレナの方である。

「だって、ファカッタに来たら、ファカッタらしいものが食べたいじゃないですか……」

「それはわかるが、『湯ゆ気げ通し』なんて名前の代しろ物もの、いかにもヤバそうだろうが」

　ファカッタのラーメン屋では、麵めんの固さを選択することができる。やわめ、普通、固め、バリカタ、ハリガネ、粉落とし、という順番で上級者向けになっていき、最も凶きよう悪あくな超上級者向けのオーダーが、カレナの注文した湯気通しだ。

「まさか、本当に、麵を鍋なべに入れないとは思わなかったんです……」

「文字通りだったな。茹ゆで時間０秒、湯気に通すだけ」

　無ぶ難なんに固めを注文したマゴルは、もうとっくに完食済みだ。ちっとも箸はしの進まないカレナを横目に、スマートフォンで暇ひまを潰つぶそうと思ったら、フィンからのメッセージが届いていた。

「……んっ？」

　嫌いやな予感が走る。

「……帰りの飛行機まで、まだ時間があるって言ってたよな？」

「はい、そうですよ。９時半の便びんですから、まだまだ余よ裕ゆうです！」

「……念のため、もう一度、チケットを確認してもらってもいいか？」

「はぇっ？」

　カレナは首を傾かしげつつ、フィンから譲ゆずり受けた航こう空くう券けんを取り出してみる。

　出発時刻は、午後９時半ではなく、19時半だった。




　　　☆　☆　☆




「ご、ごごご、ごめんなさいっ！　本当に、ごめんなさいっ！」

　顔面蒼そう白はくのカレナは、ひたすらマゴルに謝しや罪ざいを繰くり返していた。

「……いくら謝あやまっても事態は好転しないから、どうすりゃいいか考えようぜ」

　マゴルの方は、もはや諦あきらめの境地に達したのか、一周回って冷静だ。

　湯ゆ気げ通しの麵を半分ほど残し、大おお慌あわてで空港へ向かったものの、やはり予約した便には間に合わなかった。代わりの便を探しても、今日きよう出発の飛行機はすべて座席が埋うまっている。一応キャンセル待ちをしているが、観光客とビジネス客でごった返す空港のロビーを見る限り、望みは薄うすいかもしれない。

「……明日あしたの朝、早いんだよなぁ」

　最大の懸け念ねん事じ項こうは、明日、トルキオのサイン会に間に合うかどうか。午前中の予定なので、どうしても今日中に帰っておく必要がある。

「飛行機も、列車も、深夜は動いてない。朝までに移動する手段は、……車か？」

「そ、そうですね、夜行バスがありました！」

「いや、おそらくバスも座席が埋まってるだろう。状じよう況きようは飛行機と変わらん」

「じゃあ、タクシー！」

「あんまり長ちよう距きよ離りだと、運転手に乗車拒きよ否ひされるぞ。俺おれたちを降おろした後、行きと同じ距離を走って帰るんだから」

「はうぅ……」

　自じ責せきの念に苛さいなまれ、カレナはうずくまった。只ただでさえ大だい迷めい惑わくをかけているのに、このまま時が過ぎてしまえば、それ以上に最悪な展開が待っている。

「……最悪、明日のサイン会は中止に」

「だ、駄だ目めですっ！」

　曙あけぼの橋ばしタカヒロに会えることをファンがどれだけ心待ちにしているか、カレナは今日の会場で見てきたばかりだ。明日の会場にも、大勢の読者がやって来る。ファンの期待を裏切る訳わけにはいかない。ましてや、自分のくだらないミスが原因で。

「あの、私、何とかしてきますから！　曙橋先生は、お疲れだと思いますし、明日に備えて、しばらく休きゆう憩けいしててください！」

「そうは言っても、この状況で、……聞いてねーな」

　マゴルの返事も待たず、カレナは猛もうダッシュで走り去ってしまった。向かった先は、おそらく、魔ま導どう車しやが行き来する空港のロータリーだろう。

「……まさか、ヒッチハイクでもするつもりか？」

　そんな冗じよう談だんみたいな予想を立てつつ様よう子すを見に行くと、

「お願いしまーす！　トルキオまで、乗せてくださーい！」

「……マジかよ」

　果たして、その通りだった。

「いや、そんなの、無理に決まってるだろ」

　カレナの狙ねらいは理解できなくもないが、恐おそろしく分ぶの悪いギャンブルだ。ここに集まる魔導車の大半はファカッタ近きん郊こうが目的地だろうし、長距離を走るにしても２００キロとか３００キロが相場ではないか。１２００キロ離はなれたトルキオへ、明日の朝までに連れて行ってくれる車など、期待する方が間ま違ちがっている。

「飛行機のキャンセルを粘ねばり強く待ってみるとか、タクシーを１００キロずつ乗り継ついで行くとか、もうちょっと現実的な方法を」

「あっ、停まってくれました！」

「……えっ？」

　１台の大型トラックが路ろ肩かたに停車し、歩道側の窓を開けた。カレナは嬉うれしそうに駆かけ寄り、運転手としばらく話し合った後、マゴルに大きく手を振ふる。

「曙あけぼの橋ばし先生ぇーっ！　このトラックが、トルキオまで、乗せてくれるみたいですよぉーっ！」

「……マジかよ」

　基本的に運の悪いカレナだが、今回ばかりは、ギャンブルに大勝ちしてしまったようだ。




　　　☆　☆　☆




「いやーっはっはっはっ、タイミングが良かったですよ！　今夜の行き先、ちょうどトルキオでしたから！　これも何かの縁えん、よろしくお願いしますね、あーっはっはっはっ」

　トラックの運転手は、妙みようにテンションが高く、口数の多い男だった。

「助かりました……。本当に、ありがとうございます……」

「気にしないでください！　僕ぼくにとっても、助手席に話し相手がいてくれるのは、大変ありがたいことなんですよ！　深夜の長ちよう距きよ離り運転は、独ひとりで黙だまっていると、すぐ寝そうになっちゃいますからね！」

「そ、それって危ないんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　本当に寝ちゃったら、数秒後にはヴァルハラ行きでしょう！　僕がまだ生きてるってことは、居い眠ねむりしなかったってことです！　あーっはっはっはっ」

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、カレナは運転手の好意に甘えるしかない。助手席の中央寄り、運転手に近い側に座っていることもあり、せめて会話を途と切ぎれさせないように、と意気込むばかりである。

「それにしても、まさか『とらチキ』の曙橋先生を乗せることになるとは！　人生、何があるか、わからないものですね！　死ぬまで自じ慢まんできますよ！」

「……『とらチキ』をご存知でしたか。光栄です」

　窓側に座るマゴルが会え釈しやくをした。運転手のテンションに、少々引き気味だ。

「ライトノベル、お好きなんですか？」

「えぇ、大好きですよ！　雷らい撃げき文庫は昔から読んでますし、最近だと、インターネットの投とう稿こうサイトもチェックしてますね！」

　意外、と言っては失礼かもしれないが、ライトノベルの話題に運転手がここまで食いついてくるとは、マゴルもカレナも想定していなかった。つくづく奇き縁えんである。

「ほら、トラックに轢ひかれて異世界に転生するパターン、あれが好きなんですよ！　なんか、こう、夢があるじゃないですか！　死し亡ぼう事故が起きても、ワンチャンここから異世界ハーレムあるぞ、みたいな！」

「あ、あはは、そうですか……」

　愛あい想そ笑いを浮かべるカレナ。正直、こんな状じよう況きようで、そんな冗じよう談だんは聞きたくなかった。

「おっと、ここから高速道路です！　ちょいと飛ばしますけど、驚おどろかないでくださいね！」

「わ、わかりましたっ！　時速２００キロくらい出しても、私、驚おどろきませんっ！」

「いやーっはっはっはっ、時速２００キロだなんて！」

　ハンドルを握る手に、ぎゅっと力が込められた。

「そんなにトロトロ走ってたら、間に合いませんよ！」

「はぇっ？」

　直後。

　ブオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォン！

　凄すさまじい爆ばく音おんとともに、トラックが急加速していく。スピードメーターの表示もぐんぐん上じよう昇しようし、１００、１５０、２００、２５０、そして、

「さ、さささ、３００キロ出てますけど!?」

「だから言ったじゃないですか、飛ばしますよ、って！」

「いくら何でも飛ばし過ぎです!!」

　経験したことのないスピードに、カレナは目を回していた。時速１００キロくらいで走る隣となり車線の普通魔ま導どう車しやが、どれも玩具おもちやに見えてしまう。

「……そんなに急ぐ必要があるんですか？」

　一方、マゴルは冷静だった。はくろの最高時速が大体これくらいだから、時速３００キロの風景も見慣れているのだ。

「明日あしたの業務が始まる前に、トルキオまで、行って帰って来ないといけませんからね！」

「……もしかして『ペナルティ』で？」

「えっ？」

　常にハイテンションだった運転手の声が、一いつ瞬しゆんだけ低くなった。

「いやーっはっはっはっ、お恥はずかしい！　その通りです！　曙あけぼの橋ばし先生、運送業界について、随ずい分ぶんお詳くわしいんですね！」

　再び元のトーンに戻もどった、少々耳みみ障ざわりな声が、車内に響ひびき渡る。

「僕ぼくの仕事、どうにも遅くて！　深夜のトルキオ往復、よく命じられちゃうんです！　昨日きのうも一昨日おとといも、えーと、たぶん１週間くらい連続でしょうか！」

「つまり、１週間くらい、毎日徹てつ夜やで長ちよう距きよ離り運転を？」

「そういうことです！　朝までに往復２４００キロも走る訳わけですから、寝てる暇ひまなんてありませんよ、あーっはっはっはっ！」

（わ、笑い事じゃありません……！）

　カレナは恐きよう怖ふで震ふるえ上がった。１週間眠っていない男が握るハンドルに、今、自分の命が預けられているのだ。

「……平均時速３００キロで走れば、片道４時間、往復８時間の計算か」

「実際は荷下ろしの時間もありますから、もうちょっとかかりますね！　これでも結けつ構こうギリギリなんです！」

「……答えは想像つきますが、一応、確認しておきます。その時間設定は、スピード違い反はんが前提になってますよね？」

「いやーっはっはっはっ、スピード違反？　道路交通法？」

　マゴルの質問を、運転手は豪ごう快かいに笑い飛ばす。

「うちの会社が、法ほう律りつなんて、守る訳わけないじゃないですか！」

「……なるほど」

　一連のやり取りを通じて、マゴルは確信した。

　この運送会社はブラック企業であり、この男の魂たましいはもう邪じや悪あくに染そまっている。

（なかなか酷ひどいな、これは。破は邪じやの聖せい剣けんを持っていたら、今すぐにでも、こいつの魂を浄じよう化かしてやりたいくらいだ）

　などと、マゴルが考えていた矢先。

「いやーっはっはっはっ、あーっはっはっはっ、はっ、はっ」

「……んっ？」

「はぇっ？」

　異変が起きた。

　運転手が突とつ然ぜん静かになり、目を閉じてしまったのだ。

「すー……、すー……」

「ま、まさか、寝ちゃったんですか……？」

　時速３００キロの居い眠ねむり運転。

　これは、もう、ＭＡＪＩでＪＩＫＯする５秒前である。

「わーっ!!　駄だ目めですっ!!　起きてくださいっ!!」

　カレナは慌あわてて運転手の肩を揺ゆさぶった。揺れがハンドルに伝わってしまい、車体が左右にグラグラとよろめく。

「ひええぇぇっ!?」

　遊園地の絶ぜつ叫きようマシンどころではない、死と隣となり合わせのスリル。本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふを感じ取ったのはカレナだけでなかったらしく、運転手の意識がうっすらと戻もどってきた。

「あ、あれ、僕ぼく……」

「起きましたか!?　しっかりしてください、みんな死んじゃいます!!」

「うぁ、そうだ、運転中だ……」

　虚うつろな瞳ひとみで前方を見み据すえる男。明らかに、先程と雰ふん囲い気きが異なる。

（一体、何が起きたのか、さっぱりです……）

（魂の色が、元に戻った、だと？）

　カレナとは違う着眼点で、マゴルは驚おどろいていた。邪悪に染まっていた運転手の魂が、何な故ぜか綺き麗れいになっていたのだ。この魂たましいは、一般的な社しや畜ちくのものと変わりない。

「ご心配を、かけて、すみません……。今、元気に、なります、から……」

　強きよう烈れつな眠ねむ気けに抗あらがうような顔で、運転手はポケットから極ごく彩さい色しきのカプセルを取り出し、小さく開けた口の中へと放り込んだ。水もなしにカプセルを飲み込んで、ごくん、と喉のどを鳴らす。

「はっ、はっ……」

　しばらく苦しそうに呻うめいていた運転手は、

「はっ……、あっ……、あーっはっはっはっ！」

　突とつ然ぜん、例のテンションで笑い始めた。

「は、はぇっ……？」

「いやーっはっはっはっ、失礼しました！　僕としたことが、覚かく醒せいアイテムの効力を、うっかり切らしてしまうなんて！」

「覚醒……、アイテム……？」

　その語感に、何となく不ふ穏おんなものを覚える。『湯ゆ気げ通し』の一件で、カレナの警けい戒かいセンサーも多少は精せい度どが上がったらしい。

「このアイテムを使うと、運転中の疲労がポンッと飛んでいっちゃうんです！　まさに魔ま法ほうのクスリですね！　おっと、これ企業秘ひ密みつですから、内ない緒しよにしておいてくださいよ、あーっはっはっはっ！」

（それ、絶対、良くないクスリです……！）

　戦せん慄りつするカレナ。

　一方、マゴルはまだ冷静さを失わない。

「……そのアイテムは、会社から支給されるんですか？」

「えぇ、有ゆう償しようですが！　使った分だけ給料から天引きされちゃうので、使い過ぎないように、とは思ってるんですけど、これがないと仕事になりませんから！」

「……なるほど」

　運転手の魂が再び濁にごってしまったことを見み極きわめ、マゴルは大きく深呼吸をした。そうしないと、ブラック企業に対する憤いきどおりから、理性的な判断ができなくなってしまいそうだから。

（……念のため、フィンとはくろに状じよう況きようを伝えておくか）

　ハイテンションな運転手の横顔を睨にらみつけながら、マゴルはスマートフォンを取り出した。
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　馬がタブレット端たん末まつを操そう作さできないのは、自然の摂せつ理りである。タッチパネルが蹄ひづめを指として認識してくれないのだから、どうしようもない。

　したがって、外出先のマゴルから連絡を受ける際、はくろは人型に変身する必要がある。

「……くっ、はぁっ。主あるじ殿どのが、た、大変なことに」

　自分自身もなかなか大変なことになりつつ、はくろが心配そうに呟つぶやいた。

　送られてきたメッセージに、具体的な行動の指示はなかった。破は邪じやの聖せい剣けんが必要になるかもしれないから、いつでも出動できるように待機してほしい、と書いてあるだけだ。

「……聖剣を、届ける、か」

　はくろの脳のう裏りに、イーダヴァス駅まで魔ま導どう列車に乗った際の、苦い記き憶おくが蘇よみがえる。

「……この姿で、外を出歩くのは、避さけた方がよかろう」

　ボフッ。

　煙けむりが巻き上がり、はくろの変身魔ま法ほうが解かい除じよされる。不要な性的興こう奮ふんは解消したが、すべての問題が解決した訳わけではない。

「しかし、この姿で聖剣を運ぶには、少々知恵を絞しぼる必要があるな」

　いつも運うん搬ぱん用ように使っているギターケースは、馬が着用できる設計になっておらず、こういうとき実に不便だ。タブレット端たん末まつといい、ギターケースといい、馬が使うかもしれないことを開発者は想定するべきでないか、とはくろは常々不満を抱いだいている。

　ピンポーン。

　そんなことを考えていると、不意にチャイムが鳴らされた。

「……この夜や分ぶん遅くに、客人だと？」

　はくろは訝いぶかしげにドアモニターを覗のぞき込む。しかし、その警けい戒かいはすぐに解除された。

「こ、こんばんは！」

　映し出されたのは、定期健けん診しんのために毎週ここを訪れる、いつもの顔だったから。




「だからね、別に、変な目的で来た訳わけじゃないの。あいつ、朝が弱いでしょ？　帰りが深夜になったら、寝ね坊ぼうするかもしれないでしょ？　明日あしたのサイン会に遅刻されたら困るから、わたしが泊とまってあげることで、その、えっと」

　予告なしに来訪した理由を、訊きかれてもいないのに、フィンは滔とう々とうと語り始めた。

「空港でサプライズできなくて悔くやしかったとか、明日まで会えなくて寂さびしかったとか、別に、そういう動機は全然ないの。わかる？　わかるでしょ？　わかってるでしょ？」

「う、うむ。その点について、異い議ぎを挟はさむつもりは毛もう頭とうない」

　得体の知れないプレッシャーを感じ、流石さすがのはくろも気け圧おされてしまう。それほどの勢いで弁べん解かいの言葉をまくし立てていたフィンは、

「……はぁっ」

　一転して、しおらしく溜ため息など吐はいてみせる。

「……フィン殿どの？」

「あいつ、トラックが嫌きらいなのよね？」

　はくろは微かすかに目を見開いた。

「根こん拠きよはないわ、わたしの勘かんだけ。何かあったんだと思うけど、わたしには、何も教えてくれないし」

「……それは、主あるじ殿どのが」

「あぁ、いいのよ。マゴルがわたしに知られたくない話を、わたしがはくろから聞き出すなんて、ズルいと思うから。ただ、嫌いなものに何時間も乗って帰るの、結けつ構こう大変じゃない？」

　慈じ悲ひ深い笑みを浮かべ、フィンははくろの面にそっと手を添そえる。

「だから、出で迎むかえてあげたいな、って。おかえりを言ってあげたいな、って。それだけ」

　はくろはしばらく何も言えなかった。沈ちん黙もくが数秒に及およんだ頃ころ、ようやく口を開いて、

「……主殿への御お心こころ遣づかい、誠に、痛み入る」

　一言だけ謝しや辞じを述べる。

　一言だけだが、そこには、万感の思いが込められていた。

　ピロリーン。

　そんな折、メッセージの着信音。１人と１頭が、同時にタブレット端たん末まつの方へ振ふり返る。

「……はくろ、その格かつ好こうじゃ開けないでしょ？」

「う、うむ、しかし」

「もしかして、わたしは見ない方がいい？」

　何かを察知したフィンが、神しん妙みような顔で尋たずねる。判断を問われたはくろは、少しだけ逡しゆん巡じゆんするような仕草を見せてから、きっぱりと答える。

「……いや、フィン殿どのならば構わないだろう」

「……ありがと、はくろ」

　はくろの頭を撫なでてから、端末を操そう作さするフィン。その表情には微笑ほほえみが宿っていたが、

「……えっ？」

　予想外のメッセージが、そんなものを一いつ瞬しゆんで吹き飛ばしてしまった。
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「おやっ、これは！」

　惨さん劇げきの始まりを告げたのは、運転手の一言だった。

「いやーっはっはっはっ、大変なことになりました！」

「ど、どうしたんですか……？」

　事態の深刻さを、この時点で、カレナはまだ予感さえできなかった。運転手がバカみたいに笑っているものだから、ちょっとした面おも白しろエピソードでも語ってくれるのだろう、くらいに身み構がまえていたのだ。

　しかし、その楽観は、すぐさま瓦が解かいする。

「ブレーキが故こ障しようしちゃったみたいです！」

「はぇっ……？」

「スピードが落とせませんね、あーっはっはっはっ！」

「はえええええぇぇぇぇぇっっ!?」

　カレナが悲ひ鳴めいをあげると同時に、トラックは料金所へと差し掛かった。ＥＴＣレーンで自動精せい算さんするためには時速20キロまで減速する必要があるのだが、その15倍以上のスピードで突つっ込んだ車体は、

　バキイィッ！

　機械式のバーを粉ふん砕さいし、トップスピードのまま、料金所を通過してしまった。

「ひいいいいいぃぃぃぃぃっっ!?」

「おい、マジか!?」

　カレナだけでなく、マゴルも焦あせりを隠かくしきれない。

「どういうことだ、整備不良か？」

「いえ、そんな筈はずはありません！　来月廃はい車しやになっちゃうくらい古いトラックですけど、だからこそ、僕ぼくがキッチリ整備してきたんです！」

「……来月、廃車？」

「このトラックは僕の相あい棒ぼうなんです！　仕事を始めたときに会社から貸し出されて、それから３年近くの付き合いなんです！　その間、僕はこいつに毎日乗ってきたし、細かいところまで毎日点検してきました。ブレーキの故障なんか、見逃す訳わけがありませんよ！」

　運転手の言葉をヒントに、マゴルは一つの陰いん謀ぼうを見抜いていた。

「……来月、もしかして、正社員に登用される予定だったりしないか？」

「えっ？　ど、どうしてそれを」

「最初は派は遣けん社員だが、３年働いたら正社員に昇しよう格かく。そう約やく束そくされて、ちょうど３年で廃車になるトラックを渡された。そうだな？」

　冷静さを失いつつあるマゴルは、だんだん言葉遣づかいも乱暴になってきた。

「だとしたら、お前、騙だまされてるぞ」

「……僕が、騙されてる？」

「その会社は、最初から、お前を正社員にする気なんてない。約束の期限が近付いたら、古くなったトラックと一いつ緒しよに、運転手のお前もスクラップにする計画だったんだ」

　ブラック企業の常じよう套とう手段、派遣切り。

　契けい約やくを更こう新しんしなかったり、正社員に登用しなかったり、といった手法が基本だが、それだけでは訴そ訟しようリスクを回かい避ひしきれない。そこで、ヤーパンランドのブラック企業は、派遣社員を事故に見せかけて暗殺、という手法を使うことがある。

　いわば、エクストリーム派は遣けん切りだ。

　とはいえ、そんな事実はテレビで報道されないから、運転手の男も俄にわかには信じられない。

「な、何を言い出すんですか。そんなこと、ある訳わけ」

「じゃあ、どうして急にブレーキが壊こわれたんだ？　昨日きのうも今日きようも、お前自身の目で、しっかり点検したんじゃなかったのか？」

　そう問われて、運転手は言葉に詰つまった。彼自身、故こ障しようの原因に、皆かい目もく見当がついていないのだ。焦しよう燥そうにかられた男の横顔を、マゴルは憐あわれむように見つめ、

「会社が時限魔ま法ほうを仕掛けてたんだよ。お前を、今日、殺すために」

　残ざん酷こくな真実を告げる。

「どうせ大クラッシュするから、証しよう拠こなんて何も残らない。事故原因は、お前が１週間も寝てなかったせい、と結論付けられるだろうな。もちろんペナルティ制度との関連性はスルーで、すべての責任は運転手に帰す、って訳だ」

「はっ……、ははっ……」

　マゴルの話を聞いた男の反応は、

「いやーーーっはっはっはっ、あーっはっはっはっ、あーっはっはっはっはっはっ！」

　先程までと同様、ただ狂ったように笑うことだった。

「そういうことでしたか！　だから、みんな、昇しよう格かく直前に事故死してしまったんだ！」

「……不自然だと思わなかったのか？」

「こう毎日寝る暇ひまもないと、余計なことは考えられなくなるんですよ！　この仕事をしている以上、いつかは自分も死ぬのかな、なんて漠ばく然ぜんと思うくらいで！」

　その発想は、もう完全に狂気の沙さ汰たである。比ひ喩ゆにもならない。狂ってしまうことが、最さい期ごまで仕事を続けるために欠かせない資質だとしたら、それは喜き劇げき的てきな悲ひ劇げきだ。

「でも、いつか、じゃないんですね！　今日なんですね！　今日、僕ぼくは、死ん……」

　男の声が、尻しりすぼみに小さくなっていく。

「死にたく、ない……」

　ハンドルを握る両手が、ガタガタと震ふるえ始める。

「嫌いやだ、死にたくない……。どうして、会社に、殺されなきゃいけないんだ……」

「……お前、正気に」

「死にたくない、死にたくない、死にたくない、あっ、あぁっ、ああぁっ……」

　おそらく、アイテムの効果がまた切れたのだろう。男は恐きよう怖ふに支配され、身動きが取れなくなり、やがて、

「すー……、すー……」

　再び眠ねむりに落ちていった。

　このまま衝しよう突とつ事故が起きれば、彼は痛みさえ感じぬまま安らかに死ぬことができる筈はずだ。

「って、そんなの困ります！　私たちまで死んじゃいます！　お願いです、起きてくださ」

「いや、そいつは寝かせておこう」

「はぇっ？」

　マゴルが意外なことを言い出したので、カレナは驚おどろいて振ふり返った。

「１週間も寝てない男を叩たたき起こして、また覚かく醒せいアイテムとやらを使わせる気か？」

「だ、だって、この人に運転してもらわないと、私たち……」

「俺おれが代わりに運転する」

　もっと意外な発言が飛び出した。カレナに驚く間も与えず、マゴルは熟じゆく睡すいしている男を運転席から引き剝はがし、自分の手でハンドルを握った。

「曙あけぼの橋ばし先生、トラックの運転なんてできたんですか……」

「そんな訳わけあるか、俺は普通魔ま導どう車しやの免めん許きよも持ってねーんだぞ」

「ええぇっ!?」

「細かいこと気にしてる場合か！　ブレーキ壊こわれたトラックを時速３００キロで走らせる方法なんて、どうせ教習所じゃ習わないだろうが！」

「そ、それは、習わないと思いますけど……」

「ブラック企業の筋書き通りになんか、進ませねーよ」

　低く唸うなるような声で、マゴルは自みずからの信しん条じようを口にする。

「社しや畜ちくの命を、そう易やす々やすとは奪うばわせない。こいつも、お前も、絶対に生き残らせてやる」

「ほぁっ……」

　揺ゆるぎない信念を語る横顔に、カレナはどこか既き視し感かんを覚えた。

（それって……、まるで、破は邪じやの聖せい剣けん士しさん、みたいです……）




　　　☆　☆　☆




「主あるじ殿どのの御お命いのちが危ない！」

　再度送られてきたメッセージを一読し、マゴルが暴走トラックを運転していることを知ったはくろは、血けつ相そうを変えて翼つばさを開いた。

「こうしては居られない！　即そつ刻こく、主殿のもとへ、馳はせ参じねば！」

「待って」

　今すぐ飛び立とうとしたペガサスを、エルフの少女が制止する。

「わたしも行く」

「……フィン殿が？」

　戸と惑まどうはくろを横目に、フィンは手て際ぎわよく出発の準備を整えていく。ベッド下の収納スペースから破邪の聖剣を取り出し、ギターケースの中にしまい込んで、それを背に担かつぐ。はくろに取り付ける鞍くらなどの馬具も、どこに何があるか、すべて把は握あくしていた。

「こんな時に、料理でも作って待ってろ、なんて言うつもり？」

「し、しかし、フィン殿どのには少々危険が過ぎるのでは」

「バカにしないでよ、まったく」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら、フィンがはくろの頭を小こ突づく。

「牧場にいた頃ころは、毎日はくろに乗って遊んでたじゃない。正直、今だって、マゴルより上手に乗れる自信があるわ」

「……主あるじ殿どのが破は邪じやの聖せい剣けんを使うことに、フィン殿は、ずっと反対していた筈はずでは？」

「えぇ、そうね。でも、それは、マゴルに傷ついてほしくないから」

「……うむ？」

「難むずかしい理屈じゃないのよ。わたしの判断基準は、マゴルにとって良いか悪いか。今、自分がどうしたら、一番マゴルの力になれるか。……少なくとも、ここで帰りを待ってること、ではないと思うんだけど」

　そう言って、フィンははくろに跨またがった。

「……まだ何か、言いたいこと、ある？」

「……いや。もはや、問答無用であろう」

　ガラガラと窓を開ける。見上げた先に広がるのは、無数の星が煌きらめく、漆しつ黒こくの夜空。

「いざ、主殿のもとへ！」

　勇ましい掛け声とともに、聖せい獣じゆうペガサスが、純白の翼つばさを羽はばたかせた。




　　　☆　☆　☆




「う、うぅ……」

「ほぁっ、気が付きましたか？」

　運転手だった男が、トラックの助手席で目を覚さました。

「あれっ……。車の、運転は……？」

「曙あけぼの橋ばし先生が、代わりにやってくれてます！」

「運転というか、他の車を避よけてるだけだ！」

　よそ見をする余よ裕ゆうなどある筈もなく、マゴルは声だけで反応した。スマートフォンに音声入力機能が付いていなかったら、はくろに状じよう況きようを伝えることもできなかっただろう。

　先程から何度かブレーキらしきペダルを踏ふんでみたものの、スピードが落ちる気配はない。時速３００キロで爆ばく走そうしながら、時速１００キロの魔ま導どう車しやを避けていく様よう子すは、まるでシューティングゲームみたいだ。

　ただし、当たったらリアルに死ぬ。

　壮そう絶ぜつなデスゲームである。

「そうか……。僕ぼく、寝ちゃって……」

　弱々しく呟つぶやきながら、男はポケットの中をまさぐった。

「すみませんでした……。今、代わります……」

「駄だ目めですっ！」

　カレナは声を張り上げ、男が口に入れようとしていた極ごく彩さい色しきのカプセルを、ほとんど力ずくで奪うばい取る。

「な、何するんですか、返してください……」

「これを飲んで、またハンドルを握るんですか？」

「そのアイテムを使えば、眠ねむらなくても運転できるんです……。疲労とか、恐きよう怖ふとか、そういうものを感じなくなるんです……」

「こんなこと、ずっと続けてたら、身体からだがおかしくなっちゃいます。たぶん死んじゃいます」

「仕方ありません……。僕には、責任がありますから……」

　運転席のマゴルに向けて、男は弱々しく手を伸ばした。

「相あい棒ぼうのハンドルを、曙あけぼの橋ばし先生に、握らせておく訳わけには……」

「悪いが、助手席に戻もどるつもりはないぞ。今のお前に俺おれたちの命は預けられん」

「違うんです……。事故が起きたとき、助手席にいたら、助かるかもしれませんけど……、運転席にいたら、１００％、死んでしまうんです……」

「ど、どういうことですか……？」

　カレナには発言の意図が理解できず、首を傾かしげる。

「ダメージコントロールの代だい償しようは、運転手の命だ」

　その疑問に、マゴルは端たん的てきな答えを返した。

「業務用トラックが事故を起こすと、積つみ荷の復元魔ま法ほうが自動的に発動する。ただ、その発動には、１人分の命を捧ささげる必要があってな。ダメコンが作動しちまった時点で、運転手の生存確かく率りつは０％なんだよ」

「はぇっ!?　そ、そんなの、酷ひどくないですか!?」

「人命より荷物が大事。それが、ヤーパンランドの運送業界だ」

　そう語りながらも、マゴルの視線は前方に釘くぎ付づけだった。暴走トラックは急なＳ字カーブが続く難なん所しよに来ており、事故多発、スピード落とせ、などと吞のん気きな警けい告こくが表示されている。

「くそっ！　スピードが落とせるなら、苦労はしねぇんだよっ！」

　右へ、左へ、また右へ。曲がりくねった道路を時速３００キロで走り抜けると、運転技術の拙つたなさもあり、トラックは横転ギリギリまで揺ゆさぶられた。

「きゃああぁぁっ！」

「よっしゃ、何とかクリア！」

　マゴルの表情は笑っていたが、額ひたいには冷ひや汗あせが滲にじんでいる。このデスゲームは心しん臓ぞうに悪い。

「曙あけぼの橋ばし先生……。ハンドル、代わってください……」

　元々ハンドルを握っていた運転手が、引き続きマゴルに要求する。

「今、横転していたら、曙橋先生の命が……。ダメコンのこと、ご存知なのに、どうして、そんな無茶を……」

「お前が、このトラックと一いつ緒しよに死ぬ覚かく悟ごを決めてるからだ」

　マゴルはそれを即そく時じ却きやつ下かした。

「運転手の仕事を始めて、ダメコンの説明を受けるとき、その覚悟を執しつ拗ように問われた筈はずだ。トラックは相あい棒ぼうであり運命共同体であるだの、そもそも事故を起こさなきゃいいだの、何ひとつ役に立たない精神論と一いつ緒しよに」

「えっ……。なんで、そんなに詳くわしく……」

　男は目を丸くしていた。マゴルの指し摘てきは、的中していたらしい。

「この洗せん脳のうが結けつ構こう厄やつ介かいでなぁ。極限状態に陥おちいったとき、生き残る方法を考えるんじゃなくて、死ぬことの正当化に意識が向かっちまう。この命で大切なものを守ることができた、とか何とか、まるでライトノベルの主人公気取りだ」

　ちなみに『とらチキ』のキャラクターが作中で死んだことはない。この喩たとえは、あくまでも一般論である。

「そういえば聞いてなかったが、このトラックは何を運んでるんだ？」

「今は、明めん太たい子こ、です……」

「お前は明太子を守るために生まれてきたのか？　違うだろ？」

　広い世界のどこかには、明太子のために生まれ明太子のために死ぬエルフが実在するかもしれないが、少なくともこの男は該がい当とうしない。

「それは、違います、違いますけど……」

　それでも。

「僕ぼくが、運転席から逃げちゃ、いけないと思うんです」

　彼は、運転手であり、社しや畜ちくだった。

「昨日きのう、トルキオで、事故がありましたよね？　積つみ荷の、雷らい撃げき文庫が、全部燃もえちゃったんですよね？　きっと、運転手が逃げたせいですよね？」

　衣きぬ擦ずれのように小さな声しか出さなかった男が、少しずつ、弁べん舌ぜつの力を強めていく。

「運転手が無責任に逃げ出したから、ダメコンが発動しなかった。曙橋先生の『とらチキ』も新刊がなくなってしまった。ニュースでも大おお騒さわぎしてるんでしょう？　そんなこと、絶対に、あってはならないと」

「別に、いいじゃないですか」

　意外な方向から横よこ槍やりが入り、男は少し驚おどろいた様よう子すで振ふり向いた。

「積つみ荷なんて、燃もえちゃっても、いいじゃないですか。運転手さん、逃げちゃっても、いいじゃないですか」

　そう訴えるのは、マゴルではなく、カレナだ。

「新刊が全部燃えちゃったの、確かに大事件でしたけど……。そうなったら、もう一回印刷すればいいんですよ！　編集部の人とか、印刷所の人とか、いろんな人が力を合わせれば、積み荷の分くらいは取り戻もどせます！」

「全然、ちっとも、良くありません。１人が逃げ出したことで、大勢の人たちに迷めい惑わくをかける訳でしょう？　そんな生き恥はじを晒さらすくらいなら、僕は、死んだ方がマシです」

「噓うそです！　運転手さん、噓ついてます！」

　カレナはさらに声を荒げた。

「だって、さっき、死にたくない、って言ってました！　私、横で、聞いてました！　それが本当の気持ちじゃないですか、どうして噓つくんですか」

　男の両肩を摑つかみ、掠かすれた声で、涙なみだながらに訴える。




「噓つかないで、ちゃんと逃げてください。逃げて、逃げて、生き残ってください……！」




　その言葉に、男だけでなく、運転席のマゴルも目を見開いた。

（……そういえば、こいつ）

　マゴルは微かすかに口こう角かくを上げる。

（物もの凄すごく、影えい響きようされやすい性格だったな）

　素直すぎることは、決して悪いことではないのだろう。

　自分の救った社しや畜ちくが、自分の影響を受け、他の社畜を救っていくとしたら。

　夢物語に過ぎなかった理想が、少しだけ現実に近付くかもしれない。

「……んっ？」

　夜空の果てに、マゴルは何かを視認する。

「……そうだな、逃げ出す準備をしておけ」

　勝利を確信した不ふ敵てきな笑みが、マゴルの顔を覆おおっていた。

「出で迎むかえの馬が来てくれたぞ」




　　　☆　☆　☆




　空を翔かける天馬は、決して容た易やすく操あやつれるものではない。

　地を駆かける駿しゆん馬ばと比べても、そのスピードは数倍。不慣れな者はすぐに振ふり落とされ、運が良ければ骨折、悪ければ即死する。

　そもそも、誇ほこり高きペガサスは、自分を乗りこなせる者しか背に乗せようとしない。単純な技量だけでなく、清せい廉れんな魂たましいを持ち合わせていること。言い換かえれば、尊敬に値する人物であること。それが、ペガサスに跨またがる条件だ。

「フィン殿どのと共に飛ぶのも、誠に久方ぶりであるな！」

「懐なつかしいわね！　でも、腕は衰おとろえてないでしょ？」

　ブランクを感じさせない手た綱づな捌さばきで、フィンははくろを自在に操っていた。視界の悪い真っ暗な夜空を、超特急の魔ま導どう列車よりも速く。時代が時代なら天空の女騎き士しとして軍に厚こう遇ぐうされたかもしれないが、彼女は現在、都内の出版社で編集者として働いている。

「……むっ？」

　東から西へと飛行中のはくろが、西から東へと疾しつ走そうする一台のトラックとすれ違った。他の魔導車より、明らかに速い。通常の３倍くらい速い。

「きっと、今のが、マゴルだと思う！」

　目標を発見したフィンは、はくろを急きゆう旋せん回かいさせ、さらに加速しながらトラックへと接近していく。時速３００キロの並へい走そうだ。

「……やっぱり！」

　ガラス越ごしに、見慣れた横顔があった。

（……なんでフィンがいるんだ？）

　表情から察するに、きっと、そんなことを言いたいのだろう。マゴルからすれば、はくろを召しよう喚かんしたらフィンが乗って来た訳わけで、まったく不ふ可か解かいな現象である。単純に空港で待ち構えているより、何倍もサプライズになったことは間ま違ちがいない。




「あ、曙あけぼの橋ばし先生……。なんか、神じん保ぼさんが、ペガサスに乗ってる気がするんですけど……」

　カレナは口をパクパクさせていた。こちらの視点だと、目の前に現れた１人と１頭の組み合わせは、不可解どころの騒さわぎではない。

「えーと、それは、……いや。もう、仕方ないか」

　マゴルは何かしら適当に誤ご魔ま化かそうとして、諦あきらめた。たとえフィンが来なくても、カレナには、きっと秘ひ密みつを隠かくし切れなかっただろう。

「なぁ、森もり下したさん」

「は、はい」

「色々と知られちまったら、この他人行ぎよう儀ぎな呼び方も、変えることになりそうだな」

「はぇっ？」

　何が何やら、といった表情のカレナを横目に、マゴルは運転席の窓を開けた。

「へぶぶぶぶぶぶぶ!?」

　時速３００キロの風が車内に入り込み、カレナは酷ひどい変顔になる。

　一方、窓の外では、最初から時速３００キロの風を浴びてきたフィンが、

「あんた、何やってんの、バカ！」

　泣きながらマゴルを罵ば倒とうしていた。

「心配させないでって、いつもいつも言ってるでしょ！」

「いや、今回は、不ふ可か抗こう力りよくな部分がかなり」

「関係ないわよ、そんなの！　わたしを心配させるなって言ってるの！」

　理り不ふ尽じんは百も承しよう知ち。運転席に座るマゴルの顔を一ひと目め見た途と端たん、抑おさえていた感情が爆ばく発はつしてしまって、もう止まらないのだ。

「……はい、これ」

　口を尖とがらせ、拗すねた表情を隠そうともせず、フィンはギターケースを差し出した。

「あんたのために持って来てあげたわ。これがあれば、あんたは世界最強なんだから。かすり傷一つでも作ったら駄だ目めよ」

　やや遠回しな賞しよう賛さんと激げき励れいを受け、マゴルはニヤリと笑う。

「……わかった、約やく束そくする」

　ギターケースから聖せい剣けんを取り出した瞬しゆん間かん、閃せん光こうが走った。

「な、な、何ですか!?」

　強風が吹き荒れる中、どうにかこうにか薄うす目めを開けたカレナは、運転席の上に立った人影を目もく撃げきする。

　白銀の鎧よろい。

　光り輝かがやく長剣。

　神こう々ごうしい仮面。

「破は邪じやの、聖剣士、さん……」

「２人とも、伏ふせておけよ！」

　このトラックの運転手だった男と、カレナに向けて、端たん的てきに警けい告こくした後。聖剣士は、破邪の聖剣を水平方向にブォンと一ひと振ふりして、

「ほぁっ、屋根が……！」

　トラックの運転席と助手席を、天てん井じようのないオープンカー仕様に変えてしまった。

「はくろ！　これで、拾い上げられるか？」

「うむ、支し障しようない！」

　助手席の屋根だった場所にはくろが着地して、フィンが２人を引っ張り上げる。合計３人のエルフを背に乗せているが、積せき載さい量りようはまったく問題なさそうだ。

「しっかり摑つかまっててね、森もり下したさん。振り落とされたら、大ケガじゃ済まないわ」

「わ、わかりました……。あの、これって、一体」

「説明は後よ、そんな余よ裕ゆうないから！」

「あ、そ、そうですよね。すみません」

「さぁ、あんたも早く！」

　運転席の方にフィンが手を差し出すと、

「俺おれは乗せなくていい」

　再びハンドル操そう作さに戻もどっていた聖せい剣けん士しは、最初からそうすると決めていたように、フィンの手を振り払った。

「……えっ？」

「その２人だけ連れて、このトラックから、今すぐ離はなれてくれ」

「……ちょっと待ってよ。あんた、何言って」

「説明は後だ、そんな余裕ねーから！」

　フィンの言葉を制止して、腹の底から、聖剣士が叫さけぶ。




「はくろ、飛べええええぇぇぇぇっ！」




　呼応したペガサスは大きく翼つばさを広げ、トラックの車体を蹴けって、ふわり。

　時速３００キロの暴風も、背に乗せた３人分の重みも、まるで感じさせず優ゆう雅がに空を飛ぶ。

「……噓うそ、嫌いやだ、なんで」

「フィン殿どの、どうか落ち着いて頂きたい！　主あるじ殿どのが、思し慮りよもなく、このような命令をする筈はずがあろうか！」

「そうだけど、……そうだけど、でも！」

　少しずつ高度が上じよう昇しようし、少しずつマゴルが遠ざかっていく。虚きよ脱だつ状態のフィンが俯ふ瞰かんする、その風景は、もう他ひ人と事ごとみたいな距きよ離りだ。

　常じよう軌きを逸した速度で走るトラックは、断だん崖がいにかかる橋へと差し掛かった。谷間は深く、夜の闇やみに紛まぎれ、まるで底が見えない。

　グガアアァァン!!

　強きよう烈れつな衝しよう突とつ音おんとともに、大型トラックが橋の側そく壁へきを突つき破る。

「……あっ」

「はぇっ？」

　フィンも、カレナも、呆ほうけたような顔でトラックを見つめていた。

　空を飛べない乗り物が空を飛ぶ、その一いつ瞬しゆんを。

「わわわあああぁぁっっ、曙あけぼの橋ばし先生っ!?」

　カレナの悲ひ鳴めいが途と切ぎれるよりも先に、谷底から、ボボオオォォン、という凄すさまじい爆ばく発はつ音おんが聞こえてきた。

　救助された運転手は、衝しよう撃げき的てきな光景に言葉もない。暗くら闇やみに出現した赤い炎が、相あい棒ぼうと呼んだトラックの燃ねん料りように引火して、どんどん肥ひ大だい化かしていく。舞い上がる火の粉こは、遥はるか上空の自分たちにも振ふりかかりそうな勢いだ。

「主あるじ殿どのっ！」

　先さき程ほどはフィンを宥なだめる役に徹てつしたが、この状じよう況きよう、はくろも冷静ではいられない。トラックの墜つい落らく地点へと一直線に急きゆう降こう下かする。

　まず感じたのは、熱だった。炎上するトラックに近付くほど、皮ひ膚ふが焦こがされていくように思える。続いて、呼こ吸きゆう困こん難なんになりそうな黒こく煙えん、有機物が炭化するときの異い臭しゆう。嫌いやな予感を増ぞう幅ふくさせるには、十分すぎるほどの条件だ。

「……まさか、主殿」

「そんな筈はずないわよ」

　今にも消え入りそうな声でフィンが呟つぶやく。はくろから降おりて、燃もえ盛る炎にフラフラと歩み寄る姿は、完全に魂たましいの抜けた人形だ。

「約やく束そくしたんだから。かすり傷一つ作らない、って」

　その言葉が、ほとんど現実逃とう避ひのような強がりに過ぎないと、フィンは自覚していた。

「……でも、あいつ」

　誰だれよりもマゴルのことを知っている、という自負がフィンにはある。破は邪じやの聖せい剣けん士しとしての顔も、ライトノベル作家としての顔も。

　だから、当然わかっていた筈だ。

「……あんまり、約束、守らないのよね」

　〆しめ切きりを破られたり打ち合わせをドタキャンされたりで、何度も泣かされてきたのだから。

「……バカ」

　そして、今も。

　溢あふれ出す涙なみだを拭ふこうともせず、フィンは崩くずれ落ちるように膝ひざをついた。

「そ、そそそ、そんな」

　フィンに負けず劣おとらず、カレナの狼ろう狽ばいぶりも酷ひどいものだった。積つみ重ねた月日こそ短いが、その代わり、すべて自分のミスが招まねいた事態だ、という自責の念がある。

「曙あけぼの橋ばし先生ええぇぇっっ!!」

　泣き叫さけびながら、カレナは走った。深い思し慮りよなど何もない。自分が取るべき最さい善ぜんの行動など全然わかっていない。カレナの中にあるのは、マゴルの安あん否ぴを確認しなければ、という直情。それだけだ。社しや畜ちくは余計なことを考えないのだ。

　そうやって、無む鉄てつ砲ぽうにトラックへと近付いた結果、

「わああぁぁん！　熱い、熱いですっ！」

　炎が衣服に燃もえ移り、全身が火だるまとなったカレナは、揉もみ消すためにゴロゴロと地面を転がっていた。一連の所作はショートコントのようで、もはや滑こつ稽けいだ。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　何とか鎮ちん火かには成せい功こうしたものの、身体からだに力が入らない。

　着ていたスーツは既すでにボロボロで、隠かくすべき部位も隠せていない。

「寝てる場合じゃありません……。曙あけぼの橋ばし先生が、まだ中にいるなら、もっと熱い筈はずです……」

　そんな状態にもかかわらず、カレナはもう一度起き上がろうとしていた。勢いを増すばかりの炎へ、無力さを悔くやむような瞳ひとみで、執しゆう着ちやくするような視線を送る。

「何やってんだ、お前は」

「はぇっ……？」

　不意に、業ごう火かの中から人影が現れた。

「せっかく逃げられたのに、また戻もどってきたら、意味ないだろうが」

　破は邪じやの聖せい剣けん士しだ。

　破邪の聖剣士が、かすり傷一つさえ負わず、そこに立っていたのだ。

「平気、なんですか……？」

「少なくとも、お前よりは平気だろうな」

　軽口を叩たたきながら、聖剣士はカレナのもとに歩み寄り、横たわっていた身体を抱き上げた。

「わ、わっ……」

[image: ]

「心配してくれるのは嬉うれしいが、無茶ばっかりされると、逆にこっちが心配するんだよ。もう大だい丈じよう夫ぶだから、とりあえず、寝てろ」

「あっ……、ふぁ……」

　精神的な安あん堵どを得たカレナは、肉体的なダメージも重なり、そのまま気を失ってしまった。

「はぁ、やれやれ」

　聖せい剣けん士しは大きな溜ため息を吐はいてから、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすフィンたちの方へ向かう。

「いやー、ちょうどいいところに橋があったな。こうすれば、他の魔ま導どう車しやを巻き込まず、事故の被害を最小限で抑おさえられる。トラック１台、廃はい車しやを１ヶ月前倒ししただけだ」

　実に、ケロリとした表情をしている。風ふ呂ろ上がりにコーヒー牛乳でも一気飲みしたような、シリアスさの欠片かけらもない顔だ。

「ていうか、なんか臭くさいな！　積つみ荷が明めん太たい子こだから、燃もえたら美う味まそうな匂いがすると思ったんだが、他の匂いと混じっちゃって全然駄だ目めだ」

「……あんた、無事、なの？」

「ん？　だって、さっき約やく束そくしただろうが」

　聖剣士がフィンに笑いかけた。

「ちゃんと無傷で終わらせたぞ、いつも通りに」

「……バカ。心配、ばっかり、かけて、うぅっ」

　笑い返すことはできない。張り詰つめた糸が切れてしまって、フィンは、もう泣くことしかできない。堤てい防ぼうの決けつ壊かいした涙なみだは、止まる気配もなかった。

「……主あるじ殿どの。今回ばかりは、私も肝きもを冷ひやした」

　はくろの方は、既すでに落ち着きを取り戻もどしたようだ。主君の無事を確認し、安心した様よう子すではあるが、まだ納なつ得とくできないことがあった。

「このトラック、ダメージコントロールは発動しなかったのであろうか？　このような事故を起こせば、最後にハンドルを握っていた、主殿の御お命いのちが奪うばわれてしまう筈はずでは」

「あぁ、発動したぞ、復元魔ま法ほう。いきなり俺おれの心しん臓ぞうを抉えぐりにくるから、ビックリした」

「然しからば、いかなる対処を？」

「斬きっちまったよ、そんな魔法」

　破は邪じやの聖せい剣けんを掲かかげて、聖剣士は朗ほがらかに笑う。

「こいつがあれば、俺は死なない。まずダメージも受けない。こんな装置には殺されねーよ」

「……改めて、主殿の力には敬服せざるを得ないな」

「まぁ、逆に言えば、生身なら流石さすがに死んでたかもしれない。だから、その、……助かった。ありがとう」

　聖剣士からの謝しや辞じを受けて、ペガサスは無言のまま、力強く頷うなずいた。

「ひぐっ、無事、で、よかった、本当、よかった、すんっ、すんっ」

「フィンもありがとう。心配かけて、悪かったな」

　もう１人の功こう労ろう者しやにも、最大限の感かん謝しやを告げる。フィンの頰ほおを伝う涙なみだは、炎上するトラックの灯あかりを反射して、オレンジ色に煌きらめいていた。




　　　☆　☆　☆




　事故現場に留とどまっていたら面めん倒どうなことになるので、一同ははくろに乗って離り脱だつ、ひとまずマゴルの家へと移動した。積つみ荷から一箱だけ持ち帰った明めん太たい子こ（焼き明太子）で小腹を満たしつつ、今夜の出来事を振ふり返る、……筈はずだったが、

「本当に、覚えてないのか？」

「はい……。ブレーキが故こ障しようしちゃった辺りから、記き憶おくが曖あい昧まいで……」

　マゴルから問いかけられても、カレナは困り顔で笑うばかりだった。

「どうやって自分が助かったのか、全然わからないんです……。絶対、助からないような状じよう況きようだったのに……」

「僕ぼくも同じです……。ペガサスに乗って、空を飛んだような気がしてるんですけど……」

　そう言いながら、運転手だった男は極ごく彩さい色しきのカプセルを取り出した。疲労がポンッと飛んでいく、魔ま法ほうのクスリだ。

「このアイテムの効果が切れると、禁断症状で、よく変な妄もう想そうが出ちゃうんです。きっと今回も幻げん覚かくでしょう。ペガサスが僕を助けに来てくれるなんて、そんな……。あっはっは……」

　男の笑い声は、随ずい分ぶんと大人おとなしくなっていた。

　そんな２人の表情をじっと観察しながら、マゴルはフィンに耳打ちする。

「……どう思う？」

「噓うそついてる訳わけじゃない、……と、思う。たぶん」

「じゃあ、俺おれの正体にも気付いてないってことか？」

「その可か能のう性せいが高いわ。念のため、はくろを隠かくしておいて正解だったみたい」

　はくろは別室で待機していた。マゴルの家に着いてすぐ、飛行中に気絶していた２人が目を覚さます前に、フィンの機転でそのように指示しておいたのだ。

「運転手の方だけでも、幻覚だったことにして誤ご魔ま化かせるかも、って思ったんだけど、……まさか森もり下したさんまで記憶が飛んじゃってるなんて」

「それだけショックが大きかったのかもな。まぁ、俺としては好こう都つ合ごうだが」

　親しげに内ない緒しよ話をしているマゴルとフィンを、カレナは不ふ思し議ぎそうに眺めていたが、

「あぁっ、思い出しました！」

　不意にそんなことを言い出して、２人をビクッとさせる。

「……お、思い出したのか？」

「いえ、その、全部じゃないですけど……。というか、一つだけですけど……」

　カレナは満面の笑みを浮かべた。

「逃げて、逃げて、生き残ろう、って。私、そんなこと、言ったような気がします」

　肩すかしを喰くらったマゴルとフィンは、何とも形容しがたい表情をしていたが、お構いなしでカレナは続ける。

「だから、私、死ななかったんですね！　曙あけぼの橋ばし先生のおかげです！」

「……あぁ、うん、そうだな。どう致しまして」

　マゴルの返答は、適当極きわまりないものだった。




　　　☆　☆　☆




　事故から一夜明け、トルキオでのサイン会は予定通りに実じつ施しされた。同席していた担当編集者は、熱心な女性ファンが来る度たびに、ちょっとだけ不ふ機き嫌げんになっていたらしい。

　さらに一昼夜が過ぎた、翌よく朝あさ。ファネダ空港の待ち合わせスペースにて。

「あっ、おはようございます！」

　マゴルの姿を見つけたカレナは、立ち上がってぺこりと頭を下げた。

「神じん保ぼさんの代わりに、今日きようはご一いつ緒しよさせて頂きます！」

「あぁ、フィンから事情は聞いてるよ。１日よろしく」

　この日実施されるサイン会ｉｎサポロンは、再びカレナが同行することになったのだ。

『ダメージコントロール（復元装置）の作動しない事故が相あい次ついだことを受け、政府は昨日きのう、業務用トラックの稼か働どうを一いち律りつに休止させる、異例の措そ置ちを行いました』

　大型テレビから、ちょうど関連ニュースが流れる。

『安全性の確認が取れるまで再稼働は認められず、物流は大きく混こん乱らんしそうです』

「これだけ短期間に２回も続いたから、流石さすがに警けい戒かいしたみたいだな。ちょっと過か剰じよう反応じゃないか、とは思うが」

「せっかく急いで印刷したのに、今度は配送できなくなって、また神保さんが対応することになったんです……。全国各地の倉庫まで、雷らい撃げき文庫の新刊を運ばなきゃいけなくて……」

「もしかして、その荷物も？」

　コンビニへ買い物に行くみたいな軽けい装そうのマゴルに対して、カレナの荷物はやたらと大きい。一昨日おとといの荷物と比べても10倍くらいある。

「サポロンまで行くなら、ついでに２０００冊さつくらい持って行ってほしい、って言われまして……。一応、魔ま導どうキャスターは貸してくれたんですけど、やっぱり重いです……」

「……マジかよ。それ、たぶん、重すぎて別料金になるぞ」

「そうなんですか？　ど、ど、どうしましょう？」

「……とりあえず受付で相談してみるか。搭とう乗じよう口はこっちだ」

　マゴルは自然な動作で、カレナの荷物をさり気げなく奪うばう。

「あっ……。す、すみません、曙あけぼの橋ばし先生に持たせちゃうなんて」

「気にしないでくれ、森もり下したさん。こう見えて、結けつ構こう、身体からだは鍛きたえてる方だから」

　そう言ってマゴルは歩き出したが、数メートルも進まないうちに、ピタリと立ち止まる。

「……森下さん？」

　振ふり返った視線の先で、カレナが、何か腑ふに落ちないような顔をしていた。

「あの、えっと、実は……、一昨日おとといのこと、もう一つだけ、思い出したんです。私の呼び方、変えるとか、変えないとか」

「……あぁ、そういえば」

『色々と知られちまったら、この他人行ぎよう儀ぎな呼び方も、変えることになりそうだな』

　マゴル自身も完全に忘れていた発言を、ここで蒸むし返されてしまった。結果的に何も知られなかったので、前提条件が変わってしまった訳わけだが、どうしたものだろうか。

「それ、とりあえず保留で。まだ早いと思う」

「まだ早い、ですか……」

　カレナはしょんぼりとした表情に変わった。わかりやす過ぎるくらい、わかりやすい。

（あー、もう、そんな顔するなよ。面めん倒どうなヤツだな）

　マゴルは髪かみを搔かき上げ、溜ため息まじりに語りかける。

「いずれ、長い付き合いになりゃ、呼び方だって変わることもあるだろうさ」

「はぇっ？」

「たとえば、アルバイトじゃなくて、正規の編集になるとか。担当とまではいかなくても、何かしらの関わりを持つようになるとか。そうなったら、そうなった時点で考えよう。……もちろん、編集部や俺おれが嫌いやになったら、途中で逃げ出してくれて構わんから」

「ほぁっ……」

　口を半開きにしたまま立ち尽つくしていたカレナは、

「えっ、と、嫌じゃありません……」

　頭の中を整理してから、率そつ直ちよくな意見をマゴルに伝える。

「神じん保ぼさんみたいに、自信を持って、好き、とは言えませんけど……。でも、嫌じゃないんです。ライトノベルも、編集部も、曙橋先生も、全然嫌じゃないんです」

　カレナは、マゴルに、半歩だけ近付いた。

「だから、まだ、逃げ出さなくてもいいでしょうか？」

「……変な質問だなぁ。そんなこと、俺に訊きくなよ」

「あ、た、確かに！　すみません、本当、変な質問でした」

「……まぁ、そんな感じでいいんじゃないか」

　苦笑いを浮かべながら、マゴルは一点だけ確認を取る。

「逃げ出したくなるまでは、迷まい子ごにならずに、ついて来てくれよ？」

「は、はいっ！　私は、曙あけぼの橋ばし先生に、当分の間ついて行きますっ！」

「……おう、それで十分だ」

　一生ついて行く、などという陳ちん腐ぷな宣言より、カレナの意思表示は、マゴルにとってよほど信しん頼らいできるものだった。

　こんな時代の、こんな国である。清せい廉れん潔けつ白ぱくなエルフでさえ、ふとした弾はずみで、魂たましいが邪じや悪あくに染そまってしまう。終身保障、死ぬまで安あん泰たい、そんな言葉は価か値ちを失って久しい。結局、今という瞬しゆん間かんを、殺されないように生き延びていくしかないのだ。

　それでも、殺されそうになったら。

　きっと、破は邪じやの聖せい剣けん士しが現れるから。

「……さて、そろそろ受付を済ませた方がいいな」

　マゴルは空港の時計を見上げた。このイレギュラーな荷物量を考えると、早めに相談しておかなければ、また予約した便びんを逃すような事態になりかねない。

「じゃあ、行こうか、森もり下したさん」

「わかりました、曙橋先生！」

　歩き出したマゴルの背中を、カレナは明るい笑顔で追いかけていった。







　あとがき




　一冊さつの本をつくるために、作家と編集者は何度も打ち合わせを重ねます。その席では、耳を疑うような、とんでもないアイデアが飛び出すことも珍めずらしくありません。

　今作『聖せい剣けん士しＶＳブラック企業』についても、担当編集の小お野の寺でら氏とは、数え切れないほど打ち合わせを行いました。その中でも、最も衝しよう撃げき的てきだった発言を紹しよう介かいします。

　企画の初期段階。ブラック企業と戦う破は邪じやの聖剣士なるヒーローが、普段何をしているか、という設定を詰つめている最中でした。本業はライトノベル作家でどうだろう、などと意見を交わしていたところ、突とつ然ぜん、彼は静かな口調で私に提案してきます。




「せっかくなので、三み木きさんを殺しましょう」




　三木さんといえば、泣く子も黙る電でん撃げき文庫編集長。彼の上司に相当する存在です。

「……はい？」

「ブラック企業の悪いヤツを斬きる。そういう話ですよね？」

「そ、そうですけど」

「じゃあ、三木さんを殺しましょう」

　どれほど嫌いやなことがあったのでしょうか。編集部における彼のポジションが心配になる発言でしたが、担当編集が殺やれとおっしゃるのですから、殺らない訳わけにはいきません。私は反対したんです！　悪いのは彼なんです！

　今になって思えば、そこが分ぶん岐き点てんだったのでしょう。既すでにご読どく了りようされた皆みな様さまはお気づきかもしれませんが、この作品、他にも各方面から怒られそうなネタがてんこもりです。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、怒られたら僕ぼくが謝あやまっておきますから」

　などと言われましたが、彼の謝しや罪ざいにそこまで効力があるとは思えないので、正直不安だらけです。ご不満な点がございましたら、クレームは小野寺氏にお願いします！

　……とはいえ、だからこそ、面おも白しろい作品に仕上がったと自負しております。ライトノベルが好きな皆様や、ブラック企業が嫌きらいな皆様に、お楽しみ頂けましたら幸いです。

　素す晴ばらしくエロ……、美び麗れいなイラストを提供してくださった１００円ロッカー様。この本の刊行を後押ししてくださった電撃文庫編集長の三木様、電撃文庫プロデュース室長の和わ田だ様。クレーム対応を一手に引き受けてくださった小野寺様。本当にありがとうございました。

　読者の皆様とも、また次の本でお会いできますように。

　……大人おとなの事情で発禁処分とかになりませんように。





弘ひろ前さき 龍りゆう
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弘ひろ前さき 龍りゅう

社畜生活から逃げ出し、専業作家となった男。

何が幸せかって、平日昼間に１人で焼き肉食べ放題へ行けることですね。
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イラスト／[image: ひゃく]円えんロッカー

千葉県在中。ファンタジー系亞人を愛し小説を読むのを楽しみに生きる絵描き。異世界に行ってエルフ剣士に「くっ殺せ！」と言わせるのが夢です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「弘前 龍先生」係

「100円ロッカー先生」係











初出




「聖剣士VSブラック企業」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.43」（2015年5月号）

「聖剣士VSブラック編集部」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.44」（2015年7月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「聖剣士VSブラックワンオペ」「聖剣士VSブラックトラック」

は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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聖せい剣けん士しVSブラック企き業ぎょう




～ラノベ作さっ家か、社しゃ畜ちくエルフを救すくう!?～








弘ひろ前さき 龍りゅう
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